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「また振られた……」

　力なくトボトボと歩き、近所にある神社に向かう。

　あの神社に行くのは、これで何度目になるだろう。指折り数えてみるけれど、もう片手では足りなくなってしまった。

　人目も気にせずブツブツ呟つぶやいている私、真ま野の小こ町まち。二十四歳。この街ではけっこう大手の建設事務所に勤める、ごく普通のＯＬだ。

　役所で働く父、専業主婦の母、三つ下の妹に、愛犬モンブラン。四人と一匹で暮らしていた実家を就職と同時に出ると、ひとり暮らしを始めた。

　特に取り柄があるわけではないけれど、明るい性格と体力だけは誰にも負けないと自負している。自分で言うのもなんだけど、顔だってまあまあ。童顔だと言われることも多いものの、中の上？くらい。

　難があるとすれば、ドジでおっちょこちょいなところ。少しケンカっぱやいのも玉にキズ。あとは、ほ～んの少しだけぽっちゃりしていること……って、難だらけじゃん！

　なんて、自分でツッコミを入れてみる。

　でも付き合う人は、みんな声を揃そろえて言ってくれる。『そのくらいぽっちゃりしてるほうが、小町ちゃんは魅力的だよ』ってね。

　なのに、どうして毎回振られてしまうのか。

　理由はたったひとつ。それは……エッチができないから。

　鬱うっ蒼そうとした森が見えてくると、中央に鳥居が姿を現す。そこをくぐり抜け石段を上がると、拝はい殿でんまで続く参さん道どうが通じている。

　参道脇にある手ちょう水ず舎やで身を清め、参道を挟んで反対側にある神かみ池いけへ行こうとして足を止めた。

　ただ参拝に来るだけのときは、立派に育っている鯉こいに餌えさをあげて遊んだりするけれど、今日はそんな気分にはなれなくて、そのまま参道に戻ると拝殿に向かう。

　参道や境内の中央は神様の通り道。だから邪魔にならないよう、端に寄って歩くのがマナー。私は参道の右側に寄り、ゆっくり歩きだした。

　社しゃ務む所しょを通り過ぎると、立派な社しゃ殿でんが堂々たる姿を見せた。

　一度足を止め、深呼吸をする。そうして精神を統一してから、拝殿の前に立った。

　神社での参拝は、『二に礼れい二に拍はく手しゅ一いち礼れい』。二回おじぎをした後に二回柏かしわ手でを打ち、最後にもう一回おじぎをするというのが神様への正しい挨拶の仕方だそう。

　以前ここに来たときに神かん主ぬしさんに教えてもらい、今でもそれを忠実に守っている。

　ここ『華はな咲さき神じん社じゃ』は縁結びの神社として有名で、普段は良縁や恋愛成就を願う参拝者で賑にぎわっている。けれど午後六時過ぎということもあってか、私以外に人はほとんど見当たらない。

　ならばいつもより念入りに拝礼できると、一歩前に進み出て軽くおじぎをすると、賽さい銭せんを入れて鈴を鳴らし、二回深く礼をしてから二回拍手をした。

　そして、いつもなら心の中で願い事をするのだけど、今日の私は願いを叶かなえたい気持ちが強かったのか、少しだけ声が漏れてしまう。

「神様、どうかお願いです。私にもう一度だけ、素敵な男性と巡り合うチャンスをください」

　ここの神様は、いつも私の願いを聞いてくれる。大学入試のときも、初めて好きな人ができたときも、その願いを叶えてくれた。だから今回も大丈夫。きっと素敵な男性に巡り合わせてくれるはず。

　でも本当は、彼氏ができることよりも、その後が問題。どうすれば好きな人とエッチができるようになるんだろう……。




　――あれは四年前、私が二十歳だったころ。

　二十年間、恋に縁遠かった私に、初めて彼氏ができた。相手は大学の、ふたつ年上の先輩。学部の違う友人に紹介されて知り合い、すぐに意気投合。優しくて誠実な彼に、恋愛初心者の私はすぐに夢中になってしまった。

　でも実は彼、かなりのプレイボーイで、女をとっかえひっかえ遊んでいるヒドい人だったらしい。そのことをまったく知らない私は、彼に求められるまま、すぐに身体を許してしまった。そしてベッドの中で……。

「お前の身体って、つまんねーな。抱いて損した」

　私は耳を疑った。

　聞き間違いだよね？　これが本当に今まで優しかった彼なの？って。

　だけど彼はそう言うと、さっさと服を着て、私をベッドに残したまま帰ってしまった。

　彼の突然のヒドい言葉と豹ひょう変へんした態度に、私はベッドの上でただ泣くことしかできなかった。

　後日、【別れよ】とたったひと言だけメールが来て、彼とはそのまま別れてしまった――。




　以来、彼氏ができてもそのときのことを思い出してしまい、エッチができなくなってしまった。

　でも、私だって年ごろの娘。恋もしたければ、彼氏も欲しい。手を繋つないでウインドーショッピングをしたり、夜景のキレイな公園でキスしたりしたい。

　だから盛んに合コンに参加して恋活に励んでいるというのに、ここぞというときになると四年前のことを思い出してしまう。服を脱ぐことさえできず、身体が拒否反応を起こし続けて、はい終了。

　相手には『そんなに拒否するってことは、俺のこと本気じゃないんだね』なんて言われる始末。『そんなことない』と言っても信じてもらえず、結局、別れを迎えてしまう。

　男の人にとって、エッチってそんなに大事？　エッチができない＝本気じゃないって、どうしてそんなこと勝手に決めるの？

　本当は私だって、好きな人には抱いてもらいたい。

　もしかしたら四年前のことを話してしまえば、なにかが変わるのかもしれないけれど、言えないよね。自分の身体がつまんないなんて……。

　よし！　ここはもうひとつ、神様にお願いするとしよう。

「つまんない私にも、エッチができますように!!」

　でも神様、エッチなんて言葉を知ってるのかしら？

　なんて不謹慎なことを考えながら、最後にもう一度深く礼をした。

「これでよしっ、と」

　さっきまでの暗い気分が少し回復し、徐々に自分を取り戻す。

「さて、と。お腹も空いたし、そろそろ帰ろうかな。今日はとことん飲んで、彼のことなんてさっさと忘れてやるんだから」

　もう一度拝殿に向き直り、軽くおじぎをすると、クルッと反転した。

「おもしろいお願いだね。僕でよかったら、話を聞くよ」

「うわっ!!」

　突然耳に届いた声に驚いて顔を上げると、見知らぬ男性がいてニコッと微笑みかけられる。

　その笑顔に魅せられて、私も思わずつられて笑ってしまう。

　なに？　この、まるで雑誌から抜け出してきたモデルのような素敵な男性は！

　爽やかに整えられている短い髪に、キリッと真っ直ぐなラインを描く眉。キレイなアーモンド形の目は透き通っていて、見つめられると吸い込まれてしまいそう。

「ここじゃなんだから、あっちのベンチに座ろうか？」

　スラリと長い腕が伸びてきて、私の腰に手を回す。

　その優雅な動きと、端正な顔から発せられる甘い声に私の脳内は麻ま痺ひしてしまい、彼に言われるがままに付いていくと、ベンチに腰を下ろした。

　彼も私の横に座ると、ジリジリと肩を寄せ始める。

「ところで、君の願い事のことなんだけど」

「は、はい……」

　そうだった。『おもしろいお願いだね』って、私の願いが聞こえてたってことだよね？　小町、なんという不覚。うぅ、恥ずかしい。穴があったら入りたい気分……。

　ねえ神様！　『素敵な男性と巡り合うチャンスをください』とお願いはしたけれど、このタイミングはあんまりじゃないですか？

　ため息をついて小さく肩を落とすと、彼が顔を覗のぞき込んできた。

「どうしたの？　あ、もしかして、願いを全部聞かれて恥ずかしがってるとか？」

　ああ、やっぱり……。もうこうなったらしょうがない。今さら『なんですか、それ？』とごまかしたところで、どうなるわけでもない。ここは正直に白状してしまおう。

「聞いてたんですね」

「うん。まあ正確に言うと、〝聞こえた〟かな。でも人生いろいろあるわけだし、悩み事があるなら、僕に話してみない？」

　彼が優しく微笑み、私の頭をひと撫なですると、私はまるで魔法にでもかかったかのように事のすべてを話してしまった。




「というわけで、神頼みってわけです」

　気づけば辺りは薄暗く、時計を見ると既に午後七時を回っていた。ふたりがいる場所だけ、外灯にぼんやりと照らされている。

　こんなに暗くなるまで話していたなんて……。しかも、いくら優しいからといって、今日会ったばかりの見知らぬ男性を一時間も付き合わせてしまった。

『話してみない？』とは言われたものの、急に申し訳ない気持ちが膨らんでくる。謝ろうと思い、隣に座っている彼に向き直ると……。

　あれ？　俯うつむいて肩を震わせてる？　え、なんで？　もしかして、私の話を聞いて泣いてくれてるとか？　……嘘うそでしょ？　世の中には、こんな気持ちの優しい男性もいるんだ。

　途端に彼のことが愛おしくなり、肩に手をかけた。

「あの、あなたが泣くことはない……」

「ぶぶっ……」

　ぶぶ？　なに、今の音？

「ぶは……アハハハハハッ、もう無理……我慢できない」

　な、なに？　もしかして、泣いてたんじゃなくて笑ってたの？

　今もまだヒイヒイ言いながら涙を流して笑っている彼を、ポカンと口を開けて見つめる。

　いったいなにがどうして笑っているわけ？　私、そんな大笑いするようなこと、しゃべった？

「ホントお前って、おもしろい」

「え？　『お前』って……」

　さっきまで、紳士的に『君』って言ってなかった？

「そのアホ面づら、どうにかしろよ」

「アホ面って、私のこと？」

「ここにお前以外、誰がいるってんだよ。このボケッ!!」

「『ボケッ』て、いくらなんでも言いすぎじゃないですか？」

　さすがの私も黙っていられない。

　なによ、さっきまでと全然、態度が違うじゃない。というか、まるで別人？　ふわりと優しかった笑顔も、今ではニヤリとなにかを目もく論ろんでいるようにほくそ笑んでるし……。いったい私がなにをしたっていうのよ。

「なあ、本気で願ったの？」

「は？　なにをですか？」

　私の中で怒りが頂点にさしかかり、つい声を荒らげてしまう。

「『つまんない私にも、エッチができますように』ってヤツ」

　両手を合わせて女の子口調でそう言ってみせるのは、私の真似だろうか。

　全然似てないし！　……って、今はそんなことどうでもいい。

「あなたには関係ありませんから。放っといてください」

「でもな～、話も全部聞いちゃったから、放っとけないよなぁ～」

「うぅ……」

　こ、この人、絶対に私をからかってる。でなきゃ、こんな嫌味な笑みを浮かべるはずない。

「あなたにはつい話しただけ。願いはちゃんと神様に聞いてもらいますから」

「なあ、なんの努力もしないで神頼み？　お前ってバカだね」

「バ、バカって……。あなた何様のつもり？　さっきから聞いてりゃ、『アホ』だの『バカ』だの。人をおちょくるのもいい加減にして！」

「まあまあ、落ち着けって」

　気安く肩を叩たたかれて、それを払いのけた。

　これが落ち着いてられるかっていうの！

　そりゃね、整ったマスクと甘い声にホイホイ乗せられて、自分の恥ずかしい過去を全部しゃべってしまった私も悪いと思う。でも、あのときはこんな人だとは思ってなかった。『悩み事があるなら僕に話してみない？』なんて頭を撫でながら言われたら、私じゃなくても落ちるでしょ？

　ああぁぁぁ、ムカつく！

　怒りは頂点を突き抜けて、天に向かってまっしぐら。鼻息が荒くなってしまう。

「バカって言ったの取り消してよ!!」

「はあ？　なんで？　バカにバカって言って、なにが悪いんだよ」

「悪いわよ。私はバカじゃないですから」

「はいはい。これだから、何度も振られるんだよ」

　呆あきれたように腕を組むと、彼は肩を震わせて笑いだした。

「振られるのも、あなたには関係ない！　ていうか、人のこと『お前』って呼ばないでくれる？　私には真野小町っていう、ちゃんとした名前があるんだから」

「ふ～ん、真野小町ねぇ……。じゃあ、小町」

　なに、この人。いきなり下の名前を呼び捨てにする？　普通は『真野さん』とか、名前を呼ぶにしても『小町さん』とか『小町ちゃん』とかじゃない？

　ちょっとカッコいいと思って、いい気になってんじゃないわよ。もう付き合ってらんない。これはこの場から、さっさと退散したほうがよさそうだ。

　すくっと立ち上がると、挨拶もせずにその場を離れようと足を踏み出す。

　でもすぐに腕を掴つかまれてしまい、それ以上は前に進むことができなくなってしまった。

「はあ」と大きなため息をついて、ゆっくりと振り返る。

「手、離してほしいんですけど」

「なあ、小町。俺を一カ月で落としてみろよ。そしたら、『バカ』って言ったの撤回してやる」

　彼は私の腕をぐっと引き寄せると、甘い声で囁ささやいた。

「はあ!?」

　今、なんて言った？　私の間違いじゃなかったら、『俺を一カ月で落としてみろよ』とか聞こえたんだけど。

　それに私の言葉は聞いてなかったのか、未だに腕は掴まれたまま。

　もう勘弁してほしい。なにがどうしてこんなことになってしまっているのか、私には全然理解できない。

　この人はいったい何者？　新手の詐さ欺ぎかなにか？　まさか私がアホそうな女だったから近寄って、騙だまそうって魂胆？　……そうだ。絶対そうに違いない。

　キッと彼の顔を睨にらみつけると、腕を大きく振る。

　腕を掴む力が緩んでいたのか呆あっ気けなく腕が外れると、彼はスッと目を細めた。

　な、なによ今さら、そんな顔見せて。まるで愛らしいものでも見るような目で私を見るなんて、ズルい……。

「強気なところもいいな。やっぱ小町、お前っておもしろい」

　言ってる意味がさっぱり分からない。いったい私のどこがおもしろいの？　……もう勝手に言ってて。どこの誰かも分からないし、二度と会うこともない。

「さようなら」

　彼に向かって、ペコリと頭を下げる。

「明日ここで月に一度開催される『月次祭つきなみのまつり』があるから、小町、お前も来い。そうだなぁ……」

　私は『さようなら』と言っているのに、彼はそう言って顎あごを擦りながら、なにかを考え始めた。

　考えたって無駄。私はもう二度とあなたには会わないんだから。

「午後一時にここで待ってろ。いいな、必ず来いよ。じゃないと……」

　一瞬彼の目がキラリと光り、背中にゾクリとしたものが走る。

　なに勝手なことばかり言ってるのよ。脅迫するつもり？　私はそんなの全然怖くないんだから。

「じゃあ、本当にさようなら。どうぞ、お元気で」

　クルッと向きを変えると、脇目も振らず歩きだす。

『待ってろ』とか『必ず来い』とか、私はあなたのものじゃないっつーの。今日ここに来るんじゃなかった。なんで私ばっかり、こんな目に遭わなくちゃいけないのよ。

　怒り心頭でズンズン歩いていると、後ろから脳天気に叫ぶ声が聞こえてきた。

「小町ー。明日遅れんなよー」

　なにが『小町ー』よ。気安く人の名前、呼んでんじゃないわよ！

　私は耳を塞ふさぐと、一目散にその場から走りだした。

「誰が行くもんか！」

　このときの私は、本気でそう思っていた。




「なんで私はここにいるのよ……」

　昨日と同じベンチに座り、左手に持っているスマートフォンを見れば、時刻は十二時三十分。約束の時間より、三十分も早く到着してしまった。

　昨日とはうって変わって、広い境内は人で溢あふれ返っている。普段より人出が多いのは、月次祭だからってこともあるのだろう。

　それにしても女性客が多い。さすがは縁結びの神社として有名なだけはある……なんて感心している場合じゃない！

　確かに私も、昨日は境内にいる女性たちと同じ気持ちで参拝に来てたんだけど……。

「あの人のせいで台なし。こんなんじゃ、絶対に願い事なんて叶わないよ」

　初対面の男の人に訳の分からないことを言われて腹を立て、ここへはもう二度と来ないつもりでいたのに。どういうわけだか、こんな状況になってしまっている。

　きっと、昨晩飲んだお酒がいけなかったんだ――。




「――もうっ、頭にくる!!」

　家に着くなり、手にしていたバッグを投げ捨てると、１ＤＫの部屋の奥にあるベッドにダイブする。

　華咲神社から、私が住んでいる賃貸アパートまで歩いて十五分弱。その間に少しは気持ちが落ち着くと思っていたのに、怒りは一向に収まらない。

「なんなのよ、アイツ。言いたいこと、勝手に言ってくれちゃって」

　ゴロンと仰向けに寝転ぶと、いつも一緒に寝ているクマのぬいぐるみを抱きしめる。

　普段ならこうすれば、スーッと心が穏やかになっていくのに……。

「あの人の言葉と態度に腹が立ちすぎて、クマちゃんでも癒されな～い」

　クマのぬいぐるみにはなんの罪もないけれど、それをポーンと投げ飛ばすと、ムクッと起き上がりキッチンへと向かった。

　こんなときは飲むに限る！

　冷蔵庫からチューハイを取り出すと、プルタブを押し開ける。そこに口を当てると、ゴクゴクと一気に半分ほど飲み干した。

「う～ん、最高!!」

　飲み屋のおじさんよろしく、プハーッと息を吐く。ふたりがけ用のこぢんまりとしたダイニングテーブルから椅子を引き出すと、ドスンと腰を下ろした。

「それにしてもあの人、どこかで見たことがあるような気がするんだよね」

　チューハイの缶をテーブルの上に置き、片かた肘ひじをついて考える。

　私の話を聞く前の優しい笑顔。あの端正な顔立ちをクシャッと崩して笑う様を、私はどこかで見たような気がする。

　でも、いったいどこで……。

「……あ～ん、分かんない!!　ていうか、あんな性格の悪い男だったら忘れるはずがないし、きっと別人だね」

　髪の毛をグシャグシャと掻かきむしると、残っているチューハイを手に取り、全部飲み干した。

　それにしてもあの人、どうして明日も神社に来いなんて言ったんだろう。月次祭があるからとかなんとか言っていたけど、それが彼となんの関係があるっていうの？

　ホント、よく分かんない人。なんで私が、どこの誰かも分からない男の人と神社で待ち合わせしなきゃいけないのよ。……そうよ！　私、あの人の名前さえ知らないし!!

「こっちにだけ名乗らせて自分は名乗らないなんて、なんて卑ひ怯きょうなヤツなの！」

　なんだかまた、無性に腹が立ってきた。

　あの人は私の名前を知ってるのに、私だけ知らないなんてフェアじゃない。よっしゃ、行ってやろうじゃないの。明日の午後一時に華咲神社へ。

　待ってなさいよ、詐欺野郎。あの上からモノを言う態度も気に食わない。偉そうな鼻っ柱、へし折ってやるんだから！

　そうと決まれば、景気づけにもう少し飲んでおく？

　勝手に動きだした身体は冷蔵庫に向かっていて、扉を開けるとチューハイを取り出した。

「カンパーイ！」

　テンションの上がった私は、その後、数本追加してしばらく飲み続けた――。




　その勢いは朝になっても収まらず、約束の時間より三十分も早くここに到着してしまったというわけ。

　でもベンチに腰を下ろし周りの人の多さに圧倒されると、勢いは鳴りを潜めてしまった。

　よくよく考えてみれば、別にあの人の名前なんてどうでもいいことじゃない。なのに私ったら『なんて卑怯なヤツなの！』なんて興奮しちゃって、自ら会いに来てしまうとは……。

　あっ！　でも、午後一時までにはまだ時間があるじゃない。今帰れば、彼に会うこともない。なんでもっと早く気づかないのよ。

　バッグを持って慌てて立ち上がると、前も確認せずに走りだす。すると、すぐに誰かとぶつかって、派手に尻もちをついてしまった。

「いったぁ……」

「大丈夫？　ごめんね」

「いえ、私が前を向いてなかったのがいけな……」

　あれ？　今の声、どこかで聞いたことがあるような……。

　嫌な予感が私の身体中を駆け巡る。恐る恐る顔を上げてみると、そこには……。

「え？」

　神主さん？

　紫色の袴はかまをはいて上品に微笑む男性が、私に手を差し伸べている。

　てっきり、あの人だと思った。

　そう勘違いしてしまうほど、この男性とあの人の声は似ていて、私は未だ目の前の彼を見つめたまま尻もちをついていた。

「そんなに見つめられると困っちゃうな。僕の顔に、なにか付いてる？」

　二重のクリッとした瞳が印象的な彼の、少し厚めの唇から発せられる言葉からは優しさが滲にじみ出ていて、思わずドキッとしてしまう。

「え？　い、いや、あの、そのですね……」

「慌てちゃってかわいい。でも早く立たないと、パンツが」

「パンツ？」

「うん。見えちゃってる」

「えぇ！　嘘!?」

「ははっ。うん、嘘だよ。でもさ、いつまでもそんな格好じゃ、恥ずかしいでしょ？　さ、僕の手を握って」

　確かに恥ずかしい。恥ずかしいけれど、パンツが見えてるとか、そんな小学生の男の子みたいな冗談を言うほうも恥ずかしくない？

　変な人と思いつつも、いつまでも手を差し出してもらっているのは申し訳なくて、その手に触れた。

　すると、『待ってました』と言わんばかりに引っぱり上げられ、そのまま彼の腕の中に抱きしめられてしまった。

　え？　なに？　なにが起こっているの？

　突然のことに、胸がバクバクと音を上げて騒ぎ立てる。

　こんな人目の多いところで、いきなり抱きしめるなんてありえない。

「あの。なんで私、抱きしめられているんでしょう？」

「う～ん、なんでだろう。そうだな、君があまりにもかわいくって抱きしめたくなってしまったから、かな？」

　か、かな？って……この人は天然なの？　それに、したくなっちゃったら、なにしてもいいの？　しかもこの人、こんな格好をしてるくらいだから、ここの神主さんでしょ？　忙しいんじゃないの？　こんなところで油を売ってていいの？

　まあ、こんなカッコいい人に抱きしめられるのは、悪い気分じゃないけれど。

　しばらくこのままでもいいかな……なんて思い始めたところで、私を抱きしめる天然さんの後ろから同じ声が聞こえてきた。

「おい兄貴、そこでなにやって……って、千せん里り！　なんでソイツを抱きしめてんだよ。さっさと離せよ！」

　わわっ、出た詐欺男。タイミング悪い！　でも今、『兄貴』って言わなかった？

「ああ、志し貴き。なんでそんなこと、志貴に言われないといけないの？　この子は僕が最初に見つけたんだよ」

　千里と呼ばれた彼は、そう言って腕の力を強め、私の身体を自分の背中へと隠した。

「『見つけた』ってなぁ。コイツは俺との約束でここにいたの。だからコイツは俺のなの。分かったなら、早く離せよ」

　ダラリと下げている私の腕を掴むと、詐欺男は〝臨戦態勢万全〟とばかりに引っぱった。

「へぇー。この子は志貴のなに？」

「俺の？　そ、そうだなぁ……玩具おもちゃだ」

　は？　玩具？　なによ、それ。私はいつから、この男の玩具になったのよ。まったく意味が分からない。

「へえー、そうなんだ。玩具ねぇ……」

　そう言いながら、天然さんは私の身体を離すと、顔を近づけた。

「君、名前は？」

「小町です。真野小町」

「小町ちゃんか。名前までかわいいね。僕の名前は、野の々の宮みや千里。そこにいる志貴の兄です。よろしくね、小町ちゃん」

　千里さんは、握手を求めているのか、スッと手を差し出した。

「は、はい。よろしくお願いします」

　……って、なんで私、握手までしてるわけ？　なにが『よろしく』なのよ。ホント、兄弟揃って、よく分からない人たちだ。

「小町、こっちに来い。兄貴もいつまで手、握ってんだよ」

「はいはい。今日の志貴は怖いねぇ。でも、おもしろいことになりそうだ。小町ちゃん、またね」

　そう言うと、千里さんは握っていた右手を少し上げ、私の手の甲に王子様さながらのキスをした。

　な、なに、このシチュエーション！

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私に微笑むと、千里さんは笑顔を振りまきながら境内へと消えていった。

　キスされた!!　あんな王子様みたいにキスされたの、初めてかもしれない。

「お前、なに顔赤くしてんの」

　なにが気に障ったのか、志貴と呼ばれた彼は怒っている。

「あ、赤くなんかなってないし……って、あれ？　あなたもここの神主さんなの？」

　よく見れば、志貴と呼ばれたこの人も、千里さんと色こそ違うけれど神社でよく見る色の袴をはいている。

「は？　言わなかったか？　俺はここの息子で、野々宮志貴。さっきの千里は俺の四つ上の兄貴で長男。ていうかさ、お前なんで兄貴に抱かれてたりするわけ？」

「さあ、よく分かんない」

「はあ!?　分かんなくて抱かれてたの？　お前は相手がカッコよければ、誰にでも抱かせるのか？　はあ!?」

　はあはあと何度もうるさい人。チンピラかっていうの。しかも大きな声で『抱かれてた』とか『抱かせる』とか、お尻の軽い女みたいに言わないでくれる？　本当に分からないんだから、しょうがないじゃない。

「もう、うるさい。黙って、あっち行ってよ」

「お前なぁ、誰に向かってモノ言ってんだよ」

「誰って、ここにはあなたしかいないでしょ。バッカじゃないの」

　はは、言ってやった。バカバカ言った、昨日のお返し。それに、言い返したら胸の奥がスッキリした。これでもう、ここに用はない。

　さっき尻もちをついたときに汚れたスカートの裾を払うと、ペコリと頭を下げる。

「では失礼します。さようなら、野々宮さん」

「お、おう、さような……って、ちょっと待てよ！　なに帰ろうとしてんだよ!!」

　ガシッと腕を掴まれる。

「だって、もう用事ないから。私は、あなたの名前が知りたかっただけなの」

「は？　俺の名前？　なんでそんなの知りたかったんだよ」

「それは……。私はちゃんと教えたのに、あなたは誰なのか分からなくて。だから家に帰ってからも落ち着かなかったというか、頭にきたというか……」

「ふ～ん。俺のことが気になって、しょうがなかったんだ」

「そこ違うから。あなたのことが気になったんじゃなくて、な・ま・え、だけ気になったの！」

　名前の部分だけ強調して言うと、チェッと舌打ちする音が聞こえた。

「ホント、かわいげのない女。なあ、なんで『野々宮さん』なんて他人行儀な呼び方すんの？」

『他人だからです』と喉のどまで出かかって、言うのをやめる。

　どうせ反論したって『いちいちうるさい！』とかなんとか言われて、怒鳴られるに決まってる。だったら黙っているほうが賢明というものだ。

　それに『かわいげのない女』なんて言うくらいだったら、私のことなんて放っといてくれればいいのに。なんで今日ここに私を呼んだのよ。

　好きだった人には振られるわ、訳の分かんない男に絡まれるわ。私って、ツイてない。『かわいげのない女』かぁ……。ホント、そのとおりかもしれない。

　女の武器を見せつけているような気がするから、泣くのは嫌い。だから強がって、人前では泣かないようにしてきた。

　でも今日は、昨日からいろんなことがありすぎて情緒不安定気味なのか、目に涙が溜たまってきてしまう。

　その涙は目を閉じたと同時に溢れ、鼻の脇をつたっていく。鼻水をズズッとすすると、泣き顔を見られないように俯き、クルッと後ろを向いた。

　人前で泣くなんて、何年ぶりだろう。小学三年生のとき、隣の席の男の子に大好物の給食の唐揚げを勝手に食べられたとき以来？

　どうせ男の人の前で泣くのなら、大好きな人の前で嬉うれし涙を流したかった。なのに、よりによって詐欺野郎・野々宮志貴の前で泣いてしまうなんて……一生の汚点だ。

　けれど一度、溢れ出してしまった涙は、一向に止まってくれない。どうしたら止まるのかと考えながら肩を震わせていると、背中がふわりと温かくなるのを感じた。

　なんだろうと思う間もなく、それが野々宮志貴に抱きしめられているのだということに気づく。

「い……やだ、離し……てよ」

「悪りぃ。泣かすつもりはなかったんだ」

　それはあまりに優しい口調で、スーッと耳に入り込む。

「べ、別に……あなたのせいで、泣いてる……わけじゃ……ない」

　泣きながらではうまくしゃべれなくて、たどたどしくなってしまう。

　なによ。さっきまで意地悪なことばかり言っていたくせに、なんで今はそんなに優しく抱きしめるの？　しかも『悪い』だなんて素直に謝ったりして、調子が狂うじゃない。

　背中からじんわりと伝わってくるぬくもりは、私の悲しさでいっぱいの心まで温めてくれる。野々宮志貴のしおらしい態度に驚きながらも、腕の中にいるのが居心地よくて身を預けてしまった。

　もしかしてこの人、そんなにイヤなヤツじゃないのかもしれない。むしろ、いい人？　だって今の彼からは、優しさやいたわりの気持ちしか伝わってこないもの。

　気づけば、いつの間にか涙は止まっていた。

「泣き止んだか？」

　しゃべるのはまだ自信がなくて、ウンと頷うなずいてみせる。

　しばらく彼の腕の中でおとなしくしていると、泣いていた余韻でヒクッとしゃくりあげてしまう。

　すると、野々宮志貴がククッと笑い声を上げた。

「なに？」

「小町、ちょっとこっち向いてみ」

　そう言って私をクルッと回し、向かい合わせになると、私の顎をクイッと持ち上げた。

　な、なにするつもり？　まさか、キス？　キスするつもりなの!?

　ゆっくり近づいてくる野々宮志貴の顔を見ながら、『ダメ』と言う代わりにブルブルと首を横に振る。でもそれは野々宮志貴には伝わらなくて、距離はどんどん縮まるばかり。

　嘘!?　それ以上近づいたら、唇がくっついちゃう。ダメだってば！

　観念して、ギュッと目を瞑つむると……。

「やっぱ泣いた後の小町の顔って、ブッサイク」

「へ!?」

「化粧取れてるし、目は腫れてるし、チョーウケるんだけど」

　パッと目を開けると、野々宮志貴の顔も身体も既に離れていて、腹を抱えて笑っていた。

　どうして、ここで笑うわけ？　それに『チョーウケる』って、あんたはギャルか！　この、おたんこなす野郎っ!!　一瞬でも、いい人だなんて思った自分が情けない。

「ホント、あんたって最低。そこは嘘でも、『かわいい顔が台なしだね』くらい言うところでしょ」

「嘘でもいいんだ。小町ってホント、哀れな子だね。かわいそうで見てられない」

　野々宮志貴はそう言って顔を背けると、また肩を揺らして笑い始めた。

　コイツ、一回しばいたろか!!

　ふつふつと怒りが湧わき上がる。

　昨日もそうだったけど、この人はどこまで人をバカにすれば気が済むんだろう。

　でもここで怒ってみせても、彼の思うツボ。ここはなんでもないふりをして、とっとと帰ってしまおう。

　そう決めると、私は怒りが表に出ないようになんとか気持ちを落ち着かせ、フッと笑顔を作ってみせた。

「見てられないのなら、私帰ります。もう二度と会うことはないと思いますが、野々宮さんお元気で」

　私の態度に驚いたのか、野々宮志貴の動きが止まった。

　ぷぷぷ。見て見て、あの鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔。いい気味。

　この隙に、とカバンをギュッと胸に抱き、こそ泥のように忍び足でその場を離れようとしたけれど……。

「志貴さーん。ちょっといいですかー」

　白い小こ袖そでに緋ひ色いろの袴という巫み女こ姿の女性が小走りにやってきて、またしても私の安易な計画は終わりを迎えてしまった。

　女性の声で我に返った野々宮志貴は、慌てて私の腕を取ると、『容疑者確保』と言わんばかりに後ろ手で私を捕まえる。

　なんてタイミングが悪いのよ。それにこの体勢、地味に痛いんですけど。

「あの、ちょっと……」

「お前は黙ってろ。なに、和わ歌かちゃん。どうかした？」

　お、怒られた。他の人がいる前で、そんな言い方しなくてもいいのに……。

　子供みたいにシュンとしてしまう。

「午後から来る予定だったバイトの子、体調崩して来れなくなったって。千里さんに伝えたら、志貴さんに相談してって言われて」

「そっか、ありがとう。でも困ったなあ。和歌ちゃんひとりじゃ、授じゅ与よ所しょの窓口の対応は無理だよね？」

「はい、今日は特に……」

　そう言って、なにかを考え始めるふたり。

　ふむふむ、これは仕事の話ですね。ということは、私は部外者ですし、ここはお暇いとましたほうがいいんでない？

　空いているほうの手で、彼の上じょう衣いをツンツンと引っぱる。

「なんだよ」

　いきなりキッと睨まれて、思わず怯ひるんでしまう。

「そんな怒らなくても。あの、私帰ってもいい……」

「ああっ、そうか！　お前がいたな。和歌ちゃん、こっちでなんとかするから戻っていいよ。ありがとう」

　いきなり大きな声出さないでよ！　耳がキンキンするじゃない。

「あ、はい。じゃあ、よろしくお願いします」

　彼女は野々宮志貴に頭を下げると、チラッとこっちを見てから、来た方へと戻っていった。

「ねえ、私もそろそろ帰りたいんですけど」

　おずおずと聞いてみる。

「はぁ!?　お前、今の話聞いてなかったのか？」

「へ？　今の話って？」

　私の反応に、野々宮志貴は天を仰ぎ、呆れた顔をした。

　なによ、その顔は。話は聞いてたけど、それが私になんの関係があるっていうの？

「ねえ、ちょっと。そろそろ腕、離してくれない。私はあなたに捕まる理由はないの」

「志貴」

「はい？」

「俺の名前は志貴って言っただろ。志貴って呼べ」

「はあ!?」

　なんで私があなたのこと、下の名前で呼ばなくちゃいけないの？　まだ昨日会ったばかりだよ。しかも私はもう二度とあなたに会いたくなかったのに、いきなり『志貴』なんて呼び捨てにできるわけないでしょ。

「志貴。はい、リピートアフタミー？」

　はぁ、頭痛い……。英語の教師にでもなったつもり？　私は絶対に呼ばないんだから。

　腕を掴まれたまま後ろを向くと、知らんぷりを決め込む。

「強情なヤツだなぁ。俺はお前のこと小町って呼んでんだから、お前も志貴って呼ぶべきだろ」

「それはそっちが勝手に呼んでるだけで、私は許可した覚えないし」

「許可？　そんなのいらん」

　なんなのよ、この人は。なにを言ったって堂々巡り。終わりが見えてこない。じゃあ、どうすればいいの？　名前を呼べば解決？

　なんだか、こっちまで頭がおかしくなってきた。

「……って、こんなのんびりしてる暇ないんだよ。ほら、行くぞ」

　掴んでいる手に力を入れると、野々宮志貴は私の腕を引っぱるように歩きだす。

「え？　どこに？」

「付いてくりゃ分かる」

「ちょ、ちょっと志貴。離せ、コノヤロー！」

「お、志貴って呼んだな。かわいいヤツめ」

　呼びたくて呼んだんじゃなーい!!

　こうして私は確保され、結局『志貴』と呼んでしまった上に、神社の裏手にある建物に連行されてしまった。










見習い巫女誕生!?




「婆ちゃん、コイツに巫女の衣装着せてやって」

　志貴のひと言に、目をパチクリさせて立ち尽くす。

「お婆ちゃん？」

「ああ、俺の祖母」

　どうりで、目元がどことなく似ている……って、そんなことより巫女の衣装ってなに？

　母屋に入ってすぐの和室にはお婆ちゃんがチョコンと座っていて、私のことをニコニコと笑いながら見ていた。

「おや、志貴。この子はどこの子だい？　かわいい子だねぇ。もしかして、志貴のいい人かい？」

「婆ちゃん！　ゴチャゴチャ言ってないで、早く頼むよ」

　志貴は私の肩を後ろから掴むと、グイッと前へ突き出した。

「照れちゃって、志貴もまだまだ子供だねぇ。はいはい。じゃあお嬢ちゃん、こっちに来とくれ」

「は、はい」

　今度はお婆ちゃんに手を引かれ、ひとつ奥の和室へと連れていかれる。

　私はいったい、なにをされるの？　さっき志貴は『巫女の衣装着せてやって』と言ったけれど、私に巫女の衣装を着せてどうするつもり？　ま、まさかアブノーマルなプレイを強要するんじゃないでしょうね。

『巫女プレイ』。そんな言葉が頭に浮かび、ブルブルと頭を振っては拭ぬぐい去る。

　エッチができない女の子に、さすがの志貴もそんなことはしないよね？

　うんうんとひとり頷いていると、ちょんちょんと背中を突かれた。

「なに突っ立ってんだい。ほら、さっさと脱いで」

　お婆ちゃんはそう言うと、和ダンスから巫女の衣装を取り出した。

「へ？　脱ぐ？」

「当たり前だろ。脱がなきゃ着替えができない」

　そりゃそうだけど。プレイじゃないにしろ、なんで私が巫女に？　でもまあ巫女の装しょう束ぞくは一度着てみたかったし、コスプレだと思えば、それはそれで悪くない。

　潔く服を脱ぎ下着姿になると、お婆ちゃんの前にドンと立った。

「近ごろの若い子にしては、肉付きがいいね。巫女の装束が似合いそうだ」

「は、はあ……」

　今のは、けなされたの？　それとも、褒められた？

　どちらかよく分からないけれど、お婆ちゃんの言うとおりにひとつずつ装束を身につけていく。

　足た袋びを履き、半はん襦じゅ袢ばんをつける。その上に白びゃく衣えを羽は織おり、腰こし紐ひもを締めた。

「袴は帯が長いほうが前で、ヘラが付いているほうが後ろだからね」

　お婆ちゃんに言われ、確認してから袴をはく。

　するとお婆ちゃんは手際よく帯を締めていき、前側に持ってきた帯をギュッとチョウチョ結びにした。

「はい、完成。そこの鏡で見てごらん」

「はい。ありがとうございます」

　自分の姿を、鏡に映し出す。

「わぁ、これが私……」

　そこには普段の私とは全然違う、清せい楚そな女性が立っていた。

「馬ま子ごにも衣装だな」

「え？」

　部屋の入口から突然聞こえてきた声に振り返ると、志貴がニヤリと腕を組み、壁にもたれて立っていた。

「驚いたよ。化ければ化けるもんだな」

「化けるって、人をお化けみたいに言わないでくれる」

「じゃあ、かわいい」

「はあ!?」

　か、か、かわいーい!?　急にどうしちゃったのよ。『アホ面』とか『かわいげない』とか散々言ってたくせに、どういう風の吹き回し？　どっかで頭でもぶつけた？　それとも熱でも出ちゃったとか？

　驚き固まっている私を見て、志貴がまたブブッと吹き出した。

「ホント小町って単純。冗談に決まってんだろ」

「冗談……」

　そうだよね。なんで志貴の言葉を簡単に信じちゃうんだろう。バカみたい……。

「志貴！　女の子をからかうのも、いい加減にしな！　ちょっとはマシになったと思っていたけど、そういうところは治らないのかねぇ」

　お婆ちゃんが私を庇かばうように、志貴と私の間に入る。

「小町ちゃんって言うのかい？　この子、口は悪いけど、根はいい子なんだよ。この婆ちゃんに免じて、許してやってくれるかい？」

「え？　ああ、全然大丈夫です。別に怒ってないですから。それよりも、挨拶が遅れてすみませんでした。私、真野小町といいます」

　自己紹介をして、軽く頭を下げる。

「うんうん、いい子だねぇ。お婆ちゃん、あんたが気に入ったよ。今日からここの巫女になったのかい？」

「いえ、違います。私もなんで自分が巫女の格好をさせられているのか、さっぱり分からなくて……」

「おっ、そうだった！　小町、行くぞ」

　すると志貴が私の手を取って、慌てて部屋を出た。

「え？　えぇっ!?」

「志貴！　小町ちゃんに、ちゃんと謝るんだよー」

　和室から、お婆ちゃんが叫ぶ声が聞こえてくる。

「分かってるよ！　ったく、婆ちゃんはいちいちうるさい」

「でも孫想いの、いいお婆ちゃんじゃない」

「まあな。それより、さっきは悪かった」

　志貴はいきなり謝ると、頭をポリポリ掻きだした。

「うん？　なにが？」

「巫女姿、けっこう似合ってる」

　志貴はそれだけ言うと、なにも話さなくなってしまった。

　今のって……冗談、じゃないよね？

　私の手を握り、黙々と歩く志貴をマジマジと見つめる。

　耳が赤くなってるようにみえるのは気のせい？　もしかして、照れてる？

　その姿を見て、お婆ちゃんが言った『根はいい子』という言葉が、ちょっとだけ分かったような気がした。




　次に志貴に連れてこられたのは、社務所の並びにある授与所。授与所とは、ご祈き祷とうの受付や御札・お守りなどの授与品をお渡しするところで、おみくじも扱っている。

　志貴は授与所の入口で足を止めると、クルリと私へ向き直った。

「いきなりで悪いんだけど、五時までここで和歌ちゃんの手伝いをしてくれ」

「ええっ!?　なんで私が？　巫女の仕事なんて分からないし」

　顔の前で大げさに手を振り、できないことアピールすると、二、三歩後ずさる。

「小町、売り子の経験は？」

「コンビニや本屋でアルバイトをしたことはあるけど……」

「じゃあ合格。今日はおみくじやお守りの授与を担当してもらうだけだから、小町にもできるって」

　そう言うと、志貴は入口のドアに手をかけた。

「ね、ねえ志貴、無理だって。それでなくても、急にこんな格好をさせられて緊張してるのに」

「なあ、やる前から無理っていうのはおかしくねぇ？　一度努力してみろよ。それでも無理だったら、そのとき考えてやるよ」

「でも……」

　志貴の言ってることは、分からなくもない。でも、売り子の経験があるなら大丈夫だから、いきなり手伝えって、それは納得いかないというか無謀すぎない？

「でももへったくれもない。俺がやれって言ったら、やればいいんだよ」

　立ち尽くす私のおでこを、志貴が指先でピンッと小突く。

「痛い！　ねえ、志貴って何様のつもり？」

「別に何様のつもりもないけど。なに、俺様とか思ってるわけ？」

　思ってるんじゃなくて、充分、俺様です。

　なんて言えるはずもなく、志貴のことをジトッとした目で見つめ返す。

「なんだよ、その目は？　まあとにかく、がんばってこい」

　志貴はドアノブに手をかけると、ニヤリと微笑む。

「もう、どうなっても知らないからね」

　こうなったらヤケクソだ。もしなにかあっても、全部、志貴のせいにしてやるんだから！

　売り子の経験があっても、ここは神社。コンビニや本屋とは違い、粛々とした空気が緊張感を高めていく。

　私が素人だろうと、参拝者にしてみたらそんなことは関係ない。巫女は巫女。きっとそれなりの態度を求められるだろう。

　ふう～と大きく深呼吸すると、手にグッと力を入れた。

　志貴がドアを開けると、中にいた千里さんと和歌さんがこっちを振り向く。まさかそこに千里さんもいるとは思ってなくて、一瞬ドキッとしながらもペコリと頭を下げた。

「あれ、小町ちゃん。どうして君が巫女の姿なの？」

　千里さんは立ち上がると近づいてきて、小声で話しかけてきた。

　私はその声に合わせるように、千里さんに返事をする。

「はぁ、どうしてでしょうか。なんか流れで、こういうことになりました」

「兄貴。休みの子の代わりに小町を助っ人で入れるから、よろしく」

　志貴は千里さんにそうお願いすると、手をひらひらと振りながらドアを閉めた。

「そういうことか。オーケー、分かった。じゃあ小町ちゃん、ここに座ってくれる？」

　そう言って指差された場所は、千里さんと和歌さんの間。そこには人ひとり座れるスペースが空いていて、座布団が敷いてあった。

「あれ？　あなたさっきの……」

　和歌さんに声をかけられて、もう一度頭を下げた。

「はい、真野小町と言います」

「私は園その田だ和歌です。今日は突然手伝いをお願いしてしまって、ごめんなさい」

「いえ。こちらこそお役に立てるか分からないですけど、よろしくお願いします」

　和歌さんと簡単に挨拶を交わすと、千里さんに促されるまま座布団の上に正座をして周りを見渡す。目の前には、所狭しとお守りや御札が並んでいて、その一角にはおみくじの棒が入った筒状の箱が置いてあった。

「小町ちゃんには、お守りとおみくじを担当してもらうね。特に難しいことはないよ。あ、ちょっと見ててね」

　千里さんはそう言うと、やってきた参拝客とやりとりを始めた。

　参拝客にいくつかのお守りを渡されると、千里さんは手元にある白い紙の袋にそれらを収め、代金をいただいたら「お納めください」と言いながら手渡した。

「ね、簡単でしょ。金額も計算しやすいようにほとんど一緒だし。おみくじは一回百円。お金をいただいたらそこの筒を振ってもらって、穴から出た棒に書かれている番号のおみくじをこの棚から出して手渡す。それだけ。それ以外のことを聞かれたりしたら、僕に振ってくれればいいから」

「はぁ……」

　確かに簡単だけど、場所が場所だけに、やっぱり緊張してしまう。

「志貴が君にやってもらうって決めたんだ。小町ちゃんならできるよ」

　千里さんはそう言い残して、自分の持ち場に集中してしまった。

　志貴が決めた？　私にならできる？　その根拠がどこにあるのか分からないけれど、こうなった以上やるしかない。

　目の前には、大勢の参拝客。私は髪をギュッと結び直すと深呼吸をひとつし、笑顔で顔を上げた。




「お疲れ様でした」

　最後の参拝客にお守りを渡すと、本殿から太鼓の音が大きく鳴り響く。

　壁にかかっている時計を見れば、時刻は午後五時ちょうどだった。

「もうこんな時間か。小町ちゃん、お疲れ様。お守りを受け取りに来る人もいないみたいだし、そろそろ片付けを始めようか」

　さっきの太鼓の音は社殿の閉門を知らせるものだったらしく、千里さんはそう言って立ち上がると授与所の窓口を次々に閉めていく。

　私も千里さんを手伝おうと、立ち上がろうとしたら……。

「あぁっ」

「どうしたの？　小町ちゃん、大丈夫？」

　千里さんが慌てて振り返る。

「す、すみません。足が痺しびれちゃって」

　立ち上がるどころか膝ひざ立ちになることもできないくらい、足全体が痺れてしまっていた。

　うわっ、恥ずかしい。これじゃあ、日ごろだらしない格好をして座っているのがバレバレだよ。千里さんと和歌さんは何事もなく立って、後片付けをしているというのに……。

　このまま座っていたら申し訳ないと、もう一度挑戦してみたけれど、生まれたての動物みたいにクニャクニャとしてしまい、立つことができない。

「いいよ小町ちゃん、無理しないで」

「そうですよ。私も初めてのときは、そんな感じでしたから。もう少し座っててください」

　千里さんだけでなく和歌さんにまでそう言われてしまい、私は「じゃあ、お言葉に甘えて」と、その場で足をさすり始めた。

　ここに座っていたのは約四時間。そんな長い時間の正座なんて、まったくしたことがない。

　家ではいつもダラッと足を投げ出し、ソファにもたれてテレビを見ている自分をちょっと反省する。

　しばらくすると足の痺れも取れてきて少し動けるようになった私は、膝立ちでお守りが並んでいる箱を見た。

　やはり縁結びの神社として有名なだけあって、縁結びのお守りや絵馬がかなり減っている。

「千里さん、ここ補充しましょうか？」

「ああ、そういうことは朝やることにしてるから大丈夫。そんなことより、今日はいきなり仕事させてしまって悪かったね」

　そう言いながらも千里さんは、まだいろいろと片付けをしている。

「あ、いえ。あまりお役に立てなくて……」

「なに言ってるの。僕と和歌ちゃんだけじゃ、絶対に手が回らなかったからね。本当に助かったよ」

　千里さんの隣で、和歌さんもうんうんと頷いている。

　普段は建設事務所で事務員として働いている私。仕事内容は至って普通で、出金・入金伝票の打ち込みやタイムカードの処理。あとは、ときどき来るお客様の接待やお茶くみくらい。

　毎日代わりばえのしない職場では、誰に褒められることも喜ばれることもなく、ただ淡々と時間だけが過ぎていく。普段はやらないような、図面から数値を拾い出す仕事を急に頼まれてやっても、特に感謝の言葉もなく『数字、間違ってないよね？』のひと言で片付けられてしまう。

　でも職場とはそんなもので、それが当たり前だと思っていた。

　だからなのか、千里さんがくれた労ねぎらいの言葉は心にズンッと響いた。嬉しいと素直に思ってしまった私は、思わず顔がニヤけてしまうのを止めることができなかった。

「小町、なんだよ、その気持ち悪い顔。ピシッとしろよ、ピシッと」

　いつの間に開いていたのだろう。授与所の入口のドアの前で仁王立ちしている志貴が、おもしろくなさそうな顔をしてこっちを見ていた。

「あ……」

　千里さんたちといることが居心地よすぎて、志貴の存在をすっかり忘れていた。

　それにしても、志貴はふざけたことを言うか怒るかしかできないんだろうか。自分が無理やりやらせた仕事なんだから、ここは『お疲れ様』のひと言があってもいいんじゃない？

　なんて、志貴に普通を求めること自体、間違ってるのか。

「はぁ～」と諦めにも似たため息を漏らすと、すかさず志貴の言葉が飛んできた。

「おい、なにため息なんてついてんだよ。俺になんか文句でもあるのかよ？　あん？」

　出た出た、またもやチンピラみたいな顔。そんな顔したって怖くありませんよーだ。

　心の中で言い返すと、横を向いて小さくあっかんべーをしてみせる。

「おい志貴。女の子をそんなに追いつめて、どうするんだよ」

　千里さんは「ねぇ？」っと笑顔を向けると、私の頭にポンッと手を乗せる。

「小町はいいの。俺んだって言っただろ。なあ、小町の仕事はもう済んだよな？　連れてくぞ」

　少しキレ気味に言うと、志貴は私の腕を乱暴に引っぱった。

「あ、ああ。小町ちゃん、今日は本当にありがとう。またいつでも遊びにおいで」

「はい、ありがとうございます。じゃあ、失礼します」

　千里さんと和歌さんに挨拶をすると、授与所を後にした。

　またなにか怒っているのか、志貴は私の少し前をひとり黙々と歩いていく。

　もう、私がなにしたっていうの？　そんな怒ってばかりだと、女の子にモテないよ。

　口に出せば、『お前に言われる筋合いはない。放っとけ』と言われるのは目に見えている。だからお口にチャックだけど、もう少し女の子の扱いには気をつけてほしいものだ。

　昨日、志貴に初めて会ったときに見せてくれた、ニコッと微笑む笑顔。あの顔からは、優しさが溢れていた。あんな素敵な笑顔、無理やり作れるものじゃないと思うんだけどなぁ。

　そんなことをボーッと考えながら歩いていたから、志貴が立ち止まってこっちを振り返っていたことに気づかず、ポフッとぶつかってしまった。

「痛っ」

「痛いのはこっちだ。ボーッとしてるから、ぶつかるんだろ。ちゃんと前見て歩け」

「はい？　なによ、急に止まる志貴が悪いんじゃない」

　唇を尖とがらせて抗議してみる。

「なに？　もう一度言ってみろよ」

　志貴は顔を近づけると、鋭い視線を私に向けた。

　うぅ、怖いじゃない。なにも凄すごんでみせなくてもいいのに……。

「ご、ごめんなさい」

「最初からそうやって謝ればいいんだよ。分かったか？　あ、そういえば今日のバイト代だけど……」

「え？　いい、いらない。まあ志貴に無理やりやらされた感はあるけれど、やってみたら楽しかったし。いい経験させてもらったから」

「ふ～ん、そう。なら……」

　そう言って、志貴はなにかを考え始めた。

　なに？　またなにか企んでる？

　志貴がなにかを考えだすと、必ずと言っていいほどとんでもない言葉が出てくるから、嫌な予感しかしない。

「飯」

　いいことを思いついたとばかりに大きく頷くと、志貴は私をじっと見つめた。

「め、し？」

「バイト代の代わりに晩飯奢おごってやるから、付き合え」

「……は、はい」

　あまりに予想外の言葉に、なにも考えずイエスの返事をしてしまった。




　母屋に戻り和室に足を踏み入れると、お婆ちゃんはどこかへ出かけてしまったらしく、誰もいなかった。ひとりで巫女の衣装を脱ぐと、キレイにたたんで部屋の隅にそっと置く。お婆ちゃんにお礼をするつもりで部屋に一礼すると、志貴に言われた場所へ急いで向かった。

「お待たせしました」

「早かったな。じゃあ行くか」

　そう言った志貴の前には、一台の白いライトバンが停まっている。

「え？　これで行くの？」

「そうだよ。また文句言うつもりかよ」

「別になにも文句言ってないし」

　でも正直、驚いた。上から目線で俺様、見た目だけはイケメンモデルみたいな志貴のことだから、カッコつけて外車とかスタイリッシュな車に乗っているとばかり思っていた。

「早く乗れよ」

　志貴に急かされて助手席に乗り込む。後部座席に目をやると、神社で使うものなのか、箱がたくさん積んであった。

「なに、お前もアレ？　男にはカッコいい車に乗っててほしいとか思ってるわけ？」

「いや、そんなことは思ってないけど。これって神社の車だよね？」

「そう。俺、今忙しいし、車が何台もあったって邪魔なだけだろ」

　意外だ。性格はともかく、これだけカッコよければ女性も放っとくはずないだろう。でもデートにこの車で現れたら……。間違いなく、幻滅されるんじゃない？

「若いころは、それなりの車に乗ってたけどな」

「う～ん。そういう女性は多いだろうけど、私はこだわらないかな。車は移動のための手段だと思ってるし。そんなことより一緒に乗ってる人のほうが重要というか、好きな人とだったら車なんてなんでもいい。今も嫌だったら乗ってない……し」

　って私、なに語っちゃってるのよ。これじゃあ、この車より、志貴と一緒なのが大事って言ってるみたいじゃない。ないない。そんなこと絶対になーい！

「へぇ～。やっぱ小町って変わってんな」

　志貴はそう言うと、なにげなく私の肩を抱いた。

「また、そういうこと言う」

　志貴の左腕をパシッと叩いて怒ってみせるのに、なぜか志貴はちょっと嬉しそうに笑っている。

　変な志貴。

　でもその顔が、昨日見た笑顔にちょっと似ていて、私はしばらく志貴の横顔から目が離せなくなってしまった。

　そのとき、ふと志貴の言葉を思い出す。

『俺を一カ月で落としてみろよ』

　あの言葉って、本気なのかな。あのときは私も頭にきてたから『バカって言ったの謝って！』なんて勢いで言っちゃったけど、別にそのために志貴を落とすなんて……。

「ねえ志貴？」

「ん、なに？」

「なんで昨日、『一カ月で落としてみろ』なんて言ったの？」

「ああ、そのことか。それはな……」

　志貴は言葉を濁すと、一瞬だけ私のことを見た。

「お前ってさ、今までは相手に言われて付き合ったって言ってたよな？」

「う、うん。そうだけど」

　なによいきなり。志貴はいったいなにが言いたいの？

「そんなお前が、一カ月で自分から男を落とすことができたら、自分のことをつまらないとか思わなくなるし、自信もつくだろ？　まぁ、理由はそれだけじゃないけどな」

　思いもよらない言葉に呆然とする。

　会ったばかりの私のために、志貴はそんなことまで考えてくれたんだ……。

　確かにそのとおりかもしれない。でも、エッチもできない私には色っぽく誘惑できるような大人の女の魅力はないし、甘えて迫るかわいらしさも持ち合わせていない。

　あるのは〝明朗快活〟だってことぐらい。『笑顔はいいね』と褒められたことはあるけれど、その笑顔だけで志貴を落とすことは……自信もないし、できそうもない。

　今日は名前を知りたかったから、仕方なく神社に来ただけ。志貴を落とそうだなんて気は毛頭なかった。

　なんだか自分のしていることや考えてることが、まったく分からなくなってきた。

「アハハ。どうしちゃったんだろう、私」

「はあ？　お前、いきなりなに言ってんの？　頭イカれた？」

「え？　あ、いや、アハハハ。気にしないで」

　ヤバい。私ったら、なに声に出しちゃってんのよ。場所を考えなさい、場所を！

　今度はちゃんと頭の中で、自分に言い聞かせる。でも変な作り笑いをしたせいで、志貴が怪け訝げんそうな顔で私のことを見ていた。

「なに？　俺のことを落とす気にでもなったとか？」

「そ、そういうことじゃないけど……」

「ホント変なヤツ。お前、腹が空きすぎて、頭おかしくなってんじゃねーの？　今から行くのは俺のダチの店で、焼肉屋だけど、いいか？」

「う、うん。好き嫌いはないから大丈夫」

　謙虚な態度をとってみたけれど、むしろ肉は大好物。

　いつの間にか頭の中はお肉のことでいっぱいで、さっきまでのモヤモヤした気持ちを忘れて、助手席で胸をワクワク踊らせていた。










不思議な彼と本気の決意




「ほら、到着。ここがダチの店」

　駐車場に車を停めた志貴が指差した方向を見て、言葉を失った。

　志貴、焼肉屋さんって言ってたよね？　だからてっきり、カジュアルなお店をイメージしていたんだけど……。

　目の前にあるのは築何十年、いや何百年とも思えるような、立派な佇まいの古民家。入口の大きな門の両脇には、『焼やき処どころ　泉いずみ家や』と書かれた大きな提ちょう灯ちんがぶら下がっている。

　なんか、想像していた店と全然違う。

　車から降りてそばで見ると、門構えの迫力に圧倒される。こんな高級そうな店だと思っていなかったから、門をくぐるのを躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「小町、なにやってんだよ。腹減ったから、さっさと行くぞ」

　私のほうを振り返った志貴が、呆れた顔をする。

「し、志貴。このお店って高いんじゃないの？　私の今日の働きに見合うところじゃないと思うんだけど」

「は？　言ってる意味が分かんね。ごちゃごちゃ言ってないで、早く行くぞ」

　なかなか足を動かさない私に痺れを切らしたのか、志貴は私の手を握って歩きだした。

　古民家の入口に入ると、和風旅館のロビーのような空間が広がっていた。

「わあ……」

　本当にここが、焼肉屋さんなの？

　キョロキョロしながら靴を脱いでいると、奥からひとりの男性が現れた。

「よお、志貴。いきなり電話してきて『場所取っとけ』って、お前、何様のつもりだよ？　この店、けっこう人気あるんだぞ」

「知ってる。だから電話したんだろ」

　この人が、志貴の友達？　言葉は少し乱暴だけど、それは相手が志貴だからだろう。背も高くガッチリとした体つきなのに、ちょっと垂れている目元のせいか、優しそうに見える。

　仲がよさそうに話しているふたりを観察していると、そのタレ目の男性が志貴の後ろに立っている私を見つけ、少し驚いた表情を見せた。

「志貴、この子は？」

「ああ、小町っていうんだ。よろしくな」

「よろしくって。志貴、お前また……」

「違うよ。コイツはそんなんじゃないから、心配するな」

「ホントに大丈夫なのか？」

　え、なになに？　なんか穏やかじゃない雰囲気なんだけど。もしかして、私が聞いてちゃいけないような話？

　なんとなくこの場にいるのがいけないような気がしてトイレにでも行こうかと思ったけれど、私の手はまだ志貴に握られたまま。

「ねえ志貴。手、離してくれない？」

　チョロチョロと手を動かしてみても、志貴は一向に離してくれる気配がない。それどころか「なんだよ。じっとしてろ」と怒られてしまった。

「志貴、もうちょっと言い方があるだろう。初めまして。俺は志貴の友達で、泉いずみ雅まさ斗とといいます。雅斗って呼んでくれて構わないから」

　雅斗さんはそう言うと、照れくさそうに頭を下げた。

「あ、はい。こちらこそ初めまして。真野小町です。今日は突然お邪魔して、申し訳ありません」

「いやいや、キミが謝ることじゃないよ。悪いのは全部志貴なんだから。なあ？」

「はあ？　俺は客なの。そんなこと言ってっと、金払わんぞ」

　相変わらず偉そうな態度の志貴は、雅斗さんの肩を小突く。

「はいはい、俺が悪かったって。まったく、志貴には敵わないな。席、カウンターでいいよな？」

「ああ」

　そう言って連れてこられたのは、手入れの行き届いた日本庭園を目の前に望むカウンター席。広い店内の一角にコの字に設置されたカウンターには、鉄板がびっしりと敷きつめられている。その他に、掘りごたつ式のテーブル席と、奥にはいくつかの個室も用意されているようだった。

　いくら志貴の友達のお店だといっても、こんな高級感溢れる店にはあまり入ったことがないから恐縮してしまう。

「小町ちゃんはなに飲む？」

　雅斗さんにいきなり名前を呼ばれて、店内を見渡していた私はビクッと身体を跳ねさせた。

「え、えっと……。じゃあビールで」

「俺も」

　志貴がパッと手を上げて、雅斗さんにアピールする。

「了解」

　雅斗さんは私と志貴の注文を聞くと、その場を離れた。

「小町、飲めるんだ？　いきなりビール頼むとはな」

　片肘をついて見つめる志貴の目に色気を感じて、少しドキッとしてしまう。

「う、うん。けっこう飲めるほうだと思う。あ、でも図々しかったよね。ごめん」

「別にいいよ。今日は俺が奢るって言ったんだ。なんでも好きなもん頼め」

　志貴は微笑みながら、私の頭をクシャッと撫でた。

　その瞬間、昨日初めて志貴に会ったとき、まだ本性を現す前に『悩み事があるなら、僕に話してみない？』と頭をひと撫でされたことを思い出す。

　あのときの志貴と今の志貴。同じ人物でも性格はまるで正反対なのに、ふとしたところで志貴の優しさを感じてしまう。

　いったい、どっちが本当の志貴なの？

　どちらが本当の志貴だとしても私には関係のないことなのに、ついこんなことを考えてしまう私の頭の中は、相当暇なのかもしれない。

「はい、小町ちゃんお待たせ。これは俺からの奢り。今後ともよろしくね」

　雅斗さんがビールを手に戻ってきて、愛あい嬌きょうたっぷりにウインクしてみせる。

「ありがとうございます！」

　お礼を言うと、隣に座っている志貴がおもしろくなさそうに声を上げた。

「小町にだけってどういうことだよ？」

「当たり前だろ。男の、しかも志貴に奢ったって、なんの得にもなんないだろーが」

「なんだと？」

「ああん、やるか？」

　お互い顔を近づけ見合わせると、顎を上げ下げし始める。

　なにこの一触即発な雰囲気。これってヤバいんじゃないの？　止めたほうがいい？

　でもどうやって止めたらいいのか分からなくて、ひとりあたふたしていると、店のバックヤードからひとりの女性が出てきた。

「ちょっとあんたたち、ここをどこだと思ってるの？　やるんだったら表に出てちょうだい！」

　女性にそう言われた途端、おとなしくなるふたり。

　うわ～、キレイな人。顔は小さいのに目は二重で大きいし、唇はポテッと厚くて色っぽい。それにスパッとふたりに言い放つ姿が、すごくカッコいい。

　ふたりを睨みつけながら腕組みをして立っている女性に見み惚ほれていると、私の視線に気づいたのか目線をこちらに向けた。

「あ、ごめんね。びっくりしたでしょ？　私、このふたりと中学のときから一緒なんだけど、ずっとこんな感じでね。でも心配しないで。本当はすっごく仲がいいのよ。もう私が妬やけちゃうくらい」

　そう言うと、雅斗さんの腕に絡みつく。

「お、おい。お客さんの前ではやめろって、いつも言ってるだろ」

　雅人さんは絡んでいる腕を外そうとするけれど、女性も負けていない。

「夫婦だからいいじゃない。それに、いつも志貴とばっかり仲よくしてるんだもん」

「してねーって」

「してねーよ」

　おお、ハモった。仲がいいっていうのは、間違いないみたいだ。

　ふむふむと頷きながらひとりで納得していると、志貴が私の頭を小突く。

「小町、今、紗さ和わの言葉に納得してただろ？」

「し、してないし。ていうか、手を出すのやめてよ。痛いじゃない」

「ちょっと小突いただけだろ。大げさなヤツだな」

　なによ、その言い草は。まあ確かに、納得はしてたけど。でもね、どんなことがあっても男は女に手をあげちゃいけないんだって、学校で習わなかった？　あれ？　学校じゃなかったっけ？

　まあとにかく、なんで素直に謝れないのよ、この人は！

　フンと鼻息荒く憤慨していると、紗和と呼ばれた女性は志貴の胸ぐらをグッと掴んだ。

「志貴！　この子に早く謝んな」

「なんで俺が……」

「なによ。私に歯向かうつもり？」

　紗和さんは胸ぐらを掴む手に力を入れると、顔をグンと近づけた。

「お、落ち着け、紗和。分かったよ。謝ればいいんだろ、謝れば。小町、悪かった」

　な、な、なに、これっ。俺様ドＳの志貴が、素直に人の言うことを聞いてる。私にはなんでもかんでも上からモノを言うくせに、どういうこと？

　彼女のことを見る目が、さっきまでの憧れに似たものから、怖いものでも見るようなものに変わってしまう。

「おい紗和。小町ちゃん、ビビってるぞ」

　雅斗さんは紗和さんにそう言うと、ニヤニヤと笑ってみせる。

「え？　いや、そ、そ、そんなことないですぅ」

　こら、私。なに動揺して、声が裏返っちゃってるの！　それじゃあ、ビビってるって白状してるようなもんでしょ。

　慌てて、そんなことはないと身振り手振りでアピールしていると、紗和さんがププッと笑いだした。

「小町ちゃんっていうの？　かわいい名前ね。怖がらなくても大丈夫よ。私、志貴以外の人間には優しいから」

「は、はあ……」

「紗和、お前なぁ。それじゃあ俺が、なにかしたみたいじゃないか」

　志貴が紗和さんをキッと睨みつける。

「ふん。そんなこと知らない。とにかく志貴、この子になんかしたら、私が承知しないからね」

　紗和さんは志貴の睨みなど物ともしていないようだ。

「なんかって……。俺が小町になにしようと、紗和にとやかく言われる筋合いじゃないってーの」

「いい、小町ちゃん。志貴にいやらしいことされそうになったら、すぐにここに来るんだよ？」

　そう言いながらカウンター越しに腕を伸ばすと、紗和さんは私の頭を撫でた。

　いやらしいことって……。

　頭の中にあんなことやそんなことが浮かび、思わず赤面してしまう。

　いや、志貴とそんなことになる確率は……。

　――トクンッ。

　小さな胸が音を立てる。

　なによ、この胸の痛みは。志貴のことを考えて、なんでキュンッとしちゃうわけ？　……もしかして私、志貴のこと意識してる？　いやいや、そんなこと百パーセントありえない！　相手は志貴だよ？　昨日会ったばかりなのに、偉そうに意地悪なことを言う男だよ？　ちゃんちゃらおかしいっていうの。今だって私の隣で不服そうにビールを飲んでる志貴に、なんで私が……。

　チラリと隣の志貴に目をやると、不意に視線がぶつかり、胸がドキンと大きく跳ね上がってしまった。

　今のはいきなりだったから驚いただけで、これは愛とか恋とかそういったたぐいの甘い痛みじゃない！　絶対に違うんだから!!

「小町。また顔が大変なことになってんぞ。いい加減、その考えてることが丸分かりの顔するの、気をつけろ」

　志貴は呆れた顔でそう言うと、私の頬をキュッとつねった。

「痛いってば。それに丸分かりって、志貴に私のなにが分かるっていうの？」

「どうせ、いやらしいことでも考えてたんだろ？」

「ち、違うし……」

「どうだか」

　私の顔を見てニヤニヤ笑ってるところを見ると、まったく信用してないみたい。

　まあ少なからず志貴の言う〝いやらしいこと〟は考えていたわけで……。でも『志貴のことも考えてた』とは、口が裂けても言えない。

「おい志貴、そんなことどうでもいいだろ。ほら、まずは乾杯だ。小町ちゃんの初来店にカンパーイ」

「カンパーイ」

　雅斗さんと紗和さんの手にも、いつの間にかビールジョッキが握られている。乾杯のかけ声とともにジョッキを高々と上げると、それを勢いよく飲み始めた。

　仕事中なのに飲んで大丈夫？と思ったけれど、どうもそんな心配はいらなかったみたい。

「いや～、仕事中の一杯はうまいね～」

　雅斗さんはそう言うと、中ジョッキのビールを一気に飲み干してしまう。もちろん紗和さんも。

　私も飲めるほうだとは言ったけれど、さすがにこの量を一気は無理。それでもなんとか半分くらい飲むと、ふう～と息をついた。

「なんだ小町。そこまでか？　駆けつけ一杯目は一気って決まってんだろ」

　志貴は私に空になったジョッキを見せると、自慢気に微笑む。

「そんなの無理。それにビールはおいしく飲みたいの。って、一気が悪いっていう意味じゃないですよ」

　一気飲みをしたばかりなのに、もうカウンター内で仕事をしている雅斗さんと紗和さんに思わず声をかける。

「分かってるって。志貴の言ってることがおかしいんだから、気にすることないよ。小町ちゃん、牛・豚・鶏で苦手なもんはある？」

　雅斗さんはカウンター越しに身を乗り出すと、いろんな肉が並んだガラスケースを指差した。

「全然ないです。お肉、大好物なんで」

「だよな。体型を見れば一いち目もく瞭りょう然ぜんで……って痛っ！」

　紗和さんが、志貴の頭を平手打ちした。

「コラ、志貴！　女の子に向かって体型のことを言うんじゃないの。小町ちゃん、ごめんね。ホント、空気読めないヤツでさ」

「いいえ、ホントのことですし。気にしないでください」

　なんて笑ってみせたけれど……。

　そうだよね、やっぱり一目瞭然だよね。

　椅子に腰かけている自分の姿を改めて見ても、お世辞にもスタイルがいいとは言い難い。にもかかわらず、最近は数字を見るのが怖くて体重計にも乗っていない。

　志貴の言った『なんの努力もしないで神頼み？』っていう言葉。あながち間違いじゃなかったんだよね。

　あのときはいきなりそんなこと言われたから、『何様のつもり』なんて腹が立ったけど、よくよく考えて見れば確かに私、なんの努力もしていない。こんな私のために、神様も力を貸してくれるわけないよね。ちょっと恥ずかしい……。

　突然込み上げてきてしまった気持ちに、なんだか泣きそう。だけど今さらそんな顔を見せるわけにはいかない私は、皆に顔が見えないように俯いた。

「雅斗さん、すみません。お手洗い、お借りしてもいいですか？」

「あ、ああ。そこを左に入って、突き当たりにあるから」

「はい、ありがとうございます」

　カバンの中からハンカチを取り出すと、俯きがちにその場を離れた。

　トイレに入ると、自分の姿を鏡に映し出す。すると目にジワッと涙が滲み、自分の姿がぼやけてきた。

　泣くのは好きじゃないはずなのに、最近の私は涙もろすぎて困ってしまう。

　この涙は、志貴に指摘されたからじゃない。自分自身のダメさが、情けなくて恥ずかしくて……。

　私はいつだってそう。『でも』『だって』という言葉を使って、物事に本気で向き合わない。体型のことだって気にしてるはずなのに、『そのままでかわいいよ』と言われれば、その言葉を真に受けてしまう。

『お前の身体って、つまんねーな』

　四年前の言葉に、未だ縛られ続けている私。また好きな人にそんなこと言われたらって思うと怖くて、だからエッチができないと思っていたけど……。

　志貴に言われて、やっと気がついた。

　そうじゃない。ただ自分の身体に自信がないだけ。四年前となにも変わっていない自分を認めたくなくて、四年前の言葉を言い訳に、〝自分はなにも悪くない〟〝私ってかわいそうでしょ〟って、自分を正当化している。

　だから志貴に『なんの努力もしないで神頼み？』って言われたとき、腹がたった反面、正直驚いた。なんでこの人は今初めて会ったばかりなのに、私のことが分かるの？って。

　志貴って不思議な人だ。いきなり私の前に現れて、最初は優しかったのに、私の話を聞いた途端、本性を露わにして。私をバカにするようなことばかり言って怒らせたかと思えば、次の日にまた神社に来いだなんて誘うし。

　私はそんな志貴の言葉にいちいち憤慨しながらも、理由はどうであれ結局は従ってしまっている。

　……なんだか気に入らない。でも一方で、志貴のことが気になってしまう自分がいる。それがどういうことなのか、自分ではまだよく分からない。だけど志貴のそばにいれば、なにかが変わるかもしれない。ううん、違う。変わりたいと思う自分がここにいる。

『俺を一カ月で落としてみろよ』

『一カ月で自分から男を落とすことができたら、自分のことをつまらないとか思わなくなるし、自信もつくだろ？』

　志貴の言葉が頭を過よぎる。

　新しく生まれ変わるための努力をしてみるのは、悪くないのかもしれない。

　もう一度鏡を見ると、さっきまでとは違う晴れやかな顔をした私が映っていた。

「くよくよしてたって、なにも変わらないよね」

　鏡に映る自分に言い聞かせ、目の縁に溜まっていた涙を拭い取る。

　そろそろ席に戻らないと。

　手を洗い、トイレを出ようとすると、いきなり扉がドンドンと音を立てた。

「おい小町。大丈夫か？」

「志貴!?　大丈夫だけど、どうしたの？」

「いや、戻ってくるのが遅かったし。席立つときのお前の様子、ちょっと変だったような気がして」

　本当に、志貴って不思議。すぐに怒るし、勝手なことばかり言うけど、なんだかんだ言って優しいんだよね。

　志貴と楽しく過ごしたい……って私、これからも志貴と会うつもり？

　でもそんな気持ちがふわっと心の中に浮かび上がってきて、扉の鍵を開けると自然と笑みがこぼれた。

「志貴ごめん、心配かけて」

「ああ……って、お前の目、赤くね？」

　志貴は屈み込むと、私の前髪を掻き上げた。その仕草に少し動揺してしまう。

「え？　えっと、これは……。目にゴミが入っちゃって。コンタクトだから痛くて涙出ちゃった」

「ふ～ん、そうなんだ。ほら、雅斗たち待ってっから、早く行くぞ」

　そう言って差し出された志貴の大きな手に、少し躊躇しながら自分の手を重ねる。

「ねえ、志貴？」

「ん？」

「私、志貴を一カ月で落としてみる」

「なんだよ、いきなり。『バカ』って言ったの、謝ってほしくなったのか？」

　志貴は歩きだした足をピタッと止めて振り向くと、ニヤリと微笑む。

「ううん、違う。自分を変えたいって思ったの。だから、真正面から志貴に勝負してみようかなって」

「そ。でも俺は手強いぞ。そう簡単には落ちないから、そのつもりでいろよ」

「分かってる」

「なら、勝手にしろ」

　そう言って志貴は不敵な笑みを見せると、私の手をギュッと握り直した。




「お、ふたり仲よくトイレからご帰還か？」

　雅斗さんにからかわれると、志貴は繋いでいた手をぱっと離す。そしてなにもなかったように椅子に座ると、いつもの調子でしゃべり始めた。

「雅斗はいちいちうるさいんだよ。放っとけ」

「まあまあ、そう怒るなって。それにしても、志貴が女を連れてここに来るのは久しぶりだよな。四年ぶりか？」

「さあね、覚えてない。ていうかさ、そんなことどうでもいいだろ」

「どうでもよくねーよ。お前ももう二十八なんだぞ。嫁のひとりやふたり……」

「なんだよ雅斗。紗和以外にも女がいるみたいな言い方だな。おい紗和、雅斗のヤツ浮気して……」

「志貴、お前なぁ、冗談でもそういうこと言うなよ。紗和が嫉しっ妬と深いの知ってんだろ」

　相変わらず仲よく言い合うふたりのやりとりを聞きながら、私は雅斗さんが用意してくれる料理を食べていた。

　雅斗さんは志貴と話をしながらも次々にいろんなお肉を焼いてくれて、目の前の鉄板には、私の大好物の牛肉がジュウジュウと音を立てていた。それを手際よくひと口サイズにカットすると、皿の上にキレイに並べてくれる。

「これ、この店の人気メニューで俺の自信作。その自家製の柚ゆ子ず胡こ椒しょうをたっぷり付けて食べてみて。遠慮せず、腹いっぱい食べなよ」

「はい、ありがとうございます。牛肉、大好きなんです」

「そうかそうか。小町ちゃん、ホントかわいいなぁ。なあ紗和、こんな娘が欲しいよな？」

　カウンターに頬ほお杖づえをつき私の顔をマジマジと見つめる雅斗さんが、隣にいる紗和さんに声をかける。

「いいねぇ。小町ちゃんみたいな子なら万々歳だね。マジで志貴にはもったいないよ」

「えっと、あの。私、志貴さんのなんでもないので。今のところは……」

　紗和さんは私が志貴の恋人だと思っているのか、事あるごとに『志貴にはもったいない』を口にする。

　志貴もそのことに関してなにも反論しないから、しょうがないといえばしょうがない。かと言って、千里さんの前で堂々と宣言したみたいに、『コイツは俺の玩具だ』なんて言われるのも恥ずかしい。だから自分から言ってみたけれど……。

「なに。『今のところ』って。小町ちゃんは志貴のことが好きなの？　なあ、そうなのか？」

　私が最後に付け加えた言葉に、雅斗さんが食いついてしまった。

　ああ、失敗した。私、なんで余計なこと言ったんだろう。これじゃあ、『いずれは志貴さんの彼女になれればいいなぁと思ってます』と言ってるようなものだ。

「そ、それはですね……」

　言葉を濁しながら目で合図を送って、志貴に助けを求めてみたけれど、志貴の口から出たのは……。

「好き嫌いは関係ない。小町は俺のなの。分かったか？」

　志貴はそう言って大げさに腕を組むと、得意げな顔を見せる。

「はあ？　言ってる意味分かんねーし」

　志貴の言葉に雅斗さんは、呆れた顔を見せた。

「別に雅斗に分かってもらわなくてもいいっつーの」

「でもお前、確か四年前に好きな女ができたとか言って、神主の仕事を真面目にやりだしたんじゃなかったっけか？」

「そんな話、よく覚えてんな。その話はいいだろ」

　なにか都合の悪いことでも言われたのか、志貴は急に焦りだすとボリボリと頭を掻き始めた。

　なに？　志貴って好きな人がいるの？　そういえば、志貴は好きな人がいないとはひと言も言っていない。それなのに『俺を落としてみろ』だなんて言ったの？

「どうした小町？　なに、俺に好きな女がいるって知ってショック受けちゃったとか？」

「な、なに言ってんの!?　そんなことでショック受けるわけないでしょ」

「まあアレだ、俺のことは気にするな。お前は安心して、俺を落とすことだけ考えてろ。いいな？」

　志貴は耳元に顔を寄せると、小さな声で呟いた。

　唇が私の耳たぶを掠かすめるほどの急接近に、鼓動が激しくなる。顔は次第に熱を帯びていき、それはすぐに全身へと伝わっていく。

『俺のことは気にするな』って、それじゃあまるで私が志貴のこといつも気にしてるみたいじゃない。なにバカなこと、言ってんのよ。

　心の中ではそう思っているのに、言葉にならない。私は池の鯉のように、口をパクパク開けては閉じるを繰り返すばかり。

　やっぱり私、志貴のことを気にしてる？

「なんだよ。言いたいことがあるなら、さっさと言え。なければ、その顔どうにかしろ」

『どうにかしろ』って……。私をこんな状態にした張本人が、なにを偉そうに。

　そう言い返したいのに、反撃が怖くて言い返せないもどかしさが入り混じり、私の中のなにかがパチンと音を立てて弾けた。

「ああぁ～もうっ！　志貴なんて大っ嫌い。人の顔のことなんて放っといてよ。雅斗さん、ビールをジョッキでもう一杯！」

　大声で叫ぶと、雅斗さんが驚いた顔を見せた。

　なんだか無性に腹が立つ。もうこうなったら、とことん飲んでやる！　どうせ志貴の奢りだもんね。『頼む。もうその辺でやめてくれ』って音ねを上げるまで、飲み続けてやるんだから！

「ふ～ん、大っ嫌いね……」

　ひとり憤慨している私の耳に、かすかに聞こえた志貴の声。でもそれは私の意に反して、愉しげで余裕のあるものに感じられた。










想定外のお泊まり




「うぅ、気持ち悪い……」

　ベッドからムクッと起き上がると、口を手で押さえた。

「おいっ小町、ここで吐くなよ。今、洗面所に連れてってやる」

　志貴はそう言うと、私の身体をサッと抱き上げた。

　ああ、志貴って優しい……って、これお姫様抱っこじゃない!?　しかも、ここどこ？　なんで私、志貴と一緒にいるの？　雅斗さんと紗和さんは？

　置かれている状況をまったく把握できていない私は、志貴の腕の中でバタバタと暴れだす。

「ちょっ、小町、今下ろすから動くなって。ほら、早く吐け」

　ああ、そうだった。まずは、この吐き気をどうにかしなくっちゃ。

　志貴がそばにいる手前、女の私が吐くなんて恥ずかしいけれど、もうどうにも止められないところまで来ている。一気に吐き出すと、「はあ～」と大きく息をついた。

「ほら、水。一度口ん中ゆすいでから、ゆっくり飲めよ」

「ありがと……」

　志貴が優しすぎるんですけど。なにか下心があったりするんじゃないの？

　水を飲みながら、チラリと志貴を覗き見る。

「なに？　お前、またいやらしいこと考えてんだろ」

　志貴はニヤリと笑い、意地悪な顔を見せた。

「考えてないよ！　そんなこと言う志貴が考えてんじゃないの？」

「そりゃ男だからな、年中そんなこと考えてっけど」

「年中って……」

　もしかして私、もうなにかされちゃったとか？

　慌てて自分の身なりを確認してみたけれど、特に変わったところは……ない模様。

「小町、俺になにかされたとでも思ってるわけ？」

「そ、それは……」

「酔ってる女に手は出さねーよ。それにだ、小町を抱くにはまだ早い」

「は？」

　まだ早い？　それってまさか、いつかは私を抱くつもりでいるってこと？　でもまあ、志貴を落とすということは、そういうことも多少は想定していたけれど……。そもそも志貴は、他に好きな人がいるんでしょ。なのに、好きでもなんでもない女を簡単に抱けるわけ？　そういう男なわけ？

「お前はなにも考えなくていいから。今のは、こっちの話」

　いやいやいやいや。私を抱くって話に、こっちもそっちもあるわけないじゃない。

「信じられない。志貴のこと見損なった」

　頬を膨らませて怒った態度を見せると、クルッと後ろを向く。

「なに？　俺って小町の中で、そんなに高評価だったの？」

　志貴は笑いながら言うと、私の顔を覗き込んだ。

「高評価なわけないでしょ！」

「お前、まだ酔ってるな。ほら、ベッド戻るぞ」

　そう言うなり、志貴はまた私をお姫様抱っこする。

「自分で歩ける。下ろしてよ！」

「すぐそこまでだろ。黙って抱かれてろ」

　そんなこと言われても、お姫様抱っこって思ったよりも恥ずかしくて、じっとしていられない。

「で、でも……。志貴、重くない？」

「ああ、重いな」

「やっぱり下ろして!!」

　行きと同じく足をバタバタ振って暴れると、志貴は『しょうがないなぁ』とでも言うように大きくため息をついた。その瞬間、柔らかくて温かいものが私の唇に触れた。

「おとなしくしてないと、このまま襲うぞ」

　すぐに離れた唇は『襲うぞ』なんて恐ろしい言葉を発しているのに、志貴の瞳は穏やかに真っ直ぐ私を見つめている。私はその瞳に捕らわれてしまい、それ以上、抵抗できなくなってしまった。

　志貴は私を元いたベッドに下ろすと、黙ったまま部屋を出ていこうとする。

「あ、あの、志貴……」

「朝、家まで送ってやる。もうすぐ日付も変わるし、今日は俺んちに泊まっていけ。俺はあっちのソファで寝る。気分が悪くなったら起こせよ。じゃ、おやすみ」

　志貴は私に言葉を挟ませることなく、それだけ言うと部屋を出ていってしまった。

　私は志貴のいなくなったドアに向かって「おやすみなさい」と呟くと、布団の中に潜った。

　人差し指で唇にそっと触れてみる。そこにはまだ志貴の唇の感触がハッキリと残っていて、私の身体を熱くさせた。

　胸が苦しい。なんで志貴、キスなんてしたんだろう。暴れる私を黙らせるためだけ？　布団から顔を出すと、もう一度志貴が出ていったドアを見つめた。

　あのドアの向こうには、志貴がいる。そう思うだけで胸がドキドキしてくるなんて、私どうかしてる。

「今日は飲みすぎたし、疲れてるんだ。さっさと寝よ……」

　これ以上なにも考えたくなくて、さっきよりも深く布団に潜り込むと、無理やりギュッと目を閉じた。




　いつもとは違う布団の感触と、閉じているまぶたに当たる日の光で、うっすらと目が覚める。寝返りを打って腕を伸ばすと、柔らかいなにかに触れた。

「朝っぱらから、人の顔になにすんだよ」

「わあぁ!!」

　聞き慣れた声に慌てて身体を起こすと、声がした方に顔を向けた。そこには左手で頭を支え、私をニヤニヤと見る志貴の顔があった。

「な、な、なんでここに志貴がいるの!?」

「ふわぁ～よく寝た。って、あれ？　なんで俺、ここで寝てんだろうなぁ」

　だからそれを聞いてるんでしょ！　志貴は隣の部屋のソファで寝ていたはず。なのになんで私の隣で寝てるのよ。

　志貴はまだ寝ぼけているのか、頭をボリボリと掻きながら大きなあくびを繰り返すと、私に向かって手を伸ばした。

「なあ、もう少し寝かせて」

　志貴のかったるそうな言葉が耳に届いたときには、私の身体は既に志貴の腕の中。身動きひとつできないくらい、力強く抱きしめられてしまっていた。

「ちょ、ちょっと志貴！　どういうつもり？」

「抱きまくら」

　そう言うと、志貴は私の頭にチュッとキスを落とす。

「抱きまくら？　いい加減にしてよ」

「減るもんじゃないし、いいだろ」

　すると志貴は本当にまだ眠かったのか、あっという間にスースーと小さな寝息を立て始めた。

「嘘でしょ……」

　なんで私が志貴に抱かれて寝なくちゃいけないわけ？　しかも抱きまくらって……。

　目線だけ動かして壁にかかっている時計を見ると、時刻はまだ朝の五時を回ったところ。出勤時間までには、まだ余裕がある。

「もう、本当に勝手なんだから」

　少しだけ顔を上げて見れば、人の気も知らないで気持ちよさそうに寝ている志貴の寝顔が目に入る。その唇がなぜか緩やかに弧を描いているものだから、なんとなく気を許してしまった私はそのまま一緒に眠ってしまった。




「小町、起きろ」

　私を呼ぶ声に目を開けると、いつの間に起きたのか、私服に着替えた志貴がベッドの脇に立っていた。

　まだ頭の中が覚かく醒せいしていない私は、ボーッと志貴の顔を見つめ返す。

「もう少し寝かせてやりたいんだけどな。俺、今日は休みなんだけど、お前を送って八時までにはここに戻りたいんだ。悪いけど、そろそろ起きてくれないか？」

「あ、えっと、ごめんなさい。はい、すぐ起きます」

　時計を見ると、もう七時を回っている。一度起きた後、二時間も寝てしまったみたいだ。

「まあ、そこまで急がなくてもいいけど。それにしてもよく寝てたな。俺の腕ん中は、そんなに気持ちよかったか？」

　そう言って、ニヤリと意味深な笑顔を浮かべる。

「なによ、その顔。もしかして添い寝はわざと？」

「なんの話だよ。簡単だけど朝飯作ったから、早く来い」

　志貴はそう言うと、私の質問にはとぼけて、さっさと部屋を出ていってしまった。

　あのときの志貴はかなり眠そうだったし、寝ぼけてるんだと思っていたけど違ってたみたい。

「私の反応を見て、ひとり楽しんでたとか？」

　あの志貴ならやりかねない。なのに志貴の寝顔にほだされて、ぐっすり眠り込んでしまうなんて……。でも正直なところ、志貴の腕の中は居心地がよくて……って、コラ小町！　ちょっと人恋しくなってるからって、誰でもいいの？　志貴とはまだ知り合ったばかりでしょ？

　こんな調子で、本当に志貴のことを一カ月で落とすことができるのかな。

　あぁ、頭が混乱する。でも今、ただひとつだけハッキリしているのは……。

「お腹すいた」

　さっきからお腹がキュルキュルと鳴っている。身体は正直だ。

　ベッドから出ると、部屋の隅にある鏡の前に立った。

　着ていた服はよれよれで、髪はボサボサ。化粧も落とさずに寝てしまったから、ひどい顔だ。でも今さらどうしようもないし、志貴の前でカッコつけても仕方ない。

　服のヨレを直し、手て櫛ぐしで髪を簡単に整えてシュシュでひとつにまとめると、志貴の待つ部屋へ急いだ。




　食卓の上に用意されていたのは、ハムエッグとトースト。飲み物は、オレンジジュースのペットボトルや缶コーヒー、牛乳が置いてあった。

「ホントに簡単」

「はあ!?　お前、俺にケンカ売ってるのか？」

　目の前に座っている志貴が、食卓をドンと叩く。

　マズイ。つい口が滑ってしまった。

　でもよく見てみると、ハムエッグの横にはプチトマトがコロンと二個飾られているし、トーストは喫茶店のモーニングで出てくる食パンのようにふたつに切ってあった。

　普段はがさつそうな志貴。もしかしてこれって、私のためにちょっと気を遣ってくれたとか？

　そんな些さ細さいなことがなぜか嬉しくて、椅子に深く腰かけると姿勢を正し、志貴に向き直った。

「志貴、ごめん。朝食用意してくれて、ありがとう」

「別にいいけど。ほら時間がない、早く食えよ」

「うん。いただきます」

　私は、自分のためだけに凝った朝食を作ることはほとんどない。ほぼ毎日、菓子パン。それを牛乳で流し込むように食べ、出社時間ギリギリで会社に向かう。

　ひとり暮らしを始めたころは、ドラマの中で見るようなオシャレな生活に憧れて、ちゃんと朝食も作っていた。だけど二年も過ぎると、カッコよさより、一秒でも長く寝ていたいと楽なほうを選ぶようになった。それに、ひとりで食べる食事は味気ない。だったらなにを食べても一緒という結論に達してしまい、朝は菓子パン、夜はコンビニや仕出し屋の弁当で満足する、女子力ゼロのだらしない女になってしまっていた。

　彼氏ができても、その生活は特に変わることはなかった。あの四年前の出来事以来、どの彼氏とも三カ月保たなくて、家に招待する関係にまで辿たどり着かなかったから。

　だけど今日の朝食は違う。目の前にある料理は、簡単でも、志貴が私のために作ってくれたもの。トーストをひと口かじれば、それはまだ温かくて、今まで食べてきたどんな朝食よりもおいしく感じてしまう。なんて、ちょっと大げさかもしれないけれど。

　それでもやっぱり誰かと一緒に食事をするのは楽しい。特別な会話がなくても、目の前に誰かがいてくれるだけで幸せな気分になる。

　牛乳を飲みながら目線を上げると、新聞を読みながらコーヒーを飲む志貴の横顔が目に入る。

　志貴って性格はちょっと難ありだけど、やっぱりカッコいい。特に神主の装束を着ているときの志貴は髪型もピシッと決まっていて、デキる男の雰囲気を醸し出している。

　これで性格までよかったら、私が落とすまでもなく、既に素敵な女性が彼の隣にはいただろう。

「なんだよ、ジッと俺のこと見つめて。もしかして、それも俺を落とすための作戦？」

　私の視線を感じたのか、志貴は新聞紙から目を上げると色っぽい目で私を見つめ返す。

「わあぁ！　ち、違うし。見つめてないし」

　顔を横にブンブン振るけれど、志貴は疑いの目を向けたまま。

「慌てるところが怪しいよな。正直に答えてみろよ」

「だから正直に答えてるし。志貴なんて、私が本気出せば簡単に落とせるんだから」

　売り言葉に買い言葉で、つい大口を叩いてしまう、。

「へぇ～、えらく上からモノを言うんだな。じゃあ、お手並み拝見といくか」

　そう言ってコーヒーを飲み干すと、ガタッと椅子を鳴らして立ち上がった。

　志貴の挑戦的な顔に、思わず身構える。

「な、なによ」

「小町を家まで送ってくんだけど、なにか？　お前まさか、俺になにかされるかと思った？」

　志貴はグッと身体を近寄せると、私の頭に手を置く。

「思うわけないでしょ」

　……って、めちゃくちゃ思いました。そりゃもう緊張して、身体ガチガチですよ！

　心の中は冷や汗いっぱい。でもそんなことは志貴にバレるわけにはいかない。何事もなかったように、涼しげな顔を作ってみせる。

「無理しちゃって。ホント、お前って変わらないのな」

「へっ？」

　変わらない？　志貴と知り合ってまだ二日しか経ってないのに、いきなりなにが変わるっていうのよ。変な志貴。

「急がせて悪いけど、そろそろ行くぞ」

「あ、うん」

　志貴について神社裏にある離れを後にすると、またあの白いライトバンに乗り込んだ。




　華咲神社から私の家までは、歩いて十五分くらい。車なら、途中で信号に足止めを食らっても五分ほどあれば着いてしまう。

　車が動きだし、しばらくはどちらも声を発することはなかったけれど、ひとつ目の信号機で停まると、志貴がおもむろに口を開いた。

「なあ。お前の元カレって、会社の同僚だって言ってたよな？」

「うん……って、あれ？　私、そんなことまで話した？」

「覚えてないのかよ。ホント、小町ってバカだな」

　また『バカ』って言った！

　腹が立つけど、抗議したところで、『バカにバカって言ってなにが悪い』とか言われちゃうのが関の山。だから、あえて言い返さない。

　それにしても、元カレがどこの誰かってことまで志貴に話していたとは……。

　あの日の志貴は優しくて聞き上手だったから、話さなくてもいいことまでつい話してしまっていたみたいだ。

「同僚っていっても、やってる仕事は違うし、社内では顔を合わすこともそんなにないから」

「ふ～ん、そっか」

「なんで？」

「いや。ちょっと聞いてみただけ」

　それだけ言うと、志貴はまた運転に集中して黙り込んでしまった。

　おかしな志貴。なにが言いたかったんだろう。でも、これ以上聞いたって、どうせまた『お前には関係ない』とか言って教えてくれないよね。

　気になりながらも助手席でおとなしく座っていると、私が暮らしているアパートが視界に入ってきた。

「志貴。あそこに見えるのが、私のアパート」

「了解」

　志貴はそう言うと、アパートの階段横のスペースに車を停める。

「えっと……昨晩はご迷惑をおかけして、すみませんでした。ありがとうございました」

　一緒の布団で寝ていたのは腑に落ちないけれど、その原因を作ったのは酔って寝てしまった私のほう。ここはちゃんとお礼をしておくべきと、志貴に向かって頭を下げた。

「なあ小町」

「はい？」

「すぐに会社辞めて、神社で巫女として働けよ。俺の下か婢ひとして使ってやる」

　急になにを言うのかと驚いて志貴を見ても、ハンドルを握って前を向いたまま。

「下婢？」

「まあ簡単にいえば、召使い？」

「め、召使い!?　なんで私が志貴の召使いになんなきゃいけないのよ。しかもすぐに会社辞めろなんて、そんなの無理に決まってるじゃない」

　そりゃね、今いる会社で重要なポジションにいるわけじゃない。特に必要とされている感もないけれど、それでも私なりに一生懸命働いている。それをすぐに辞めろなんて……。

「そうなのか？　『辞めます』って言うだけだろ？　それに、俺のそばで働いたほうが楽しいと思うけどな」

　他人事だと思って、なに笑いながら言っちゃってるのよ！

「会社を辞めるつもりもないし、志貴の召使いになるつもりもさらさらないので。今日は送っていただいて、ありがとうございました」

　腹立たしさから乱暴にドアを開けると、車から降りる。そして振り返ると、志貴を睨みつけた。

「そんな怖い顔するなよ。俺はお前が会社を辞めて、俺のところに来るって確信してんだけどな」

「そんなこと、百パーセントありえない」

「そうか？　まあ小町がそう言うなら、それでいいけど。でもお前、変わりたいんじゃないの？」

「それは……」

　そうだけど。でも会社を辞めなくてもいいじゃない。私は自分の力で変わってみせるんだから。

「まあいいや。じゃあ、またいつでも来いよ。待ってる」

「待ってなくていいから。さようなら」

　バンッと激しい音を立ててドアを閉めると、志貴の顔を見ることなくアパートに向かって歩きだす。

「仕事、がんばれよ～」

　志貴に言われなくても、がんばるに決まってるでしょ！

　背中越しに志貴の軽い声を聞きながら、私はアパートの階段を急いで駆け上がった。










好きに時間は関係ない




「信じられない。あっという間に仕事を失うなんて……」

「まあまあ小町、そんなに落ち込まないで。さ、飲んだ飲んだ」

「これが落ち込まないでいられますかって言うのよ！」

　テーブルの上に派手に突っ伏すと、そんな私を見て香か澄すみはクスクスと笑いを漏らした。

　今、私は親友の三さ枝えぐさ香澄と近所の居酒屋に来ていて、どうにも収まらない胸の内を聞いてもらっている最中だ。

　香澄とは高校からの付き合いで、大学こそ違ったけれど私のことを一番理解してくれている。子供のころ遊んだお人形さんがそのまま飛び出てきたような美人で、スタイルも抜群。ただし、男っぽいサバサバした性格が玉にキズだったりする。

　そんな香澄に、私が荒れている理由を聞いてもらっているかというと……。




　――時間を遡ること十時間。

　志貴にアパートまで送ってもらい、憤慨しながらも出勤する準備をして会社に行くと、いつもは感じない視線をあちこちから痛いほど感じた。

　でもそれがなんなのか分からないまま自分のデスクがある部屋まで行くと、同じ部署の花はな江え先輩に腕を掴まれた。

「真野さん、ちょっとこっち来て」

「花江先輩、どうしたんですか？」

「いいから、黙って付いてきて」

　先輩の慌てようと、神妙な顔つき。なにかが起こったのは間違いないと思うけど、それは私に関係すること？　特に思い当たるフシがないんだけど……。

　頭をひねりながらも先輩に腕を引かれて給湯室まで行くと、奥の方に身体を押し込まれてしまった。

「真野さん、あのね……」

　よほど言いにくいことなのか、花江先輩は一度なにかを言いよどむ。

　私だって、志貴が言うほどバカじゃない。花江先輩の顔を見れば分かる。

　これってきっと、いい話じゃないよね？

　それがどんな内容なのかは予測もつかないけれど、覚悟を決めて花江先輩の顔を見据えた。

「花江先輩。どんな話を聞いても、私なら大丈夫ですから」

　私の言葉に少し気が緩んだのか、花江先輩の顔にほんの少しだけ笑顔が戻る。

「あのね。真野さんって、笹ささ原はらさんと付き合ってたってホント？」

「え？　は、はい。つい先日までお付き合いしてました。でもなんで花江先輩がそのことを知ってるんですか？」

　私も彼も、付き合っていたことは誰にも話していなかった。

　別に社内恋愛を禁止されているわけではない。けれど『付き合っているのがバレて干渉されるのは面倒だから、しばらくは秘密にしておこう』と笹原さんから言われた私は、それに素直に合意した。

　私もどちらかと言えば、恋愛のことで人にとやかく干渉されるのは苦手。それが社内恋愛ともなれば、あれやこれや詮索されるのは必然的。だったら秘密の恋も悪くないと、いわゆるオフィスラブを楽しんでいたんだけど……。

「笹原さんが、言いふらしてるのよ。真野小町と付き合って、ひどい目にあったってね」

「ええ!?　なんですか、それ。私、なにもしてません。まあ、何回かエッチは拒みましたけど、ひどい目なんて……」

「真野さん、エッチ拒んだんだ。きっとそれが、笹原さんの自尊心を傷つけたのね。彼、プライドだけは異常に高い人だから」

　自尊心かぁ。そんなつもりはなかったんだけど、結果そういうことに繋がってしまったのかもしれない。

　でも私だって、『今度こそは大丈夫』『愛されてる』って分かれば、エッチという大きな壁も乗り越えられる。そう思っていたのに……。

　いざベッドに入って服を脱がされ下着姿をさらされると、途端に笹原さんの目が怖くなり、彼の身体を強く押し退けてしまった。結局、今回もエッチすることなく終わった。

「笹原さんってルックスいいから若い女の子に人気あるし、仕事もそれなりにできるから上司のウケもいい。だからみんな、彼の言うことを信用してるみたいなのよ」

　そうか。だからさっき会社に入ったとき、痛いほどの視線を感じたんだ。

　でもまだ信じられない。笹原さんが、そんな幼稚なことをする人だったとは思えない。

　付き合っているときは、とても紳士的で穏やかな人だった。優しい笑顔でいつも私を和ませてくれた彼が、そんなことを言いふらしてるなんて……。

「私も含め真野さんと一緒に働いてる業務部のみんなは、あなたのことを信じてる。でも……」

「でも？」

「笹原さん、どうも上のほうの人たちをうまく丸め込んだみたい。朝一であなたに異動命令が出てるのよ」

「異動命令!?　どこにですか？」

「ほら、隣町の山の中に資材置き場があるでしょ。あそこのプレハブ事務所」

「ええぇぇぇーーーっ!!」

　この会社内で『窓際事務所』と呼ばれてるところに、どうして私が行かなきゃいけないのー!?




「――で、会社辞めてきちゃったわけだ」

「だって、笹原さんにも会社にも頭にきたんだもん。その後、主任に『資材置き場に行くぐらいなら会社辞めます』って言ったら、主任なんて言ったと思う？」

「さあ？」

「『はい、どうぞ。今までお疲れ様でした』だって。その言葉を聞いたとき、私はなんのためにこの会社にいたんだろうって悲しくなっちゃって……。でもその場で泣くなんて悔しいじゃない。だから『二年間お世話になりました』って笑いながら言い捨てて、すぐに荷物まとめて会社出てきちゃった」

「それで私を呼んだってわけね。よしよし、よくがんばった」

　テーブルの向こう側から、香澄が私の頭を撫でてくれる。

　激しく高ぶっていた感情は治まり始め、少しずつ冷静さを取り戻す。途端に、これからどうしたらいいんだろう？と、不安が湧き上がってくる。

　多少の蓄えはあるものの、ひとり暮らしの身としては、すぐにでも次の仕事を見つけないといけない。

「ねえ香澄。仕事は簡単だけど給料はいい会社、どこか知らない？」

「そんな会社知ってたら、私が入るって。でもまあ、私は今のアパレル販売かなり気に入ってるし、必要とされてるから辞めるつもりもないけどね」

「それって、なにげに言ってることヒドくない？」

「そう？」

　香澄って、優しいのか冷たいのかよく分からない。でも私がピンチのときには必ず来てくれて、こうやって話を聞いてくれる。かけがえのない親友だ。

　だから私に起こった四年前の出来事も当然知っている。そして彼氏に振られるたびに、愚痴っては慰めてもらっていた。

「じゃあ今回は、彼氏に振られた＆会社をクビになった小町にカンパーイ」

　香澄はジョッキを手にすると、それを高々と上げてみせる。

「ちょ、ちょっと香澄。いつも思うんだけど、なんで振られたことが『カンパーイ』になるわけ？　それに私、会社をクビになったんじゃなくて自分から辞めてきたの。そこのところ、間違えないでくれるかなぁ」

「でも、小町の話を聞いてると、どっちかといえば〝クビ〟のほうが合ってるような気がするのは私だけ？」

「うぅ……」

　確かによくよく考えてみれば、最初から仕組まれていた解雇＝クビと言えなくもない。だけどどうして私がこんな目に遭わなくちゃいけないんだろう。

「で、これからどうするつもり？　しばらくはアルバイトでもしながら職探しする？　バイト先なら、いくつか紹介できるところがあるけど」

「う～ん、バイトか……。できれば、すぐにでもちゃんと正社員で働きたいんだけどなぁ」

　そう香澄に言葉を返したとき、ふと車の中で言われた志貴の言葉を思い出す。

『すぐに会社辞めて、神社で巫女として働け』

「あ……」

「なに？　どこか正社員募集してるところでも思い出した？」

「え？　あ、うん。思い出したというか、今朝言われたばかりというか……」

「小町、なに言ってるの？　今朝ってなに？　ちょっと、ちゃんと話してみなさいよ！」

　香澄はテーブルに身を乗り出すと、私の胸ぐらをグッと掴む。

　人形みたいなかわいい顔とは対照的に、やることはまるでチンピラ。こうなった香澄には、もう嘘や冗談は通用しない。

「分かったから、この手離して。苦しいし、服が伸びちゃう」

「全部話すのよ。いい、分かった？」

「はい……」

　こんな性格をしているのに、香澄の彼氏はエリート弁護士先生。何度か会ったことがあるけれど、文句のつけようがないほど素敵な人で、香澄のことを心から愛してくれている。

　でも香澄は、彼の前で本性を現していない。これじゃあ詐欺と一緒じゃない。

　ちろっと香澄の顔を見ると、間髪を入れずに香澄の声が飛んできた。

「そんな目をしてないで、早く白状しちゃいなさい」

「わ、分かったわよ」

　香澄の勢いに押され、私は土曜日からのことを全部話す羽目になってしまった。




「へえ～、そんなことがあったんだ。で、小町はどうなのよ？」

「どうなのって？」

「その志貴とかいう人のこと、好きになっちゃったの？」

「ぶほぉっ！　ちょ、ちょっと香澄、冗談言わないでよ。誰があんなヤツ……」

　飲みかけていたビールを派手に吹くと、おしぼりで口元を拭う。

　どうしたら、そういう言葉が出てくるわけ？　なんで私が志貴のことを好きになるのよ。そんなこと絶対にない。あんなヤツ、私にはまったく関係ないし……。

「その割には、〝気になっちゃう〟って顔してるのはなぜ？」

「ええっ!?　私、そんな顔してる？」

「うん、してるしてる。頭の中は元カレのことじゃなくて、華咲神社の神主さんのことでいっぱいですって顔してる」

「香澄、バカにしてるでしょ？」

　香澄はおもしろそうにケラケラ笑うと、目の前にあるホッケの開きを頬ばった。

「やっぱり日本酒にはホッケよね」

　あんたは、おっさんかっ。

　かわいい顔をしてお酒とつまみが大好きな香澄に心の中で悪態をつき、ため息をついてテーブルに目線を落とす。

　すると、少し前に運ばれてきたサラダが目に入った。この店の人気メニュー『大将のこだわりサラダ』はボリューム満点で、ツナとコーンとハムがこれでもかってくらい大量に乗っかっている。

　ハムかぁ……。そういえば、今朝志貴が作ってくれたハムエッグ。私の好きな半熟の黄身でおいしかったなぁ。

　男の人に朝食を用意してもらうなんて初めてのことで、なんだかくすぐったい気持ちになってしまい、テーブルの上を見たときは思わず『本当に簡単』なんて口走ってしまったけれど、実はかなり嬉しかった。

「もう小町ったら、なにひとりでニヤニヤしてるのよ。もしかして、神主さんのこと思い出しちゃった？　小町ったら、やらしい～」

　香澄はテーブルの向かい側から手を伸ばすと、私の頬をツンツンと突く。

「なんでそこで、『やらしい～』が出てくるのよ。確かに志貴のことは考えてたけど、別にいやらしいことは考えてないし……」

「やっぱり神主さんのこと考えてたんじゃない。小町って分かりやすい」

「もう……」

　まんまと香澄の口車に乗せられてしまった。

　でも言ってしまったことは、消せない。もう一度ため息をつくと、まだひとつだけ話してないことを香澄に話した。

「キス」

「うん？　キスがどうしたの？」

「されたの、志貴に」

「はあ!?　なんで？　まあキスなんか、アメリカでは挨拶みたいなものだけどね」

　そんなこと大したことじゃないと言わんばかりに、香澄はビールをグビッと飲んだ。

「でもここ日本だし。お姫様抱っこされて暴れる私をおとなしくさせるためにしたキスだったと思うんだけど……」

「だけど、なによ？」

「それだけじゃなかったような、そうであってほしくないような……」

「言ってる意味はさっぱり分からないけど、やっぱり小町、彼のこと気になってるんじゃない」

　香澄にそう言われ、反論する言葉を失う。

　香澄が言うとおり、私、志貴のことが気になっている。だって、事あるごとに志貴の顔が頭の中に浮かんでくるし、志貴が言った言葉を反はん芻すうする自分がいる。

「でも、まだ彼に会って三日しか経ってないし」

「ねえ、ひと目惚れって言葉があるでしょ？　人を好きになるのに時間なんて関係ない。気持ちの赴くままに、ってね。分かる？」

「うん、なんとなく」

「じゃあ、すぐに行動。まずは明日、会社辞めたこと言っておいで」

「明日!?　それは早すぎるんじゃない？」

「こういうことはタイミングが大事なの。いい？　行かなきゃ絶交だから」

「わ、分かった……」

　香澄なら本当に絶交しかねない。それは困るから、明日神社に行くべきなんだろう。でもどんな顔をして志貴に会いに行けばいいんだろう……。

　私は戸惑う気持ちを掻き消すように、残っていたビールを一気にあおった。










現在・過去・未来




　抜き足、差し足、忍び足……。

　私は今、忍者さながらに境内の端っこを少しずつ進んでいる。誰かいないか確認しながら境内の縁をコソコソ歩き、ひときわ目立つ大木を見つけると、そこに走っていって、身を隠した。

「なにやってるんだろう、私」

　これじゃあ不審者に間違われても、言い訳できないよね。

　木の根元にしゃがみ込み、ため息をつくと、昨日の夜、香澄に言われた言葉を思い出す。

『人を好きになるのに時間なんて関係ない』

　確かに、何年も付き合って結婚する人もいれば、出会ってすぐに結婚する人だっている。誰かのことを好きになるスピードなんて、人それぞれ。なにが正解でなにが間違っているかなんて、私に決められるはずがない。

　そんなことは理解していても、今気になっている相手は、会社の同僚でも、学生時代の友人でもなく、誰かに紹介されたわけでもない、三日前に突然声をかけられた見知らぬ男性。

　自分の中にある彼への気持ちがどういった類たぐいのものなのか、自分でも分からない。

「野々宮志貴……かぁ」

「志貴がどうしたって？」

「……っ!?」

　突然、大木の裏から現れた千里さんに驚き、ギャーッと大声を上げそうになる寸前でなんとか止める。それでも胸のバクバクはしばらく収まらなくて、胸に両手を当てて呼吸を整えた。

「ごめん、驚かせちゃったね。でも小町ちゃん、さっきからおかしな動きしてたから気になっちゃって」

「さっきからって……千里さん、いつから見てたんですか？」

「そうだなあ、階段を上がってきたときから？」

　って、最初からバレバレじゃない。

　身体中に張りつめていた緊張感が一気に消え、ガクンとうなだれる。

「ごめんごめん、そんなに気を落とさないで。で、今日はどうしたの？　この時間なら、仕事中じゃない？」

　腕時計を見ると、千里さんは不思議そうに私の顔を覗き込んだ。

　私が家を出たのが午前十時。だから今は十時半ごろだろう。確かにこんな時間にいたら、不思議そうな顔をされても仕方がない。

「訳あって、仕事を辞めることになりまして」

「そうなんだ。それで、志貴に会いに来たってわけ？」

　そうハッキリ言われてしまうと恥ずかしくて、それを認めたくない自分が顔を出してしまう。少しだけ俯くと、千里さんは私の腕を掴み、身体を持ち上げた。

「じゃあ、こんなところにしゃがんでないで。志貴がいるところまで連れていってあげる」

「え、でも志貴、仕事中ですよね？」

「うん。あ、そうだ。小町ちゃんに、いいものを見せてあげるよ」

　いいもの？　なんだろう。

　訳の分からないまま、愉快そうに歩く千里さんに腕を引かれて辿り着いたのは、華咲神社の本殿だった。中の様子が見えるところまで連れていかれると、そこでは数人の神主と正装をしている人たちが大勢座っていて、神しん事じが始まっていた。

「小町ちゃん、こっち。あそこに座っている人が今日の祈願の依頼主。そして、あそこにいるのが……」

「あ」

「そう、志貴。その正面に座っているのが宮ぐう司じといって、この神社の代表者。華咲神社の一番偉い人で、僕たちの父親ってわけ」

「千里さんと志貴のお父さん……」

「今日の志貴は祭さい員いんといって、祭さい具ぐを運んだり玉たま串ぐしを手渡したりと補佐的な仕事をしていてね……って小町ちゃん？　僕の話聞いてる？」

　千里さんの言葉を上の空で聞きながら、私は志貴の初めて見る真剣な顔に釘くぎ付けになっていた。

　神主とは神に奉仕する者を指し、現代神道では『神しん職しょく』と言われている。今の志貴はまさしく〝神に奉仕する者〟にふさわしい立ち居振る舞いで、いつも私をバカにするドＳで俺様の姿はどこにも見当たらない。

　頭には烏え帽ぼ子しを被り、白びゃく衣えに狩かり衣ぎぬ、浅あさ葱ぎ色いろの袴姿は凛り々りしくて、私は胸の高鳴りを抑えることができなくなってしまった。

　なんなの、この鼓動の速さは……。

　自分でも感じたことのない感情に戸惑っていると、千里さんの手がそっと肩に触れた。

「ちょっと休憩室に行こうか」

　その声に顔を上げると、千里さんはまるで幼子を見るような優しい目で私を見つめ、頭をポンポンと撫でた。

「これは、志貴が夢中になるのも無理ないね」

「志貴が夢中？」

「いや、なんでもない。ほら、行くよ」

　志貴って、なにに夢中になってるんだろう。ちょっと気になる……。

　もう一度視線を志貴に戻すと、一瞬だけ志貴と目が合ったような気がした。

　志貴、もしかして私がいることに気がついてる？

　少し収まりかけていた鼓動がまたスピードを上げ、私の身体を熱くしていく。訳の分からない感覚に、私の心はオーバーヒート寸前だ。

　志貴から目を逸らすと、少し離れたところで待っている千里さんの元に急いだ。




　休憩室の窓から外を見ると、今にも泣きだしそうな曇り空が見える。

　テレビのニュースでこの地方も梅雨入りしたと聞いた日から、まとまった雨は降っていないものの、スッキリしない天気の日が続いていた。

「はい小町ちゃん、お茶どうぞ」

「ありがとうございます。客でもないのに、すみません」

「いいよ、そんなこと気にしなくても。それに僕は、今日休みだしね」

　そういえば今日の千里さんは袴姿ではなく、グレーの鹿かの子こ生地のポロシャツにスリムなストレートタイプのデニムというラフなスタイル。カジュアルなのにスタイリッシュに着こなしている姿は、さすが千里さんだ。

「ところで……」

　千里さんはそこで言葉を止めると、微笑んでいた顔をキリッと引き締め、私の目を見据えた。

「どうして会社を辞めることになった小町ちゃんが、志貴に会いに来たわけ？」

「それは……」

「日曜日の様子からして、ふたりはまだ知り合ったばかりと見たけど、違う？」

「はい、土曜日に突然声をかけられて」

「やっぱり。なのにどうして今日、小町ちゃんは志貴に会いに来たの。志貴になにか言われた？」

　千里さん、鋭い……。言うことひとつひとつが的確で、まるで心の中を見透かされているよう。

　ここで黙っていては、そのとおりと言っているのも同じこと。だったら素直に白状すべきだと、昨日志貴に言われたことを千里さんに話すことにした。

「志貴に、ここで巫女として働けって言われたんです」

「志貴がそんなことを言ったの？　ホントに？」

　千里さんはかなり驚いている様子で、私が頷くと「ふ～ん」と小さく呟き、私から視線を逸らして立ち上がる。そして窓の近くまで行くと、こちらを振り向かず外を見たまま話しだした。

「志貴は神主を始めたころ、女の子をよくここに連れてきてたんだけど、絶対に巫女の手伝いはさせなかったんだよね。まあ志貴がまだ新米の神主で、そんな権限がなかったってこともあるんだけど」

「はあ……」

「ましてや巫女になれだなんて、口が避けても言うことはなかった。小町ちゃん、どうしてか分かる？」

　千里さんはクルッと反転して向きを変えると、私に一歩近づく。

　どうして志貴が、女の子を連れてきても巫女の手伝いをさせなかったのか……。そんなの私には、まったく見当がつかない。

「分かりません」と答えると、千里さんはフッと笑い、もう一歩近づいた。

「そのころの志貴は神職の資格を取得したばかりでね。でも自分の意志で神職になったわけじゃなかったから、けっこういい加減な生活をしてて……」

　千里さんはちょっと言いにくそうな顔を見せると「特に女性関係がね」と付け加えた。

　ああ、だからなのかな。志貴に連れていってもらった雅斗さんの店で、紗和さんの志貴に対する態度が冷たかったのは。それに雅斗さんも、志貴が私を連れてきたことに驚いていたし。きっと雅斗さんも紗和さんも、そのときの志貴をよく知っているんだろう。

　ひとり納得していると、いつの間にかすぐそばまで来ていた千里さんが、私の隣に立っていた。

「でも、そんな志貴でも生まれてからずっとここで暮らしているからね。志貴は志貴なりに、ここの仕事を理解してたってことかな」

　そして千里さんはおもむろに隣の椅子に腰かけると、巫女の仕事について話をしてくれた。

　巫女の仕事内容は意外と知られていなくて、実は世間が思っているより楽な仕事じゃないこと。基本的に土日や大祭日には休めないし、お祭りがある日は早出や残業もあること。

　氏うじ子こ総そう代だいや崇すう敬けい会かい（信仰の厚い方々と神社とのご神縁を結ぶ組織）の会長さん、その他、神社の来宮者の接遇に携わることも多いため、作法はとても重要だし、身だしなみにも細かい注意が必要なこと。

　当然、神職の手伝いもしないといけないし、舞も覚えなくてはいけない。忍耐力・精神力・体力も必要とされる仕事だということ。

「巫女っていうのはね、神社の顔と言っても過言じゃないんだ。それなりの態度を求められるし、一般教養だって必要。そんな大切なポジションに、いい加減な子を置くわけにはいかない。ねえ小町ちゃん、僕が言ってる意味が分かる？」

　千里さんは真面目な顔を見せると、私の頭にそっと手を置いた。

　巫女という仕事は、お守りや御札を渡したりご祈祷の受付をしたりするだけではなく、思っていた以上に激務だということは分かったけれど……。千里さんが言っているのは、そういうことじゃないような気がする。

　でもそれがなんなのか私には分からなくて首を横に振ると、千里さんは私の座っている椅子をクルッと回し自分の真正面に向けた。

「志貴は、小町ちゃんならこの神社の顔として、しっかり仕事をやり遂げてくれると思ったってこと。まあ、その点は僕も同意かな。でも志貴の場合は、それだけが理由じゃないと思うけどね」

　千里さんはそう言うと、私の頭をポンと撫でる。

『それだけが理由じゃない』って、他になにがあるというのだろう。確かに巫女の手伝いはしたけれど、あれは緊急事態だったわけで、志貴がそこまで考えていたとは思えない。だって志貴は、私がなんでも神頼みしちゃうようなダメな女だと思っているはずだから。

「千里さん、私を買いかぶりすぎです。私はそんなできた人間じゃないですし……」

「そうかな？　表面的にはそうでも、案外その実力を出してないだけかもしれないよ？　まだ小町ちゃん自身も気づいてない部分がどこかにあるんじゃないのかなぁ」

　私自身が気づいてない部分……。そんなところ、どこにあるっていうんだろう？

　千里さんは微笑みながら私のことを見ているけれど、その答えを教えてはくれなそうだ。

「はぁ～」とため息をつき首を傾ければ、ドアの向こう側から大きな足音が聞こえてきた。

「お、ナイトくんのお出ましかな？　じゃあそろそろ……」

　ナイトくん？　内ない藤とうくん？　誰、それ。

　ドアの方を見ようとすると、すくっと立ち上がった千里さんに腕を引っぱられ、そのまま抱きしめられてしまった。

「ちょっと千里さん!?　どうして私、また抱きしめられてるんでしょうか？」

「うん？　それはね」

「おいっ小町！　お前こんな時間に、なんでここに……」

　バンッと派手な音を立ててドアが開くと、走ってきたのか息を切らした志貴が立っている。

「志貴!?　こ、これには訳があって……」

　って私、なんで必死に弁解しようとしてるのよ。

　これは私が意図したものじゃなくて千里さんが……と言いたいのに、千里さんに顔をギュッと抱えられてしまい話せなくなってしまう。

「おい兄貴。前にも言ったろ、コイツは俺の……」

「俺のなに？　彼女じゃないんでしょ？　だったら、やっぱり志貴にとやかく言われる筋合いないと思うけど」

　いつもは温和な千里さんが、珍しく冷たい口調で挑戦的なことに驚く。

「それはだな……。ああ～、もう勝手にしろ！」

　その雰囲気に動揺したのか、志貴はいつになく弱腰だ。

「ああ、言われなくても勝手にするよ。志貴はまだ仕事がたくさん残ってるだろ。午後からは確か、地じ鎮ちん祭さいだったような」

「いちいちうるさいな。そんなことは分かってるよ。小町、兄貴はな、優しい顔してるかもしれないけど、羊の皮を被ったオオカミだから気をつけろ。俺に話があってここに来たんだろ？　だったらさっさと帰って、家で待ってろ。仕事が終わったらすぐ行く」

　な、な、なんですか!?　このふたりのやりとりは。これじゃあまるで、志貴と千里さんが私を取り合いしてるみたいじゃないの。

　私はといえば、まだ千里さんの腕にがっちりホールドされていて、身動きひとつできない状態。でも志貴の声色から、眉間にしわを寄せて怒っている顔が容易に想像できてしまい、千里さんからどうにか少しだけ身体を離すと、小さな声で「分かった」とだけ答えた。

　志貴が部屋から出ていきドアがバタンと閉まると、また千里さんとふたりだけになってしまった。

「やれやれ。まったく志貴には困ったもんだね」

　いやいや。それなら千里さんだって負けてないですよ。

　心の中で呟くと、少し苦しくなってきた千里さんの腕の中でモソモソと身体を動かす。

「ああ、ごめんごめん。いきなり抱きしめてごめんね」

　千里さんは私の身体を解放すると、大きく肩で息を吐き、椅子にドカリと座った。

「千里さん。なんで私を抱きしめたりしたんですか？」

「ん？　それは前にも言ったとおり、小町ちゃんがかわいいから」

　そう言って千里さんはニコリと笑顔を作り、私の顔を見つめる。

　嘘だ。それは百パーセント違う。前回はどうであれ、今の千里さんからはなにも伝わってくるものがなかった。

　力強く抱きしめられてはいたけれど、それは私に向けられた思いじゃなくて、志貴に対しての当てつけとでも言ったほうが正解に近いような気がする。

　千里さん。あなたはいったい、なにを考えているの？

　千里さんの顔を窺うかがい見ても、既にいつもどおりの笑顔に戻っている彼からは、なにも感じ取ることはできない。

「ところで小町ちゃん。ここからはちょっと真面目な話。本当に巫女になるつもり？」

　千里さんは姿勢を正すと、椅子にきちんと座り直す。

「それは……」

「さっきも話したとおり、巫女は思っているよりも重労働なんだ。大祭や正月のときは徹夜なんてこともあるしね。あ、そうそう、小町ちゃんは今いくつ？」

「二十四です」

「そっか。巫女の定年はね、厳密ってわけじゃないけど、だいたい二十八歳までと言われてるんだ。未婚のほうが好ましいともされていて、結婚したら辞めてもらう神社もあるくらいでね。まあウチはその点に関しては寛大なほうだと思うけど、長くは巫女を続けられないと思うんだよね。大体三十歳くらいまでかな。その後、残る方法もいくつかはあるんだけど……」

「残る方法？」

「うん。例えば、神社の誰か……ウチで言えば、僕か志貴と結婚するとか」

「えぇ！　結婚ですか!?」

　千里さんったら、なにとっちらかったこと言ってるの？　しかも志貴か千里さんと結婚？　ないない、そんなことありえないし……。

「ひとりでなにかを考えてるときの小町ちゃんの顔、おもしろいね」

　私の顔真似をしているのか、千里さんはおもしろい顔をするとケラケラ笑い始めた。

「もう、千里さんったら。でもそういうところ、やっぱり志貴と兄弟ですね」

「いや～、志貴と同じにはしてほしくないなぁ」

　だんだん千里さんの本性が見えてきたような気がする。これはかなり腹黒いと見た。志貴が言っていた『羊の皮を被ったオオカミ』というのも、あながち間違いじゃないのかもしれない。

「まあとにかく、ウチの現状として新しい巫女を募集しているのは本当。和歌ちゃんひとりじゃ大変だからね。小町ちゃんさえやる気があるなら、こっちとしてはありがたい話なんだけど。もう一度よく考えてみて。志貴と一緒に」

　志貴と一緒に……。そういえば、仕事が終わったら私のアパートに来るって言ってたよね。

　でも一緒に考えたところで、彼の中ではもう答えは出ているようなもの。だって志貴が私に『巫女として働け』って言ったんだから。まあ『俺の下婢として使ってやる』なんて、余計なことも言ってたけど。

　香澄にのせられてノコノコと神社に来てしまったものの、まだ私の中では巫女になると決めているわけじゃない。早く次の仕事を見つけたい私としては、巫女もひとつの選択肢だと思っただけ。でも仕事を辞めたなんて言ったら、志貴は絶対に私を巫女にするって言いかねない。

　私、志貴とふたりっきりで、冷静に話ができるんだろうか。

「小町ちゃん、また顔が」

　千里さんはプッと噴き出すと、また頭をポンポンと撫でた。

「あっ、すみません」

「別に謝らなくてもいいよ。楽しい時間が過ごせたし」

　そう言うと千里さんは立ち上がり、ドアに向かって歩きだす。そしてドアノブに手をかけると、こっちを振り返った。

「巫女の仕事は大変だって話ばかりしたけど、メリットも多いんだよ。神道の作法やマナーを学べるし、ウチは舞や華道・茶道も習うことができる。そういった意味でも、魅力的な仕事でもあると思うんだ。いい返事を期待してるよ。小町ちゃんが来てくれるのを待ってるから」

「は、はい……」

　真剣な面持ちの千里さんに、私はそれだけしか答えることができなかった。




　神社から帰り、簡単に昼ごはんを済ませると、部屋の掃除を始めた。

「巫女かあ……」

　掃除機をかけながらも、さっきから口をついて出てくるのは〝巫女〟の二文字ばかり。

　正直なところ、巫女の仕事の中身を聞いて大変な仕事内容に驚きはしたものの、興味も持ってしまっていた。

　忍耐力・精神力・体力。今まで事務仕事しかしたことがなくて、どれひとつ自信はない。それでもなぜか、やってみたいという気持ちが膨らみ始めていた。

　巫女の定年は二十八歳から三十歳。千里さんは絶対じゃないみたいなことを言っていたけれど、巫女さんといえば若い女性がしているイメージがあるし、二十四歳の私が勤められても長くてあと六年。でも志貴か千里さんと結婚すれば……。

　ゆっくり目を閉じると、頭の中にニヤリとほくそ笑む志貴の顔が浮かぶ。

「な、なんで志貴なのよ」

　志貴の顔を掻き消すように頭の上で手を振ってみても、その映像はなかなか消えてはくれない。力なく手をダラリと下ろすと、自じ嘲ちょう気味に薄ら笑いを浮かべた。

　私、志貴のことを好きなのかな？　まさか、ね。でも……。

　自分の気持ちはよく分からないけれど、巫女として精進すれば女としての自信も持てて、なにかがハッキリ見えてくるかもしれない。

　巫女としてて神社で働くという新たな道が示されたことで、自分自身も前向きに変われそうな予感がして、心が弾んだ。




　時計を見れば、既に午後六時を回っていた。

　六月のこの時間は、まだ外は明るくて、もうそんな時間なんだと驚いてしまうこともしばしば。だけど今日は、思っていた以上に散らかっていた部屋の片付けを念入りにして疲れたせいか、腹時計が私に教えてくれた。『もうすぐ晩ご飯の時間ですよ』って。

　相変わらず、私のお腹は正直みたい。

　それがちょっとおかしくて、ひとりでクスッと笑ってしまう。

　それにしても志貴、本当に来るのかな？　『仕事が終わったらすぐ行く』と言ってたけれど、神社にも定時ってあるんだろうか？

　社殿の閉門時間は午後五時。巫女を手伝ったとき、志貴は私がいたからか、すぐに仕事を終えたみたいだけど、千里さんたちはまだなにかをしていたようだった。

　それに晩ご飯は？　仕事をした後だから、志貴だってお腹空いてるよね。なにか用意しておいたほうがいいのかなぁ。

　そんなことを考え出すと気分が落ち着かなくて、じっとしていられなくなってしまう。

　冷蔵庫を開けてみても、普段あまり料理らしいことをしないから、特になにも入っていない。あるのはチューハイとおつまみのチーズくらい。

「単身赴任中の、お父さんの冷蔵庫みたい……」

　ううん、今どきは単身赴任のお父さんのほうが、ちゃんと料理をしているかもしれない。

　見なかったことにしようと静かに冷蔵庫のドアを閉めると、財布を手に握り、玄関を飛び出した。

　手料理を振る舞うことはできなくても、なにか簡単に食べられるものくらい用意しておこう。

　階段をテンポよく降りると、歩いて五分のところにあるスーパーへと歩き始めた。

　志貴、まだ来ないよね？　もし私がいない間に来たとしても、少しぐらいは待っててくれるはず。

　なんて勝手な思いを巡らせながら歩いていると、後ろから車のクラクションが聞こえた。その音に驚いて反射的に振り向くと、白いライトバンが停まっていて、中には見覚えのある顔があった。

「志貴？」

　私が名前を呼ぶのと同時に志貴は車から降りると、私に向かって歩きだす。こちらに向かって来る志貴の顔はなぜか怒っていて、私はなにも悪いことをしていないのに少しずつ後ずさりを始めた。

「お前なにやってんだよ。ていうか、動くな」

「そんなこと言ったって、足が勝手に動くんだからしょうがないでしょ」

　我ながらおかしなことを言っているのは分かっているけれど、本当に動いてしまうんだからどうしようもない。一歩、また一歩と下がった。

「止まれよ」

「志貴が止まったら、私も止まる」

　そんな会話を交わしている間にも志貴は足早に真っ直ぐ私に向かってくる。後ろ向きで歩く私のスピードなんてたかが知れているものだから、あっという間に腕を取られてしまった。

「家で待ってろって言ったよな。どこに行くつもりだった？」

　無理やり正面を向かされると、怒った顔の志貴と視線がぶつかる。

「……スーパー。もう夕飯の時間だし、もしかして志貴がお腹を空かしてるんじゃないかと思って」

「なに、なんか作ろうとでも思ったとか？」

「あぁ、ごめん。作れないから、すぐに食べられるモノを買ってこようかと」

　アハハ、なんて作り笑いをしてみせる。

　きっと普通の女の子なら、ここで『パスタでも作ろうかと思って。うふっ』なんて、かわいらしく愛嬌を振りまくのかもしれないけれど、あいにく私はそんなスキルを持ち合わせていない。インスタントラーメンやお茶漬けを出すくらいなら、スーパーのお惣そう菜ざいを買ってきたほうがマシだと思ったわけで……。

「俺から逃げようと思ったんじゃないんだな？」

「なにそれ。そんなこと、これっぽっちも考えてないよ」

　そう言って、右手の親指と人差し指を志貴の顔の前にスッと差し出した。

「……っとに、バカかお前は。マジで焦るだろ」

　掴んでいた私の腕を離すと、なんだかバツが悪そうに横を向く。

「なんで志貴が焦るの？」

「気にするな。こっちの話だ」

　だから、そんなこと言われたら気になるに決まってるでしょ！　いつも肝心なところを話してくれないから、こっちはモヤモヤしたものが残ってしまう。

　でも志貴はなにもなかったような顔をして私の前に立ち、顔を覗き込んできた。

「なに、小町は腹減ってんの？」

「まあ、そこそこには。時間も時間だし」

「ふ～ん。じゃあ俺が作ってやる。買い物行くぞ」

「うわっ」

　いきなり腕を引かれ、バランスを崩した私は志貴の胸に飛び込んだ。

「なんだよ小町。こんなところで抱いてくれってか？　俺は別に誰に見られても構わないけどな」

「バカ志貴！　あんたが引っぱるから、こんなことになったんでしょ！」

「あんたって誰だよ？」

　突然声のトーンが下がり、目がキッと細められる。

「え、えっと、志貴です」

「分かればいい」

　ホントにもう、あんたって何様？　おっとっと、間違えた。志貴って何様？　自分は私のことを『お前』って呼ぶくせに。なんかそれって不公平なんですけど……。

　唇を尖らせて不満を表していると、それをギュッと摘まれた。

「なに、物欲しそうな顔してんの？」

「んん、んんんんんんんー（志貴、指離してよー）」

「そんな顔、俺以外の前では見せんなよ」

　はあ!?　どんな顔してるっていうのよ。自分では分からないんですけど。それに、言ってる意味も分からない。これは物欲しそうな顔ではなく、不満爆発の顔なんだってば。そこんとこ、分からないかなぁ～。

　志貴はアヒル口になっている私の唇を少し引っぱると、ピンッと弾いて指を離す。

「もう、痛いんだけど」

「俺に反抗的な態度をとった罰。こんなのまだ序の口だから」

　反抗的って……。私は志貴に反抗しちゃダメっていうの？　従順な態度でいろってこと？　しかも『まだ序の口』とか、ホント勝手なんだから。

　そのとき、昨日の朝、志貴に言われた言葉が頭を掠めた。

『俺の下婢として使ってやる』

　もしかしてこれが　〝下婢〟……召使いの始まりとか？　つまり、巫女になる＝こんなことが日常茶飯事になるってこと？　いやいや、そんなことはさすがにないはず。いくら志貴でも、本当にそこまでしないよね？

「おら、行くぞ」

　多少の不安を残しつつも、大丈夫、と自分に言い聞かせ、志貴と一緒にスーパーへ買い物に向かった。




「狭い部屋ですけど、ど、どうぞ」

　今まで何人かの男性とお付き合いしたけれど、部屋に入れたことは一回もない。そのせいか、買い物中は普段どおりの自分でいられたのに、部屋についた途端、緊張からかうまく言葉が出なくなってしまう。

「おう。お邪魔します」

　私の緊張とは裏腹に、志貴はなんてことなく部屋に入ると、キョロキョロと辺りを見渡し始めた。

「あんまりジロジロ見ないでよ」

「いいだろ、別に減るもんじゃなし」

　それはそうかもしれないけど。

　よく見ると、あっちこっちに片付け忘れたものが点在していて、慌てて掃除したのがバレてしまわないか、ドキドキする。

「まあ小町にしてはキレイにしてるな。掃除、けっこう大変だったろ？」

　やっぱりバレてる……。志貴っていい加減そうに見えて、人のことちゃんと見てるよね。けっこう侮れない。

「おい、台所借りるぞ」

　すると、いつの間にかキッチンに移動していた志貴が、買い物袋をキッチン台の上に乗せて、買ってきたものをひとつひとつ並べ始めた。

　志貴って、もっと大ざっぱかと思ってたけど、意外と几き帳ちょう面めんだったりする？　知らなかった一面を垣間見たようで、ちょっと嬉しいかも。

　それに男の人がキッチンに立つ姿もあまり見たことがないから、なにげに見入ってしまう。

「なにボーッと突っ立ってんだよ。お前も手伝え」

　志貴は袋の中を漁る手を止めると、キッチン台に並んでいたネギで私の頭をポンと叩いた。

「え？　あ、うん」

　いけない、いけない。性格はどうであれ、やっぱり志貴はどこから見てもイケメン。キッチンに立つ姿は人気料理店のシェフ並みにカッコよくて、目が離せなくなってしまっていた。

「玉ネギの皮くらい剥けるだろ？」

　志貴から玉ネギを受け取ると、皮を剥く。

　今晩のメニューは、塩焼きそば。志貴の得意料理らしく、『海鮮と野菜がたっぷりの栄養満点料理で、俺の自慢の一品だ』と買い物中ずっと豪語していた。それはもう、耳にタコができるくらいに。

　だから、お手並み拝見とばかりに見ていたんだけど、豪語していただけのことはあるかもしれない。野菜を切るのもスピーディーだし、形も全部同じ大きさに揃えてある。エビやアサリは丁寧に下処理され、イカも野菜に合わせた大きさに手際よくカットされた。

「すごい……」

「そうか？　こんなこと、誰でもできるだろ」

「私、できない」

「だろうな」

　さも当たり前のように言うもんだから、カチンときたけれど、事実ゆえに文句のひとつも返せない。

　志貴の意地悪。もう少し優しい言葉をかけてくれてもいいんじゃないの？　一応私も女の子なわけだし……。

　でも本当に志貴の口から優しい言葉が返ってきたら、それはそれでおかしいというか、志貴らしくない。結局、いつもどおりの志貴がいいという結論に達してしまう。

　意地悪で俺様な志貴がいいなんて、私もよほどの変わり者？

　決まりが悪くて苦笑を漏らすと、ガスコンロの前に立つ志貴の背中を見つめた。

　一カ月で志貴を落とすと決めたからには、今の私はどんなことでもがんばるしかないよね。

　両手でガッツポーズを決めていると、フライパンを手にしたまま振り向いた志貴とバッチリ目が合った。

「変な格好してないで、早く皿用意しろよ、バカ」

「バ、バカは余分でしょ」

　あらぬ格好を見られて慌てて後ろを向くと、恥ずかしさで熱くなった頬を押さえた。

　気を取り直して皿を二枚取り出すと、ぶっきらぼうに黙って渡す。

「そんな態度でいると、食わしてやんねーから。いいのか？」

「ここ、ウチのキッチンなんですけど」

「この材料、俺が買ったんですけど」

　そう言うと志貴は右の口角をクイッと上げ、勝ち誇ったような顔を見せる。

　ま、負けた……。でもレジで支払いをするとき、私が払うって言ったのを制したのは志貴のほうでしょ？　それをなによ、俺が払ってやったみたいな言い方しちゃって。

　でも志貴は機嫌がいいのか鼻歌交じりにフライパンを持ち上げると、皿に塩焼きそばをこんもりと盛っていく。

　湯気が上がるそれはおいしそうな匂いを部屋に充満させ、気持ちとは裏腹に私の腹ペコ中枢を刺激していった。

「よしっと、でき上がり。小町も食う？」

「た、食べたい……」

「そっか、食べたいか。じゃあ、なにかしてもらわないとな」

　志貴は私の分であろう塩焼きそばが盛られた皿を持つと、わざとらしく見せびらかす。

「え？」

　玉ネギも剥いたし、お皿も出したのに、ちょっとふてぶてしい態度とったからって食べさせてくれないの？　こんな腹ペコの女の子に、ただ指をくわえて見てろとでも言うの？　鬼！　悪魔!!

　その上、『なにかしてもらわないと』って……私になにをさせるつもり？　もしかして、身体を使った奉仕とか？　うん、志貴ならありえる。

　なにせ普通の顔して〝下婢〟なんて言っちゃう人だから、きっととんでもない要求をしてくるに違いない。

　志貴の口からどんな言葉が飛び出してくるのかビクビクと身構えていると、そんな私を見て志貴がブハッと堪えきれなくなったように大笑いし始めた。

「な、なによ、いきなり」

「またエロいこと考えてたろ？　バレバレだっつーの」

「だって、『なにかしてもらわないとな』って言ったじゃない」

「誰がエロいことだなんて言った。俺はお前が思ってるほど、下品な男じゃないつーの」

「でも前に、俺も男だから年中いやらしいこと考えてるって……」

「それは、男だったらそうなんじゃねーの？っていう俺の勝手な持論。それにお前を抱くのはまだ早いって、何度言わせれば気が済むんだよ」

　そう、それそれ。『私を抱く』って勝手に言ってるけど、志貴は私のことをどう思って、そんなこと言ってるんだろう。私がエッチができないって知ってて、からかってる？　しかも『俺のこと落としてみろ』って言うくらいだから、私のことなんて好きでもなんでもないくせに。

　そう、好きじゃない……か。

　それはそれで、ちょっと悲しい。最初からそう思われていたら、一カ月で志貴を落とす自信がなくなるというか、絶対に落とせるはずがない。

「まあとにかくだ。俺はお前を手放すつもりないから」

　そう続けると、志貴は色っぽい視線を私に向けた。その目に、トクンと心臓が小さく跳ねる。

「そ、それって、召使いとして？」

「それは、小町次第。よし、食うぞ。後片付けはお前がしろよ」

　塩焼きそばが盛られた皿をスッと私の前に滑らすと、「ほら、食え」と顎をクイッと差し出す。

　私次第ってなによ。そうやってすぐに話をはぐらかすから、結局堂々巡りで、志貴の考えていることが分からなくなってしまう。

　それに『手放すつもりはない』なんて、そんなことを簡単に言っちゃっていいの？　私はともかく、聞く人が聞いたら勘違いしてもおかしくない言葉。手放したくないって思うくらい、私のことが好きなの？って……。

　でも、それを言った当の本人はなにもなかったように塩焼きそばを食べている。その姿にひとりで悩んでいるのがバカらしくなって、クスッと笑みを漏らすと、私も塩焼きそばを食べ始めた。

　自慢していただけあって、さすがにおいしい。海鮮から旨味がたっぷり出ていて、さっぱりしてるのに奥深い味わいに大満足。

「志貴、すっごくおいしい！」

「当たり前だ。誰が作ったと思ってんだよ」

　ピクリとも表情を変えず、当然と言わんばかりの顔はちょっと小憎たらしいけれど、今日のところはこの味に免じて許してやろう。

　あまりのおいしさに、しばらく無言で黙々と食べていると、突然、志貴が顔も上げずにしゃべりだした。

「なあ、小町」

「うん？」

「今日、兄貴となに話してた？」

「千里さんと？」

　いきなりなにを言うかと思ったら、神社でのことか。あのときの志貴、かなりご立腹の様子だったもんなぁ。きっと自分の大事な玩具を取られて、ムッとしたんだろう。

　千里さんも千里さんだ。志貴が怒ることを分かっていて私のことを抱きしめたりするから、ややこしいことになってしまう。

「大したことは話してないよ。巫女のことについて、いろいろ聞いただけ」

「なんで小町が、巫女の話なんて聞くんだよ？」

「え？　あ、それは……」

　千里さんに話したからもう済んだ気でいたけれど、私まだ志貴に会社を辞めたことを話していなかったんだ。

　昨日の朝、『俺はお前が会社を辞めて、俺のところに来るって確信してるんだけど』と言われたときには、そんなこと百パーセントありえないって思っていたけれど、まさかそれが当たってしまうなんて。しかも、その日のうちに辞めることになるだなんて……。

　志貴、私が仕事を辞めたって聞いたら、なんて思うだろう。

「千里さんに話を聞いたら、巫女になってもいいかな？って思ったんだけど……」

「はあ!?　お前昨日、会社を辞めるつもりはない、俺の召使いにもならないって言ってなかったか？」

　志貴は私の発言に驚いたのか、声を荒げた。

「言った……かな。まあ、志貴の召使いになる気はないけど」

「同じことだろ。巫女になるってことは、俺の下で働くってことだからな。でも会社はどうするんだよ」

「辞めた……」

　志貴の反応が怖くて、ぼそぼそと小さな声になってしまう。

「なに？　聞こえない」

「辞めてきた！」

　もうこうなったらヤケクソ。志貴にどう思われようが事実は事実で、辞めてしまったものはどうしようもない。

　志貴の反応は気になるけれど、顔を合わせづらくて俯いた。

「なんで辞めた？」

　二オクターブくらいは下がっただろうか。志貴の声が一気に冷たいものへと変わる。

　私が仕事を辞めたところで、志貴にとやかく言われることじゃないけれど、昨日の今日だから志貴の反応も分からなくはない。

「ちょっと、いろいろあって……」

　いくら相手が志貴でも、辞めることになった理由はさすがに言いにくい。

「ちょっとってなに？　俺には言えないこと？」

「そういうわけじゃないけど……」

　元カレにあらぬ噂うわさを立てられて飛ばされそうになったから、上司に啖たん呵かきって辞めてきたなんて、あまりにもオマヌケでカッコ悪すぎる。

　かといって、言わなきゃ言わないで志貴に攻め寄られそうだし……。

　どう伝えたら納得してくれるか考えていると、志貴がトンと箸はしを置いた。

「元カレになにか言われたか？」

「え？　なんで、そんなこと……」

「お前は考えてることが全部、顔や態度に出るんだよ」

　千里さんもそんなことを言ってたけど、私ってそんなに分かりやすいのかな。

　志貴にズバリと言い当てられて、仕方なく俯きがちに言葉を紡ぐ。

「直接言われたわけじゃないんだけど……。社内の人に、私と付き合ってひどい目にあったとか、いろいろ言ったみたいで。会社に行ったら、異動の辞令が下ってた」

　アハハ、なんておもしろくもないのに笑ってみる。そうでもしないと涙がこぼれそうで、そんな自分に驚いてしまう。

　志貴に顔を見られたくない。

　俯きがちだった顔を完全に下へ向けると、志貴がガタッと椅子を動かした。

　そんなことで辞めるんだって、呆れて帰るのかな。そうだよね。『会社を辞めるつもりなんてない』なんて息巻いて言ったくせに、翌日には会社を辞めてきた女なんて相手にできないよね。

　目の前から志貴の気配がなくなり、やっぱり……なんて、ふいに感じる寂しさに顔を上げられないでいると、突然腕を引っぱり上げられ身体が傾いた。

　え、なんで？

　顔を上げると、ポフッとなにかに倒れ込み、そのまま包み込まれてしまう。

「ったく、俺の思ったとおりじゃないか。たかが一カ月か二カ月しか付き合ってないのに、セックスさせないから別れるなんて言う男は、ろくでもねーヤツだっつーの。小町って、男を見る目が全然ないのな」

　頭上から声が落ちてきて、志貴に抱きしめられているのだと気づく。

　普段の私なら『どうして抱きしめたりするの？』なんて聞くんだろうけれど、今の私にはそんなことはどうでもよくて、自然と志貴に身体を委ねていた。

　言っていることは相変わらずの俺様発言だけど、その口調はいつもよりずっと優しくて、心にじんと染みてしまう。

「志貴はこうなることを予測してたの？　だから、すぐに会社を辞めて巫女になれって……」

「俺は予知能力者でもなんでもねーよ。お前なら、巫女が務まると思っただけ」

「あ……」

『志貴は、小町ちゃんならこの神社の顔として、しっかり仕事をやり遂げてくれると思ったってこと』

　千里さんの言葉が蘇よみがえる。

　志貴はその場しのぎで巫女の手伝いをしろって言ったわけじゃなかったんだ。でもそうなると、志貴は私自身が気づいてない部分に気づいてるっていうの？　出会ってからまだ四日しか経ってないのに？

「なあ、今なに考えてる？」

　志貴は身体を少しだけ離すと、私の顎に指をかけてクイッと顔を上げた。

「な、なにって……」

「お前今、『あ』って呟いただろ」

「それは……。私でも巫女になれるのかなって思っただけ」

「なんだ、そんなこと。まあ少なくとも俺は、小町にならできると思ってる。ていうかさ、俺の下で働くんだ。立派な巫女に育ててやるよ」

　また出た、俺様発言。志貴の下で働いたら、どんな扱いをされることやら。心配でしょうがないんですけど……。

　不安からため息が出そうなのに、私の心は晴れやかに躍っている。そのちぐはぐな思いが心を激しく揺さぶって、私を翻ほん弄ろうしていく。

「偉そうに」

「はあ!?　小町こそ俺に向かってそんな言葉を吐くとは、度胸あるな。泣きそうだったくせに」

　志貴、気づいてたんだ。だから抱きしめてくれたとか？

　そう思うと、さっきまでの泣きたい気分はどこかに行ってしまった。なのに私はやっぱり素直になれなくて、憎まれ口を叩いてしまう。

「なっ、志貴の前で泣くわけないでしょ！　そろそろこの腕、解いてほしいんだけど」

　なぜだろう。志貴が相手だと、ついこんな素っ気ない態度をとってしまう。

「ホント、小町は素直じゃないな。まあそんなこと、ずっと前から分かってたけど」

「ずっと前？」

　なんでずっと前なの？　四日前の間違いじゃない？　おかしな志貴。

　クスッと笑い声を漏らすと、抱きしめられていた腕の力が緩められた。

「なんだよ。今度は笑ってるのか？　ホント小町って、おもしれーよな」

「それはお互い様でしょ」

「はんっ、勝手にほざいてろ。あ～あ、お前のせいで焼きそば、冷めちまったじゃねーか」

　そう言うと、志貴は私の頭を指先で弾く。

「私のせいってなによ」

　お返しと言わんばかりに、志貴の胸をドンッと叩く。でも志貴はなんでもなかったようにニヤリと笑みを見せると、私の腕を乱暴に捉えた。

「痛い」

「俺に手を上げるヤツには、罰を与えないとな」

「ふぇ？　罰……っ!?」

　その瞬間、私の唇は志貴のそれであっという間に塞がれてしまう。

　一度目のキスと同じく動けなくなってしまった私は、志貴が与える罰をただ受け続けていた。

　自分が今置かれている状況を把握する前に、罰という名の甘いキスはどんどん深さを増していく。「はぁ……」と息を漏らした隙間から志貴の舌が入ってきて、私の舌を見つけるとゆっくり絡め始めた。

　自分の志貴に対する気持ちもハッキリしないのに、志貴の強引さに私は彼の舌を容易に受け入れてしまう。

　志貴の気持ちも、まったく分からないのに……。

　一回目のキスのときもそう。私の意思は関係なく、いきなりキスをしてきた。

　あれは私の気持ちを静めるためのものだったけど、今回は罰だからか、与えられるキスも濃厚だ。

　志貴は〝罰〟という名目なら、好きでもない子にこんなキスができちゃうの？

　深いキスに次第に息が苦しくなってくる。酸素が足りなくなってきた脳は思考能力が鈍り、立っているのも精一杯。

　そんな私に気づいたのか、それとも〝罰〟が終わったのか、志貴の唇が名残惜しそうにゆっくりと離れていく。最後にチュッと音を立てて離された唇はしっとりしていて、まるで自分のものではないような痺れが残っていた。

　まだ志貴の顔は近くにあって、なんだか目を合わせにくい。俯いたまましばらくじっとしていると、志貴は私の耳元に顔を寄せた。

「巫女」

「え？」

「巫女になるんだよな？」

　それはまるで懇願されているようにも思える。

　志貴の吐息を耳に感じ身体の奥まで蕩とろけてしまった私は、一度だけコクンと頷く。

「了解。じゃあ明日の朝十時に、社務所に来い。一応、面接しなきゃいけないからな」

「うん、分かった」

　小さく返事をすると、志貴は「よし」と言って私の頭をポンとひと撫でし、向かいの席に戻っていった。




　塩焼きそばを食べ終わると志貴は後片付けまでしてくれて、機嫌よく帰っていった。

　私はというと、キスをされてからなんだかおかしくて、志貴が帰るまでの一時間弱のことをほとんど覚えていないという有り様だった。

「『後片付けは小町がしろよ』なんて言ってたのに……」

　志貴が座っていた椅子に腰かけると、テーブルに突っ伏す。

　目を閉じて意識を集中させると、頭の中に浮かんでくるのは、志貴とのキスシーン。そっと唇に触れ、そのときの感触を思い出す。

　志貴のしっとりと濡ぬれた唇は、私の唇を貪むさぼるように何度も何度も食はんだ。あれが罰なら苦痛なはずなのに、そんな苦しみは少しも湧き上がってくることはなかった。

　またあんなキスがしたい。だったら罰をまた与えてもらえるように、志貴になにか悪さをすればいいの？とまで思ってしまう始末。

「なに考えてんだろ、私」

　ふとそんな言葉が口から漏れると、一気に現実に戻る。

　志貴の気持ちが分からないのに、私はなにを勝手なことを思ってるんだろう。志貴にとってあのキスが、本当に単なる罰だったら？

　そう思うと切なくて苦しくて、胸が押しつぶされてしまいそう。

「志貴のバカ……」

　口から吐いて出た言葉は本心じゃないけれど、そうでも言わないと気持ちが収まらない。

『一カ月で志貴を落とす！』なんて自分で豪語しておきながら、キスくらいで動揺するなんて。本当にそんなことが、できるんだろうか。

　勝機がどこにも見当たらなくて、完全にトホホ状態だ。

「でも志貴のそばにいれば、なにかが変わるかもしれないよね」

　まだ正式に決まったわけじゃないけれど、巫女として仕事を始めれば、志貴といる時間は必然的に増える。志貴の近くでもっともっと彼のことを知っていけば、どこかに彼を落とす手段が見えてくるかもしれない。

　そんなことを考えていると、少しずつ切なさが解消されていく。

　あーだこーだと頭で考えるより、まずは行動。まったく畑違いの分野ではあるけれど、新しい職場？も決まりそうだし、ここは前向きにがんばるしかない。

「『為せば成る』って、ことわざもあるくらいだし」

　なにせ私の唯一の持ち味は、〝明朗快活〟。暗く考え込むなんて、性に合わない。

　ここは、やるしかないでしょ！

　気持ちを切り替えることに成功すると、顔を上げて椅子から立ち上がる。

「志貴、明日は十時に来いって言ってたよね？　なにを着ていこう」

『一応』なんて言っていたけど、面接は面接。それなりの格好をして行かないと。

　でも普段あまり服装に気を遣わないだけに、スーツは何着も待っていない。

「まさか会社を辞めるなんて思ってなかったしなぁ」

　ブツブツ呟きながらクローゼットまで行くと、勢いよく扉を開けた。










溢れる不安




「雨じゃなくてよかった」

　昨晩の天気予報で気象予報士が『この地方の明日の天気は雨です』なんて言っていたから心配していたけれど、日ごろの私の行いがいいからか、梅雨だというのに爽やかに晴れていた。

　アパートの玄関の外に出て空を見上げると、大きく深呼吸をして身体に新鮮な空気を取り込んだ。

「さて、そろそろ行きますか」

　クルリと反転し、玄関の鍵をかけると、もう一度身だしなみをチェックする。

　昨日選んだスーツは、カービーなシルエットのチャコールグレーのもの。パンプスは黒。足がキレイに見えるという、ヒールの高さが五センチのものを履いた。

「バッグも持ったし、これで大丈夫」

　チェックが終わるとバッグからスマートフォンを取り出し、香澄にメールを送る。

【今から華咲神社で、面接受けてくる】

　こんなに事が早く運んだのは香澄のおかげ。ホントはもっと伝えたいことがあるけれど、電話で話しだしたら止まりそうもないから、今はこれだけ。

　スマートフォンをバッグにしまうと、いつもは駆け足で下りる階段を慎重に下りる。

　たまには自転車で行くのもいいかと思ったけれど、いかんせん今日はバシッとスーツで決めている。お気に入りの赤い自転車を横目に通り過ぎると、華咲神社に向かって歩きだした。

「それにしても、今日も朝から暑いよね」

　梅雨とは名ばかりで、ここ何日かまとまった雨は降っていない。天気がよければ日中は、もう夏の暑さが身体を襲ってくる。

　冬生まれの私は、暑さが苦手。できれば涼しい部屋で過ごしたいけれど……。

「これからは、そんなことも言ってられないよね」

　今までの事務員とは違い、巫女の仕事はずっと屋内でってわけじゃないだろう。それに巫女の衣装って、きっと暑いよね。

「なんか、自信なくなってきた」

　神社に向かうスピードが、自然と遅くなっていく。

　腕時計を見ると、まだ午前九時三十分。余裕を持って家を出たから、のんびり歩いても全然間に合うけど。

　そういえば、面接って誰がするんだろう。やっぱり華咲神社で一番偉い宮司、志貴と千里さんのお父さん？　そこに千里さんくらいは同席するのかな？　もしかして志貴もいたりして。

　志貴から『巫女になれ』なんて言われたから、すごく安易な気持ちで面接に向かっているけれど、なんか急に緊張してきちゃったじゃない。

　次の角を曲がって少し行けば、神社の入口にある赤い鳥居が見えてくる。

『引き返すなら今よ！』なんて、私の中の弱い部分が頭をもたげてしまうけど、そんなことをしたら新しい自分に変わることはできない。

　それに昨日、『巫女になるんだよな？』と志貴に聞かれ、うんと頷いたのは私。巫女になると、志貴と約束したんだから……。

　スーツの胸元をギュッと掴むと、大きく息を吐く。

　自分を変えたいという思いは、そんな中途半端なものじゃない。恋と仕事を一緒にするつもりはないけれど、今回に限っては切っても切れない状況だ。

　絶対に巫女になって、変わっていく私を志貴に見てもらいたい。それが私の、志貴を落とすための唯一の方法なんだから。

　こうなったら、やるしかないっ！

　そう心に強く刻むと、神社に向かって一直線に歩きだした。




　華咲神社の赤い鳥居が近づくにつれ、階段の下に人影らしきものが見えてきた。それは右へ行ったり左へ行ったり、落ち着きなく動いている。

「誰かいる？」

　よく目を凝らして見てみると、白衣に浅葱色の袴をはいた神主だということに気がついた。

「あの袴の色……もしかして、志貴？」

　そう口から言葉を発したときには、もう私の足はパンプスを履いていることも忘れ、その人物に向かってまっしぐらに走りだしていた。

「志貴！」

　私の呼ぶ声に、志貴が足を止めてこっちを振り向く。その顔は安あん堵どしたようにも少し怒っているようにも見えた。

「小町、走るな。そんな靴で走ると転ぶぞ」

　志貴はそう大声で叫ぶと、腕を組んだ。

「だいじょーぶっ……」

　パンプスなのにダッシュしてしまったからか、鳥居手前の小さな段差につまづいて、身体が前に大きく傾いた。

「おいっ、危ない!!」

　志貴が私に向かって走りだす姿がスローモーションに見える。

　あぁ～、こんなときにカッコ悪い……と思いながらも、体勢を元に戻せないと悟った私は目を瞑り、次に来るであろう衝撃から身を守るように身体を縮めた。

　けれど私の身体に衝撃が走ることはなく、逆にたくましい腕と温かい胸に受け止められた。

「ったく。だから走るなって言っただろ、バカ」

「バカ……じゃないけど、ありがとう」

　私にしては、素直な返事してるんじゃない？

　しかもこのまま抱かれていたいと勝手なことも思ってしまい、自分で自分に呆れてしまう。

「ちゃんと来たな」

　志貴らしくない優しい声で言うと、私の背中をそっと撫でた。

「え？　なんで？」

「お前のことだから、来る途中で怖おじ気けづくんじゃないかと思って」

「そ、そんなこと……」

　ありました。

　図星をつかれて、返事がしどろもどろになってしまう。

　志貴ってなんでそんなに私のことが分かるんだろう。神主さんって、人の心を読むのに長けているとか？

　志貴のそんなところが、ちゃんと私のことを見てくれているって安心できる。

　段差につまづいて転びそうになったのを助けてもらっただけなのに、抱きしめられて『ちょっと嬉しい？』なんて思っている私は、やっぱり志貴のことを意識してるんだろうか。

「なあ小町。なんでそんなに抱きついてるわけ？」

「え？　ああぁ！　ご、ご、ごめんなさい」

　もう、私ったら！　志貴に抱きとめられて嬉しかったからって、どさくさに紛れて自分からギュッと抱きついちゃってた。

　恥ずかしさから顔も身体も一気に熱くなって、大慌てで志貴から離れようとしたけれど……。

「あ、あの、志貴？」

「なに？」

「離れられないんだけど……」

「だろうな」

　志貴はニヤリと意味ありげに笑うと、さらに強く私を抱きしめる。

　志貴のことだから、またなにかろくでもないことを考えてるんじゃないの？　いいや、絶対そうに決まってる。

　そう結論が出たところで、腕の戒めから逃れようとジタバタがんばってみる。だけど女の私の力では大した足あ掻がきにもならなかった。

「お前がどんなにもがこうと、俺からは逃げられないって分かんないの？　俺は男なの。その辺、ちゃんと理解しとけよ」

「じゃあなんで、『抱きついてるわけ？』なんて、疑問を投げかけてくるのよ」

「いや、ただなんでかな～って思っただけ。まさか小町、俺に惚れちゃったとか？」

「ほ、惚れるワケないでしょ！　誰が志貴なんか好きに……」

　最後はゴニョゴニョと言葉を濁して、その場を切り抜けようと思ったのに、志貴は少し身体を離すと顔をグッと近づけた。

「俺なんか好きに……なんだよ？　惚れたの？　惚れてないの？　どっち？」

「どっちって言われても……」

　そんなこと、今は考えたくない。それに、どう答えたってからかわれるに決まってる。

「早く答えないとここでキスするけど、いい？」

　なんで、そこでキス？　こんなところで、いいわけないでしょ。

　いろんな感情が入り混じり、どう答えていいのか分からなくなってしまう。

「返事がないってことは、キスしてほしいってみなしていいんだよな？」

「ちょ、ちょっと待って……」

　もうダメ。万事休す。

　……でもやっぱり、こんなところでキスは無理！と、首をブンブン振って拒絶してみたけれど、構わずどんどん顔を近づける志貴に、ギュッと目を瞑った。そして志貴の気配を唇のあたりに感じたとき……。

「あれ～。志貴と小町ちゃん、こんなところでなにしてるの？」

　背後から声をかけられ、私と志貴は弾かれるように身体を離す。急いで後ろを振り向くと、そこには楽しげに微笑む千里さんが立っていた。

「おい兄貴。いつからそこにいた？」

　志貴は怒っているような口調で言うと、大きなため息をつく。

「うん？　いつからって、いま来たばかりだけど。なになに、ふたりはいつから抱き合ってたの？」

「だ、抱き合ってたわけじゃないです。私が転びそうになったのを、志貴が助けてくれただけで……」

　慌てて弁解してみたものの、千里さんにはあまり効果がなかったみたい。

「へぇ～。で、お礼のチューしてたんだ」

　千里さんはそう言って志貴に近づくと、肩をトントンと叩く。

「まだ、してねーし」

「もう志貴！　余計なこと言わないでよ」

　恥ずかしすぎる。どっかこの近くに穴はない？　できればすぐにでも、入りたい気分……。

「やっぱり小町ちゃんはかわいいね。顔、真っ赤にして」

　千里さんは私を見ると、クスクスと笑いだした。

　真っ赤にさせたのは千里さん、あなたでしょ？　そこ、ちゃんと分かってます？

　頬を膨らませて、千里さんを軽く睨みつける。

「小町ちゃん、そんな睨まない睨まない。さ、みんな待ってるよ。行こう」

「え？　みんなって……」

　誰ですか？　そう聞こうと思ったときにはもう私の左手は千里さんに握られていて、引っぱられるまま、志貴を置き去りにして階段を登り始めていた。

「千里！　その手、離せ!!」

　後ろからは、志貴の大きな叫び声。振り向けば、志貴が血相を変えて階段を駆け上がってきて、私の空いている右手をパシッと掴んだ。

　当然私は両方から引っぱられる形になり、上にも下にも行けなくなってしまう。

「千里さんも志貴も。私はひとりで歩けるから、手を離して」

　だけど志貴も千里さんもお互い譲らず、膠こう着ちゃく状態が続く。

「兄貴が離せよ」

「いやいや、ここは志貴が離すべきでしょ」

「あ、あの……」

　私はどっちでもいいので。というか、ふたりとも離してくれれば万事オッケーなんだけど。

　なんて今のふたりに言っても、火に油を注ぐことになりそう。でもこの状態を早く打開したい。私は、いったいどうしたらいいのよ……。

　困り果ててうなだれると、階段の上から千里さんを呼ぶ声が聞こえた。

「千里さん、お電話でーす。すぐに戻ってくださーい」

「和歌ちゃん、ありがとう。あ～あ、残念だけど行かなくちゃ。ここはひとまず志貴に譲るかな。志貴、母屋の応接室でみんな待ってるから、小町ちゃんを連れてって。僕も電話が終わったらすぐに行く」

「ったく。兄貴も最初からそこで、おとなしく待ってればいいだろ」

「それは無理でしょ。僕も早く小町ちゃんに会いたかったからね。じゃ小町ちゃん、後でね」

「あ、はい……」

「さっさと行け」

　志貴の憎まれ口に怒ることなく爽やかな笑顔を見せると、千里さんは軽やかに階段を上がっていった。

　やっと左手が自由になって、安堵の息を漏らす。でも視線を落とすと、右手はいまだ拘束されたまま。

「ねえ。志貴はいつまで握ってるつもり？」

「さあ。俺の気が済むまで？」

「意味分かんないし」

　でも志貴ならそう言うだろうと思っていた私は、その手を無理に振りほどこうとはしなかった。そして右手から視線を上げ、階段の一番上を見つめる。

「ちょっと気になってることがあるんだけど」

「なに？」

「母屋の応接室でみんな待ってるって千里さんは言ってたけど、今日は面接なんだよね？　みんなって誰のこと？」

「それは……行けば分かる」

　物事をハッキリ言う志貴には珍しく歯切れの悪い言い方に、一抹の不安をおぼえる。

　そりゃあ行けば分かるだろうけれど、できれば事前に知って心の準備をしておきたい。だけど志貴のことだから、これ以上なにを聞いても無駄だろう。

　私はそれ以上追及するのを諦めて、志貴に手を引かれ、しぶしぶと母屋をめざす。

　その間、志貴はひと言も発することはなく、私も無言のまま、爽やかな風が吹き降りてくる階段をゆっくりと登っていく。

　最後の階段を登り終えると、繋いでいた手をパッと離された。ただ普通に握られていただけなのに、それがなくなってしまっただけで急に心細くなってしまう。

「なんて顔してんだよ」

「え？」

　いきなり振り向いた志貴が、私の顔を見て呆れたように笑う。

「たかが面接だろ。それに、だ……」

　途中で言葉を切った志貴は私に一歩近づいて、頭にポンッと軽く手を置いた。

「お前には俺がいるだろ」

　それだけ言うと頭から手を離し、クルッと元の向きに戻ってしまった。

『お前には俺がいる』。まさかそんな言葉が志貴から出てくるとは思ってもみなくて、嬉しいようなこそばゆいような複雑な気持ちになる。頭の中で志貴の言葉を反芻するけど、なかなか意味が理解できない。

　ねえ志貴。それは、どう解釈したらいいの？

　なんだか勘違いしてしまいそうだ。

「行くぞ」

　そうひと言だけ呟くと、志貴は母屋に向かって歩きだしてしまった。

　私の心を惑わすだけ惑わせて、その真意を教えてくれないから、いつも翻弄される。

　本当に、志貴は勝手。でも……。

　手が離れただけであんなにも心細かった気持ちが、今はどこにも見当たらない。なにか心強いもので包まれているように、気持ちが落ち着いていた。




　母屋に入るのは、今日が二度目。

　一度目は、いきなり巫女をやることになり、その衣装を着るためにお婆ちゃんのところへ行ったとき。でもそのときは玄関を入ってすぐに左奥の部屋に連れていかれたから、実際のところ部屋の配置は全然分かっていない。

　志貴の背中を追いながら辿り着いたのは、玄関を入って右の廊下を進んだ途中の部屋。神社内にある建物だから、もちろん純和風の家だけれど、そこだけ大正時代を思わせる洋風の大きな扉があって、その重厚感に思わず息を呑のんだ。

「はあ～」と大きなため息をつくと、扉に手をかけた志貴が振り返った。

「いいか、心して入れよ」

　え、なに？　それってどういう意味？　『心して入れよ』って、この扉の先にそんな危険なことが待っているわけ？

　突然言われた言葉に、足がすくんでしまう。

「し、志貴、私……」

「トイレなら後で。じゃあ開けるぞ」

「トイレじゃないし！　って、まだ心の準備が……」

　できてないのに。

　そう言う前に、無情にも扉は大きな音を立てて開いてしまい、私の緊張はピークに達してしまった。

　足は小刻みに震えだし、唇はパサパサ。緊張しすぎて頭は真っ白で、歩き方まで忘れてしまったのか、その場から一歩も動けない。

「おい、どうしたんだよ。心して入れって言ったのはな……」

　志貴が話している途中で扉がさらに大きく開き、その後の言葉は聞くことができなかった。

「まあぁぁぁ～、この子が志貴の連れてきた女の子？　千里から話は聞いていたけど、こんなにかわいい子なんて、お母さん嬉しいわ～」

　突如として現れた女性に身体中をあちこち触られる。

「え？　あの、これはいったい……」

　なにがどうなっているのかまったく理解できない私に、志貴が近づいて耳打ちした。

「だから、心して入れって言っただろ」

　志貴はため息混じりに言うと、少し申し訳なさそうに私を見つめた。

　てっきりなにか恐ろしいことが待っているんだと思っていたけれど、こういうことだったのね。

　確かさっき『お母さん、嬉しいわ』って言っていた。ということは……この天てん真しん爛らん漫まんさ爆発の女性は、志貴のお母さんなんだ。奥のソファに座っているのは、華咲神社の宮司さん……志貴のお父さんだよね。

　さっきまでの緊張はまた違う形となって私の中に舞い戻り、一気に顔がこわばってしまう。

　面接だろうとなんだろうと、まずは挨拶をしなきゃと口を動かそうとしても、カサカサの唇が邪魔をして言葉がなかなか出てくれない。

「は、はじめまして。真野小町と申します」

　やっとのことで名前だけ伝えると、目の前にいるお母さんの顔が今まで以上に明るくなった。

「まあ小町ちゃんって言うの？　古風でかわいらしい名前ね。野々宮小町……うん、ウチの名字ともピッタリだわ」

　ええ!?　なんでそこで、私の名前と野々宮を掛け合わせるの？　それじゃあまるで、志貴の恋人として紹介されに来ているみたいじゃない。

　今日の目的は面接。巫女になるためにここに来たのに、なにかおかしな方向に話が進んでいるような気がするのは私だけ？

「えっと、お母様？　私は今日ここへ面接に……」

「あれ？　母さんに志貴に小町ちゃん。こんなところでなにしてるの？　さあ、中に入って」

　またいきなり、千里さん登場。いつも絶妙なタイミングで現れるから、どこかで見てるんじゃないの？なんて、勘ぐってしまう。

　また話を途中で切られてしまい意気消沈する私を、千里さんが腕を引いて中へと導く。

　でも志貴はそれをよしとしなくて、私の腕に絡ませている千里さんの腕をパシッと弾き飛ばすと、私の身体を自分の方へ引き寄せた。

「俺が連れていく」

「はいはい。ホント、志貴は小町ちゃんのことになるとムキになるんだから」

「俺のどこがムキになって……」

「ちょ、ちょっと、志貴」

　そういうところが、ムキになってるって言われちゃうんだよ。

　千里さんに食ってかかろうとする志貴を手で制止すると、志貴はおもしろくなさそうにチッと舌打ちをした。

「小町ちゃんも大変だね。志貴みたいな子供に懐かれちゃって」

　千里さんが私の頭をポンポンと撫でる。

「はぁ!?　兄貴、今の言葉もう一度言ってみろよ」

「志貴なんかやめて、僕にしない？」

　千里さん、あなたっていう人は……。そういうことを言うから、志貴が反抗的な態度をとるんじゃない。

「小町。兄貴には近づくなよ。なにしでかすか、分かったもんじゃない」

　志貴は掴んでいる手を引いて私を自分の背中の後ろに隠し、千里さんから遠ざける。

「やれやれ。志貴は僕のことを、なんだと思ってるんだろうね」

　千里さんが呆れたような笑みを浮かべたとき、ソファに座っていた志貴のお父さんが手招きする。

「おい。そんなところで立ち話もなんだ。皆、こっちに座りなさい」

　そうだった。志貴のお母さんが突然現れてその無邪気さに驚き、千里さんが戻ってきて相変わらずの志貴とのやりとりにあたふたして、お父さんの存在を忘れかけていた。

「さあさあ小町ちゃん、こっちこっち」

　お母さんに促されるように座ったのは三人がけのソファ。志貴が隣に座っている。テーブルを挟んで前にあるもうひとつの三人がけソファには、お母さんと千里さん。そしてお父さんは、上座にあるひとりがけのソファに座っている。

　この状況を見て、『本当にこれが面接なの？』って思うのは、絶対に私だけじゃないはず。

　これはどう見ても、〝初めて彼氏の家に招かれた彼女〟の図、と言ったほうが当たっているような気がしてしょうがないんですけど……。

　でもこの場でそんな冗談を言えるわけもなく、緊張からひとりで硬くなっていると、お父さんが重々しい声で言葉を発した。

「小町さんと言ったかな？」

　名前を呼ばれただけなのに、身体がびくんと大きく跳ねてしまう。

「は、はい。真野小町と申します。今日は突然お邪魔して、申し訳ありません」

　自分でもなにを言っていいのか分からなくなってしまい、その場でペコリと頭を下げた。

「はははっ。なにもそんな硬くなることはない。早く顔を上げて、リラックスリラックス」

　あ、あれ？　なんだか急に雰囲気が変わった？

　恐る恐る顔を上げると、ニコニコと笑っている志貴のお父さんと目が合った。

「いや～、志貴がいきなり『巫女候補の女の子を連れてくる』なんて言い出したときには、正直どんな子が来るかと思っていたけれど、しっかりとした明るい子でよかった。はい、合格。小町さん、これからよろしくね」

「ご、合格、ですか？」

　面接らしいことをなにもしていないのに『合格』と言われ、びっくりしてキョトンとしてしまう。

「どうしたの、小町ちゃん。巫女になりたいから、今日ここに来たんでしょ？」

　千里さんにそう言われても、なんだかピンとこない。

「面接って言われてたから、こんなにあっさり決まるなんて思っていなくて……。本当に私なんかでいいんですか？」

「小町さんだから、いいんです」

　お父さんから返ってきた言葉は、意外なものだった。

「私だから、ですか？」

「そう。だったよな、志貴？」

「お、俺に振るなよ」

　お父さんが志貴を見ると、志貴はなにか都合が悪かったのか、サッと顔を背けた。

　なぜそこで志貴が出てくるの？

　理由が知りたくて志貴の顔を覗き込む。すると、志貴のある変化に気づいた。

「志貴、耳が赤くない？」

「っ!?　放っとけ！」

　志貴は耳を隠すと、私に背を向ける。

「なにか恥ずかしいことでもあった？」

「小町、お前なぁ。そういうこと言ってると、罰決定だな」

「罰って、私なにも……」

「そうよ、志貴。罰はかわいそうでしょ。せめて、お仕置きぐらいにしておいたら？」

　お母さん……。それ、どっちもあまり変わらないですから。

　心の中で、軽くツッコんでおく。

　お母さんのこの性格、なんとなく千里さんに似ていると思うのは私だけ？　この親にしてこの子ありって感じで、ちょっとおもしろいかも。

　思わずフッと笑みを漏らすと、志貴もフッと鼻で笑った。

「やっと笑ったな」

「ん？」

「ずっと緊張してて、顔がこわばってただろ？　お前の長所は明るくて元気なところ。笑顔が最高なんだから、そこ忘れんなよ。いいな？」

「う、うん」

　なによ、急にそんなセリフ。皆がいる前で、『笑顔が最高』なんて……。

　そんなに褒められると、なんだかこそばゆくなっちゃうじゃない。

　でもふと、千里さんが巫女の仕事について話してくれたとき、『巫女っていうのは、神社の顔と言っても過言じゃない』と言っていたのを思い出す。

　つまり神社のイメージを左右する巫女にとって笑顔は必須。だから志貴の言葉に特別な意味はないんだろうけれど……。

　それでも彼の言葉ひとつで私の心臓は高鳴り、胸に温かいものが込み上げてくるのを感じた。




「今日は、ありがとうございました。失礼いたします」

　志貴のお父さんとお母さんに頭を下げる。

「小町ちゃん。仕事は来週からだけど、いつ来てくれても構わないから。なんなら今からどこかで一緒にお食事でも……」

「母さん、それはまた今度でいいだろう。小町さん、来週からよろしく頼むよ」

　お父さんに握手を求められ、そっと手を差し出した。

「じゃあ俺、小町送ってくるから」

「ああ志貴、分かった。小町ちゃん、またね」

　優しい笑みで私を見る千里さんと目が合うと、彼にも頭を下げた。

「千里さんも、ありがとうございました」

　お父さんとお母さん、そして千里さんに挨拶を終えると、母屋を後にする。

「志貴も、ありがとう」

「なんだよ。そのオマケみたいな言い方は。やっぱりこれは罰が必要だな」

「オマケみたいな言い方なんて、してないでしょ。もう、すぐに突っかかってくるんだから」

　そう言いつつも、その〝罰〟がどんなものか気になるところ。

　またこの前みたいな甘い罰なら受けてみたい？　……嫌だ。どうしちゃったっていうの、私。

　ひとりでそんなことを考えて、頬がみるみる紅潮していくのが分かる。

「おいおい、なんで顔真っ赤にしてんだよ」

「な、なんでもない！」

「罰って言われて、またエロいことでも考えてたか？　しょうがないヤツだな」

「な、なによ……？」

　志貴は容赦なく私の腕を摘むと、階段の方ではなく、母屋の横にある倉庫らしき建物の裏へと私を引っぱっていく。そして私を壁に押しつけると、顔をグッと近づけた。

「なあ、どうしてほしい？」

「な、なによ、いきなり。どうしてほしい、って言われても……」

「言わなきゃ、俺のしたいようにするけど。いい？」

　今までに見たことない優ゆう艶えんな笑みを見せ、耳元で囁く志貴。

　そんなことを言われたって困る。

　黙ったまま俯くと、志貴の気配がゆっくり近づいてくる。

　ホントにキスされる!?っと思ったら、おでこを激しい衝撃が襲った。

「ばーか!!」

　なんで、ここでデコピン？

　どう反応したらいいのか分からず壁にもたれたまま呆然と立っていたら、薄く開いていた唇に志貴の唇が重なった。

　それはチュッと啄ついばむだけのキス。この前みたいな濃厚さはないけれど、いきなりされたキスにボーッと志貴の顔を見つめてしまう。

「小町。その顔、反則」

「はん、そく？」

「お前、俺も男だってこと忘れてるだろ？　ったく、俺以外のヤツにそんな顔見せたら罰じゃ済ませねーからな。いいか、覚えとけよ」

　志貴が男？　そんなこと、当たり前じゃない。忘れるはずないでしょ。それに『そんな顔』って、どんな顔？　ちゃんと説明してほしい。

　頭の中では言いたいことが次から次へと出てくるのに、『俺以外のヤツにそんな顔見せたら罰じゃ済ませねーから』の言葉に大きく反応した脳は、私を黙って頷かせた。

「そういえば、考えてみたらお前と連絡先交換してなかったよな？　ちょっとスマホ貸せ」

「う、うん」

　バッグからスマートフォンを取り出し、志貴に手渡す。志貴はすばやく登録を済ませると「よし、完了」と呟き、それを私に返した。

「俺からの電話は、三秒以内に出ろよ」

「うん、分かった……って、三秒以内？　三秒以内になんか出られるわけないでしょ。志貴、バカじゃないの？」

　志貴の俺様発言に自分を取り戻した私は、志貴に向かって大声を張り上げる。

「そんな大きな声出していいわけ？　ここに俺といることバレるぞ」

「あ……」

　慌てて両手で口を押さえると、志貴がクククッと声を押し殺して笑いだした。

「小町をからかうと、おもしれー」

「こっちは全然おもしろくない！」

　小さな声で叫ぶと、まだ近くにあった志貴の身体を押しのける。

「もう帰る」

「下まで送ってこうか？」

「子供じゃないんだから、いいです」

「そう照れるなって」

「照れてない！　ていうか、志貴もさっさと仕事に戻りなさいよ」

「はいはい、分かったって。じゃあ気をつけて帰れよ。また連絡する」

　そう言うと、私の頭に手を乗せてポンポンと優しく撫でた。

「う、うん。ありがとう……」

　いつも最後にはこうして優しい笑顔を見せてくれるから、調子が狂うし、ドキドキがハンパない。急に照れくさくなって、横を向き、志貴から視線を外した。

「仕事は、来週から。でも今週末に見せたいもんがあるから、予定空けておけ。日時はまた後で連絡する。いいか、俺からの電話は……」

「三秒以内に出ろ、でしょ。分かったわよ、ちゃんと出る」

「おお。なんだ、いい心がけだな」

　なによ、余裕たっぷりに鼻で笑って。カ、カッコいいじゃない……。

　さらに赤くなった顔を見られたくなくて、手にしていたスマートフォンをバッグの中にしまうと、その場から歩きだす。

　でも志貴はそんな私の気持ちに気づくはずもなく、「やっぱ下まで送るわ」と駆け寄ると、ごく自然に私の手を取った。

　こうやって手を握られるのは初めてのことじゃないのに、今日の志貴は積極的で、驚きのあまり足が止まってしまう。

「なにしてんだよ、さっさと歩け」

　志貴は振り向くと、私の顔を見て引く手を緩めた。

「だって、手……」

「繋いじゃいけないって？」

「そんなこと……ないけど」

　こうやって思わせぶりな態度ばかりとるから、私の頭はプチパニックを起こしてしまい翻弄される。

「なんかさ、小町の手を握ってると落ち着くんだよな」

　こっちは全然落ち着かないよ。

　高鳴っていく心臓が、自分でもハッキリ聞き取れるくらいバクバクと音を立てて速くなっていく。

　こっちの気持ちなんてお構いなしに歩きだす志貴に、付いていくしかない私の心は複雑だ。

　それにしても『落ち着く』って……。それ絶対に、私のことを恋愛対象に思ってないでしょ。落ち着くなんて思われてるようじゃ、まだまだ女としてはダメ。女を磨く努力と、巫女修行に真剣に取り組んで、一カ月で志貴を落とせるようにがんばらないと。

　心にそう決めると、繋いでいる手に少しだけ力を込めた。




　階段を下まで降りると、手を繋いだままの志貴が振り返る。

「今日はお疲れ」

「うん。じゃあ、連絡待ってるね」

「おう。三秒以内だからな」

「クドい」

　傍から見たら恋人同士が別れを惜しんでいるような光景に、笑いが込み上げる。一緒になって笑う志貴の顔を見ていると、これが現実のものになったらいいなって、そんな気までしてくるから不思議。

　でもそんな穏やかな時間は、私の後ろから聞こえた女性の声に突然終止符を打たれた。

「あれ？　志貴どうしたの？」

　その言葉と同時に、繋いでいた手がパッと離される。そして志貴は私から少しだけ距離を取ると、声のした方へ視線を向けた。

「おう、五い鈴すず。早かったな」

　五鈴？

　志貴の視線を追うように振り返れば、キレイな女性が手を振りながらこちらに向かって歩いてきていた。その美しさに思わず息を呑む。

　キレイな長い黒髪に、くっきり二重の切れ長な目。なのに冷たそうに見えないのは、艶やかな唇が優しく弧を描いていて、笑顔が素敵だからだろう。

「そう？　時間どおりだと思うけど。あ、こんにちは」

　あまりの美しさに見惚れて、その挨拶が私に向けられたものだと気づくのに数秒かかってしまった。

「こ、こ、こんにちは」なんて、マヌケな挨拶を返してしまう。

　恥ずかしい……と思っても後の祭り。逃げも隠れもできない私は、顔を赤らめ俯いた。

「かわいらしい人ね。志貴の知り合い？」

「ああ、コイツ？　来週からここで、常勤の巫女として働くことになったんだよ。五鈴の後輩だな」

　後輩？　ってことは、この人……。

「初めまして、白しら谷たに五鈴です。私は助じょ勤きん巫女で、いつもここにいるわけじゃないけれど、これからよろしくね」

　私に向けて差し出した五鈴さんの華奢な手に、自分の手を重ねる。

「あ、はい。私は真野小町といいます。こちらこそ、よろしくお願いします」

　五鈴さんと握手したまま、ペコリと頭を下げた。

「五鈴は助勤だけど、巫女舞を舞わせたら右に出るヤツはいないからな」

「そんな大げさなこと言って。小さいころからやってるから、ちょっと上手なだけよ」

「なに、謙けん遜そんしてんだよ」

「だって、ホントのことだし」

　五鈴さんはいつの間にか志貴の隣に立っていて、まるで恋人同士がじゃれ合うように会話を交わしていた。

　そこには、私の入る隙なんてまったく見当たらない。

　胸にチクッとした痛みを感じると、ふたりから視線を逸らした。

「じゃあ、私はこの辺で」

「え？　そうなの？　これから一緒に働くんだし、もしよかったら……」

「五鈴、コイツはいいの。小町、またな」

「う、うん」

　志貴は素っ気ない口調でそう言うと、五鈴さんを連れて階段を上がっていってしまった。

　ひとりポツンと置いて行かれる私。

　ものすごく寂しいんですけど……。

　ふたりの後ろ姿さえ見ているのが耐えられなくなって、回れ右をすると、一目散にその場を離れた。




　ひとつ目の角を曲がると、走っていた足はだんだん速度が落ち、終いには止まってしまう。

　なによ、志貴のあの態度。『早く帰れ』と言わんばかりに私を追い払って。五鈴さんが来る前と後では、全然態度が違うじゃない。

　ふたりがどういう関係か分からないけれど、五鈴さんは小さいころから巫女をしていたみたいだし、幼なじみ的な感じなのかもしれない。

　まさか恋人……なんてことないよね？　だって志貴、彼女はいないようなこと言っていたし。でも好きな人がいないとは言ってない。もしかして、志貴が四年前に好きになった人が五鈴さんとか？

　いくら志貴が俺様で意地悪なことばかり言ってても、私に嘘をつくような人じゃないと信じてる。けれど、あんなに仲がいい場面を見せられると、その気持ちさえ揺らいでしまう。

　なんなの、この気持ち？　まるでヤキモチを妬いてるみたいじゃない。

　胸の痛みは未だに消えてはくれなくて、ふたりの姿が頭に浮かべば、さらに胸はズキンと痛んだ。

　……私、志貴のことが好きみたい。

　五鈴さんが現れて、そのときの志貴の態度で自分の気持ちに気づくなんて……。

「志貴のバカ」

　最近口癖のように出るその言葉も、今は強さが足りない。

　いつまでもここに立っていてもどうしようもないのに、その場所から動けなくなってしまった。




　どれくらいの時間、ジッと立っていたんだろう。

　ときどき通り過ぎる人が不審そうな目で見ていくのに気づいたからか、時間が私の気持ちを少し穏やかなものにしてくれたからか、自分を取り戻すと、マンションに向かって歩きだす。

　別に、五鈴さんが志貴の好きな人だと決まったわけじゃない。幼なじみならば、仲がいいのだって頷ける。だけど……。

　五鈴さんが現れてすぐに離されてしまった手とほんの少し空けられた距離が、私の心にわずかな不信感を抱かせる。

　私と手を繋いでいるところを五鈴さんには見られたくなかった？　私の近くにいて、なにかを疑われるのが嫌だった？　だったら、最初から繋がなきゃよかったのに……。

「やっぱり志貴って、バカだよね」

　無理に笑ってみせると、目に滲んでいた涙をそっと拭う。

　志貴のことを好きだと気づいてしまったけれど、今すぐどうこうできるわけでもない。それよりも、今の私は巫女としての仕事を覚えることが先決。

「がんばらなきゃ」

　ひとりそう呟くと、無理やり自分を奮い立たせた。










俺様と王子様




　それから二日経った金曜日の午後。

　久しぶりの雨に降られ、特にやることもなく部屋でひとりくつろいでいた。

　ときどきボーッとして考えるのは志貴のことばかり。志貴のことを思えば必然的に五鈴さんも出てきてしまい、結局落ち込む羽目になる。

　テーブルの上に乱雑に置いてあるファッション雑誌に手を伸ばすと、表紙に書いてある『こんな日の彼氏との過ごし方』という特集記事が目に入る。

　特集ページを開き、彼氏もいないのに食い入るように記事を読んでいると、突然スマートフォンが鳴り響いた。

「わあっ!?」

　雑誌を読むのに集中していた私は派手に驚くと、テーブルの上のスマートフォンを手に取る。ディスプレイを見ると、そこに表示されていたのは……。

「志貴!?」

　大慌てで【応答】と書かれた文字をスライドすると、スマートフォンを耳に当てた。

《一秒遅いな》

　まだ『もしもし』とか『はい』とかひと言も発していないのに第一声がそれ？　しかも『一秒遅い』って、まさかちゃんと計ってたとか？

「三秒経ってなかったでしょ？」

《言い訳無用。明日、肩でも揉もんでもらうとするか》

　そう言う志貴は、いつもと変わらない志貴で、なんだかホッとする自分がいた。志貴の声を聞いただけで、曇りがちだった気持ちがパッと晴れていく。

「なんで私が、志貴の肩なんか揉まなきゃいけないのよ？」

《『俺の肩なんか』って、誰の肩なら揉むってんだよ》

「う～ん、例えば千里さんとか？」

《おい！　なんでそこで兄貴が出てくんだよ。お前まさか、アイツのことが好きになったとか言うんじゃないだろうな》

　千里さんの名前を出しただけで、そんなムキにならなくてもいいのに。

「さあ、どうでしょう？」

《お前なぁ～》

　ここで、『そんなことあるわけないじゃない。私が好きなのは志貴なんだから』とか言えちゃえば、気持ちもスッキリするんだろうけれど。

　志貴への〝好き〟という気持ちには、まだ気づいたばかり。だから、こんな志貴の気持ちを試すような、冗談交じりの受け答えしかできない。

　このままでは、おかしなことを言ってしまいそうで、わざと話を変えた。

「ねえ志貴。なにか用事があって電話してきたんでしょ？」

《ああ、そうだった。明日だけど、巫女舞を見せてやるから昼一時に社務所に来い》

「巫女舞？」

《まだすぐってわけじゃないけど、いずれ小町にも舞ってもらわないといけないからな》

「うん、分かった。でもそれって……」

『誰が舞ってみせてくれるの？』と聞こうとして、やめた。

　だってそれは、きっと五鈴さんだ。志貴の口から、彼女の名前は聞きたくない。別に名前を呼ぶくらい気にすることじゃないのに、今の私はそれさえも嫌だと思うほど心が狭い女になっていた。

《急に黙って、どうしたんだよ？》

「あ、ごめん。なんでもない」

　本当は、なんでもなくないんだけど……。嫌だな、こんな自分。

　グジグジしているのは性に合わないのに、この二日間、ひとりで考えては落ち込むの連続だ。ここまで卑屈になるのは初めてのことで、どう対処すればいいのか分からない。

　私って今まで、どんな恋愛をしてきたんだろう。

　もしかしたら私、今まで相手のことを本気で好きになったことがなかったのかもしれない。

《なんか小町、元気なくないか？　腹でも減ってんのか？》

「子供じゃないんだから、お腹減ったくらいで機嫌は変わりません」

《いや、小町ならありえるだろ》

　そう言って、志貴はクククッと笑う。

　志貴のせいでこんな状態になっているというのに、いい気なもんだ。

《また黙る。怒ったのか？》

「別に、怒ってませんけど」

《その言い方が怒ってるって言うんだよ。まぁいいや。今晩、飯でも食いに行くか？》

「え？」

《まだ何時に仕事が終わるか分かんねーけど、待ってられるなら連れてってやる》

　なによ、その上から目線の言い方は。ちょっと気に食わない。でももしかすると、私の様子が気になってご飯に誘ってくれているとか？　志貴ってそういうところ、けっこう敏感だから。

　だとしたら、断る理由はない。だって私の元気がない理由は志貴、あなたのことが気になってしょうがないから。その気持ちを解消できるのは、志貴しかいない。

　五鈴さんのことは気になるところだけど、志貴とふたりでいられれば、そのときだけは嫌なことも忘れられる。

「待ってられる……けど」

《マジでちょっと遅くなるかもしんねーけど、いいか？》

「大丈夫」

《よし。じゃあ終わったら連絡する》

「うん、分かった」

　スマートフォンを切ると、ひとり小さくガッツポーズを決める。

「やったぁ。志貴とご飯だ」

　勢いをつけてベッドにダイブすると、嬉しさから枕を掴み、右へ左へと身体を揺らした。

　志貴の言葉ひとつで、こんなにも気持ちが軽くなるなんて、私も大概、現金な女だよね。

　どうして誘ってくれたか、そんなことを考えるのは二の次。好きな人と一緒に入られる、その隣で同じ時と間きを過ごせるのはやっぱり嬉しい。

「そうだ。なにを着ていこう？」

　ピタッと身体の動きを止めると、ムクッと起き上がる。

　デートするわけじゃないから、そこまで気合を入れることはない。とはいえ、好きだと自覚した相手の前ではかわいくありたい。

　クローゼットの前に立つと、両開きの扉を力いっぱい開けた。

　先週まで彼氏がいたから、洋服に困ることはない。お気に入りのワンピースや、これからの季節のために買ったブラウス。次から次へと引っぱり出しては、ベッドの上に並べていく。

　でも、いざ着てみると、どれもこれもしっくりこなくて脱ぐ、の繰り返し。

「志貴ってどんな服が好みなんだろう……」

　結局、クローゼットの下側にある、普段着をしまっている引き出しに手を伸ばすと、一枚のチュニックを取り出した。なんの変哲もない無地の、でも胸元に緩くドレープが施されたブルーグリーンのそれを着ると、黒白チェックのクロップドパンツを合わせた。

「いいんじゃない？」

　今の私はこんな気分。志貴には変な見栄をはりたくない。特になんの飾りっけもないけれど、背伸びも気負いもないありのままの自分で勝負したい。こんな気持ちになったのは、生まれて初めてだ。

　メイクはシンプルに、髪は毛先を少しだけカールさせると手ぐしでふんわりひとつにまとめ、耳の高さくらいでポニーテールを作った。

「これでよしっ、と」

　鏡の前に立ち全身を映し出すと、等身大の自分がいた。

「まだ志貴が何時に来るのか分からないのに」

　用意万端で浮き足立っている自分に、笑いが込み上げてくる。

　早く志貴に会いたい。

　はやる気持ちをなんとか抑えると、志貴からの連絡を待つためにスマートフォンを握りしめた。

「悪い、待たせたな」

　志貴は車から降りると、私に駆け寄る。

《仕事が終わった》と連絡が来たのは、最初に電話があってから四時間後の午後八時。その間、志貴に会いたい気持ちが先走って、落ち着きなく部屋の中をウロウロしていたら少々疲れてしまった。

　でもそんな疲れも、志貴の顔を見れば一気に吹っ飛んだ。

「お仕事、お疲れ様」

　それはただなんとなく、ごく当たり前に口から出た言葉。仕事から帰ってきた父親に、よくそんなふうに言葉をかけていたから自然と出てしまった。

　でも志貴は一瞬驚いたように目を見開くと、ふいと横を向き、頭をガシガシと掻きむしった。

　あれ？　私、なんか言ってはいけないことを言っちゃった？

　でもそれがなんなのか分からず、首を少し傾げ覗き込むように志貴を見ると、首元に光るプレートネックレスに目を奪われた。

　そういえば今日の志貴、いつもより少しオシャレしてる？

　七分丈のＶネックボーダーＴシャツにカーキ色のチノパン。最初に目がいったプレートネックレスが、硬派な印象だ。

　もう何度か見ている志貴の私服姿だけど、好きと気づいてしまったからか、神主姿とのギャップにドキドキが止まらない。

　〝恋は盲目〟とはよく言ったもので、私服も神主姿もどっちもカッコいいんだけど。

「お前って、狙ってモノを言ってるのか？」

「なによ、それ。どういう意味？」

「なんて、小町にそんな技量はないか」

　そう言ってハハハッと笑うと、志貴は車に向かって歩きだした。

　今の会話のどこに、笑うツボがあったの？　それになんとなく、バカにされた感が否めない。

「なにやってんだ、早く飯食いに行くぞ」

　志貴は助手席側に立つと、ドアを開けて私を手招きした。

　なにそれ。今まで何度か志貴の車に乗ったけど、エスコートしてくれるなんて初めてじゃない？　こういうシチュエーション自体は初めてじゃないけれど、俺様な志貴にされると調子が狂うというか照れくさいというか……。

　早い話が嬉しくて、そそくさと車に近づくと、開いているドアの内側に立った。

「あ、ありがとう」

「いいえ、お姫様」

　志貴はにっこり微笑むと、私の手を取って甲にキスをした。それはまるで王子様さながらで、自分の身になにが起こったのか分からず言葉を失ってしまう。

　いきなり、どうしたっていうの？　志貴、どこかで頭でもぶつけた？

　表情や立ち姿だけでなく声色まで変わってしまって、今目の前に立っているのはまさしく白馬に乗った王子様そのもの。あまりにも素敵で思わずポーッと見惚れていると、志貴の表情が一転した。

「ぶっはははっ！　なんだよ小町、その素すっ頓とん狂きょうな顔は」

　あれ？　あれれれれ？　王子様はどこに行ってしまったの？

　さっきまで目の前にいた王子様は一瞬で元の俺様に変身してしまい、私を見て大笑いしている。

　遊ばれた……。

　志貴の意地悪にまんまとハマった私は、もう反論するのも疲れてしまい、「そうだよね。志貴は白馬に乗った王子様じゃなくて、白いライトバンに乗った俺様だもんね」なんて、意味不明の言葉を呟いた。

「なんだよ、それ」

「ああ、気にしないで。こっちのことだから」

「ったく。それにしても小町って、おもしろいくらい分かりやすい表情するのな」

　志貴は私に向かってスッと手を伸ばすと、指先で頬に触れる。その仕草に、トクンと心臓が跳ねた。

「ほ、放っといてよ」

「まあ、そう怒るな。うまいラーメン食わしてやるから」

「うまいラーメン？　志貴の奢り？」

「さあて、どうすっかな。とにかく早く乗れ」

　志貴に車の中へ押し込まれると、バンッと勢いよくドアを閉められる。

　車の前を通って運転席へ回る志貴を見ていたら、とても嬉しそうに笑っていて、その笑顔に心を奪われた。

　志貴って、こんな顔もするんだ……。でも、それはどうして？

　その理由を知りたくて、運転席に乗り込む志貴をじっと見つめてしまう。

「なんだよ」

「ごめん、なんでもない」

　振り向いた志貴の顔がいつもより男っぽく見えて、なにも聞けなくなってしまった。

「バーカ」

　頭をクシャッと撫でられて、胸が早鐘のように躍り始める。キュンとする胸はときどきズキンと痛みを放ち、私の気持ちを弄もてあそんだ。

「行くぞ」

「うん」

　素直にそう答えれば、志貴はフッと笑みを漏らす。

　とりあえず今は、この時間を楽しむことだけを考えよう。

　おいしいラーメンに思いを馳はせると、私も自然と笑みが漏れた。




　志貴に連れられてきたのは、最近、近所で話題になっているとんこつ長浜ラーメンのお店。昼時には長蛇の列ができるらしいけれど、夜も八時を過ぎているからか、そこまで混雑していなかった。

　すぐに案内されて、カウンター席で志貴と肩を並べる。少し動けば肩が触れてしまいそうな距離に、なんとなく落ち着かない。

「小町、なに食べる？」

　志貴にメニュー表を渡される瞬間、手が触れる。敏感になっている私の身体は小さくビクッと跳ねて、メニュー表を落としそうになってしまった。

「おっと。お前、なにしてんだよ」

「ごめん。ここ冷房がよく効いてて、手が震えちゃった」

　見え透いた嘘をついてみる。だって、『志貴の手が触れたからドキッとしちゃった』なんて正直に言えるはずない。

　とっさについた私の嘘を志貴がどう受け取ったのかは分からないけれど、「そっ」とひと言だけ言うと、ニヤリと笑い身体を寄せてきた。

「な、なに？」

「嘘つき」

「はあ!?」

　な、なんでいきなり嘘つき呼ばわり？　そりゃ確かに嘘はついたけど、どうして志貴に分かるのよ。まさか志貴、やっぱり私の心が読めちゃうとか？　それとも、また顔に出てる？

　ひとりであたふたしていると、志貴は店員さんを呼び、ラーメンを注文し始めた。

「長浜ラーメンふたつに、ひと口餃ぎょう子ざふたつ。あと、特製チャーハンもふたつ。以上で」

「はい!!　少々お待ちください!!」

　店員の威勢のいい声に少々驚きながらも、志貴に声をかける。

「ねえ志貴。私そんなに食べれ……」

「食え。てか、お前腹減ってんだろ？　金のことは心配するな。俺が誘ったんだ、奢ってやる」

　いやいや、心配しているのはお金のことじゃなくて、体型のことで……。

　志貴を一カ月で落とすんだよ？　気持ちのままに食べていたら、いつまで経ってもポッチャリから脱却できないじゃない。

　雅人さんの店でお肉をガッツリ食べる姿を見せてしまったから、大食らいのイメージがついてしまっているのかな。

「そういうことじゃなくて、女子的なことで……」

「はあ!?　女子的ってなんだよ」

「だから、その……体型を気にしてるっていうか、ダイエットしなくっちゃっていうか」

「ああ、そういうこと。だったら気にするな。俺はそんなこと、まったく気にしてないからな」

　志貴はあっさり言うと、真っ直ぐ前を向く。

「ええっと、それって……」

　どう解釈したらいいんですか？　志貴が気にしてないから、私は今のままでいいってこと？

　志貴のことが好きな私にとってはありがたい話だけど、素直に喜んじゃってもいいの？

　顔が勝手にほころんでしまい、志貴にバレないように少し俯くと、「いただきます」と言って目の前に置かれた餃子に手を伸ばした。

「それに、だ」

「ん？」

「巫女の仕事は、けっこうキツいぞ。授与所に座って御札やお守りを渡すだけが仕事じゃないからな」

「うん」

　この前、千里さんも、忍耐力・精神力・体力も必要とされる仕事だと言っていた。

　どれひとつ自信がないけれど、やると決めたからには手を抜くつもりはない。でも志貴の顔を見ると……。

「まあ俺の下で働くんだ。こき使ってやるから、そのつもりでいろよ」

　右の口角を上げて意味深な顔をしているから、どんなことをさせられるのかと不安になってしまう。

「なに黙ってんだよ。俺の下で働くのは不服か？」

「そんなことないけど」

「これからお前が覚えなきゃいけないことは、俺が全部教えてやる」

「全部……」

　全部ってどこまで？　巫女以外のことも全部？　それってもしかして、あんなことやそんなこと……って、私ってバカ？

　志貴のちょっとした言葉にそこまで想像してしまう自分に恥ずかしくなり、あまりにも短絡的な発想にフッと笑いが込み上げる。

「はい、お待ちっ」

　タイミングがいいのか悪いのか、チャーハンがカウンターに置かれると、笑っているのがバレないように顔の前で手を合わせた。

「いただきます」

「おう。まずは明日、巫女舞の練習するからな。いっぱい食べて、栄養補給しておけ」

　いきなり巫女舞の練習？　見学とは聞いていたけど、舞うなんて聞いてない。

　そう言いたくても、口の中にはチャーハンがいっぱいで、ただ志貴の顔を見て、目をパチクリすることしかできない。

「なんだ？　チャーハンうまいか？」

　違うし！　いやいや、チャーハンはおいしいけど、言いたいのはそこじゃなくて。

　うんうんと首を縦に振りながら、チャーハンを慌てて咀そ嚼しゃくして飲み込む。

「巫女舞の練習って、どういうこと？」

「どういうことって、まんまの意味だけど。午後から和歌ちゃんと五鈴が巫女舞の練習をするって言うから小町に見せようと思ったんだけど、どうせなら一緒に練習すればいいだろ？」

　……やっぱり五鈴さんもいるんだ。でも和歌ちゃんも一緒だし、彼女ばかりに気を取られていては進歩がない。

　仕事としては来週からだけど、私の巫女修行は明日からスタートとなりそうだ。

「だからいっぱい食べておけってことね」

「そういうこと。分かったら、さっさと食えよ」

　カウンターの上には長浜ラーメンも運ばれてきていて、頼んだものが勢揃いしている。もう一度「いただきます」と言うと、両手で丼を持ってスープをひと口すすった。

「おいしい」

「な。ここ来て正解だろ」

「うん！」

　席に着いたときは落ち着かなかった志貴の隣も、今ではすっかり慣れた。むしろときどき触れる肘が心地よかったりする。

　周りから見たら、恋人同士に見える？

　そんなことを気にしては、目だけキョロキョロ動かして周りを見てみる。

「替え玉あるってよ」

「そんなに食べれないよ」

　好きな人とのなにげない会話が、こんなにも楽しいなんて知らなかった。

「じゃあ俺だけ頼むぞ」

　へぇ～。志貴って細いのに、けっこう食べるんだ。

　こうやって知らなかった志貴の一面をゆっくり知っていきたい。ひとつずつ、ひとつずつ。

　もう夜の九時を過ぎているというのに店内は賑わっている。外を見ると数人だけど待っている人もいたから、私たちは食べ終わるとすぐに店を出た。

「こんな時間なのに、並んでる人がいるんだね」

「飲んだ後の締めのラーメンってとこじゃないか？」

「ああ、そっか」

　志貴の横に並んで駐車場まで行くと、当たり前のようにドアを開けてくれる。

「ほら、乗れ」

「う、うん。ありがとう」

　また『お姫様』とか言われるんじゃないかと身構えていたけれど、至って普通で拍子抜け。そのまま車に乗り込む。すると、ドアを閉めようとしたときに志貴のスマートフォンが鳴り始めた。

「悪い。ちょっと出るわ」

　そう言って志貴はドアを閉めると、車から少し離れてスマートフォンを取り出した。そしてディスプレイを確認すると、一瞬こっちを振り向き、すぐに背中を向けてしまう。

　なに、今の……。

　志貴が私を気にするような素振りを見せるから、誰から電話がかかってきたのか気になってしょうがない。

　もしかして、五鈴さん？　だって雅人さんや千里さんが相手だったら、私に背を向ける必要はない。背を向ける＝話している姿も見られたくない。つまり相手は女性ってこと？

　まだ背を向けて話している志貴を見るとため息が出て、俯いて視線をそらした。

　まだ五鈴さんと決まったわけじゃないのに、ひとりで勝手に勘ぐってひとりで勝手に落ち込んでしまう。志貴のこととなると、どうしても悪いほうへ悪いほうへと物事を考えてしまう。

　それだけ志貴のことが好きってこと？

　誰だって好きな人には、自分だけを見ていてほしい。ふたりでいるときには、誰にも邪魔されたくない。

　まだ恋人でもなんでもないのに、そんなふうに思ってしまう自分が嫌になる。

「勝手だよね」

　自嘲気味に笑うと、視線を自分の手元に戻した。

　しばらくして志貴が車に戻ってくると、運転席に乗り込む。

「待たせたな」

　志貴は言葉短めに言うと、エンジンをかけてすぐに車を走らせた。

「腹、膨れたか？」

「うん」

　本当は普通でいたいのに、電話のことが気になって、返事が素っ気なくなってしまう。

　そんな私になにかを悟ったのか、志貴がすかさず言葉を返す。

「なんか怒ってんの？」

「別に」

　怒るなんてお門違いなのに、電話のことになにも触れない志貴にムッとしているのかもしれない。

　だったら自分から聞けばいいじゃない、『さっきの電話は誰から？』って。

　でも彼女でもないのにそんなことを聞いて、志貴に嫌われたくない。でも、やっぱり知りたい。

　私、矛盾してる……。

「はあ～」と大きなため息をついて、「あっ」と両手で口を押さえた。

「なんだよ、そのデッカイため息」

　志貴は怒ったように言うと、助手席のシートに手を置いて顔を近づける。

「いや、自分で自分が分からなくなっちゃって」

「は？」

「自分の気持ちを持て余すというか、なんというか……」

「そんなの俺も同じだよ。毎日なにやってんだ、俺……ってな。でも、そういう時間も大切じゃね？　焦ったっていいことないし」

　身体を運転席のシートに戻すと、志貴は大きく伸びをした。

「そんなもの？」

「そんなもんだろ」

　焦ったっていいことない……か。それもそうかもしれない。

　志貴と出会ってまだ一週間。最初は『なによ、この人』なんて思っていたけど、急速に心が動いてしまって、気づけばこんなにも好きになっていた。

　だけどどうしていいのか分からなくて、ひとりで勝手に考え込んで……。気持ちばっかり焦ってしまって、肝心なことを忘れてしまっていた。

　志貴を落とすって決めたからには、つまんないことは考えず、今はただ志貴のそばにいればいいじゃない。

　志貴に気づかれないようにコクンと小さく頷き、決心を固める。

　急に気分がシャキッとして背筋を伸ばして前を見ると、アパートが視界に入ってきた。

「着いたぞ」

　行きは緊張していたからか、遠いと感じたラーメン屋までの距離は意外と近かったようだ。

　もう少し、一緒にいたかったのに……。

　ふと沸き起こる寂しさに、身体が勝手に動きだす。志貴の左腕を掴むと、自分でも想像していなかった言葉が口から飛び出した。

「ウチ、寄ってく？」

　……って、なに言っちゃってるの私!?

　自分の中にこんなことを言える能力があったことに驚く。でも志貴は私以上にびっくりしているようで、しばらく私の顔をじっと見つめるとハッとして身体を離した。

「きょ、今日はやめとくわ。我慢できる自信ねーし」

「我慢？」

「いや、こっちの話」

　そう言って頭を掻くと、目を逸らす。

『こっちの話』で、『我慢』？　志貴はいったい、なにを我慢するつもりなんだろう。

　小首を傾げ、上目遣いで志貴の顔を見る。

「だからそれ、意図的にやってんの？　んなわけないか。まったくお前ってヤツは、昔も今も変わんねーな。俺の心にズカズカと入ってきやがる」

「昔ってなによ？　さっきから言ってること、全然分かんないんだけど」

「今はまだ分かんなくていーよ。バーカ」

　志貴は私の両頬を摘むと、それを横に引っぱってからピンッと離した。

「イタッ。暴力反対！　私も一応、女なんですけど」

「こんなの暴力って言わねーだろ。へぇ～、小町も女ねぇ……」

　なんて言いながら、好奇心に満ちた目を私に向けた。

「な、なによ」

　その目がなにを語っているのか、なんとなく分かって、身体を近づけてくる志貴から距離を取る。とはいえ、ここは狭い車の中。すぐに背中がドアにぶつかってしまった。

「ちょ、ちょっと志貴？　身体が近いんだけど……」

　そんなに近づかれたら、高鳴る心臓の音が聞こえてしまいそうで恥ずかしい。

「小町が女ってとこ、見せてもらおうと思って」

　志貴は妖よう艶えんに微笑みながら、耳元に顔を寄せた。そして、耳にふ～と息を吹きかけると……。

「うっそ」

「え？」

「お前が女なのは分かってる。だから困ってんだし」

「私が女だと、なにが困るのよ」

「ああー、もうその話は終わりだ、終わり。どうせまた明日会えんだろ。さっさと寝て、明日に備えろ、バーカ」

　志貴はその場の空気を変えるように、顔の前で手をパタパタと振った。

「またバカって言った！」

　志貴の肩を叩こうとして、その手をあっさり取られてしまう。

「〝バカな子ほどかわいい〟って、よく言うだろ。じゃあな、おやすみ」

　手を引いて顔を寄せると、志貴は私の頬にキスを落とした。

「おや、すみなさい……」

　車から降りると、振り返り、志貴を見る。

　いつの間にかウインドウを開けていた志貴は、小さく手を振ると「早く寝ろよ」の言葉を残して、その場を去っていった。

　志貴の車が見えなくなると、階段を駆け上がり部屋へと急ぐ。

「あぁ、もう！」

　動揺しているからか、鍵が鍵穴になかなか入らなくて焦る。やっとのことで鍵を入れると、ガチャガチャと慌ただしく扉を開けた。

　靴を乱雑に脱ぎ捨てると、ベッドめがけて走り、その上に大きくダイブする。

「もう、なんなのよ！　あんなことされたら、寝られるわけないでしょっ!!」

　布団をボフボフ叩くと、クルリと仰向けになり天井を仰ぎ見た。

　そこに浮かび上がるのは、コロコロ変わる志貴の顔。妖艶に微笑んだと思ったら、からかうように『バカ』って言ったり。あげく、『バカな子ほどかわいい』なんて言ったときには愛おしそうに私を見つめるもんだから、呆然としてしまった。

　でも、それってどういう意味？

『バカな娘ほどかわいいんだぞ』

　それは、まだ私が子供のころに、父親がよく言っていた言葉。

　それと同じこと？　だとしたら、志貴は私を子供扱いしてるのかな……。確かに、『エッチができますように』なんて、二十四にもなって神様にお願いしちゃうような女、どう見ても子供っぽいよね。

「はぁ～。なんで私、志貴にあんなこと話しちゃったんだろう」

　腕で顔を隠すと、大きくため息をつく。

　いくらイケメンでいい人だったからって、自分の恋愛遍歴を全部話すなんてどうかしてるでしょ。しかも蓋ふたを開けてみれば、とんでもない俺様。意地悪で勝手なことばかりしては、私を翻弄する。

「でも、好きになっちゃったんだよね」

　顔から腕を下ろし、志貴がキスをした頬に手のひらを当てた。

　志貴にとってキスなんて、大したことないのかな？

　あまりにも自然に、ごく当たり前のようにいつもキスをするから、真意を計りかねる。

　でも嫌われてはいないよね？　だって挨拶代わりだとしても、嫌いな人にはキスなんてしないもん。……これがいつの日か、お互いを想い合ってするキスになればいいな。

　そんなことを考えていると急にまぶたが重くなってきた。

　また明日、志貴に会える。どんな一日になるのかなぁ……。

　薄れゆく意識の中、浮かんでくる志貴の笑顔にもう一度「おやすみ」と言うと、ゆっくり目を閉じた。










雨と化粧と黒髪と




　昨晩、早く寝てしまったせいで、神社に行くのは午後からだというのに早起きをしてしまった。目覚めもよく、普段ならありえないほど身体も軽い。久しぶりにぐっすり眠ったという感じだ。

　ベッドから降りて部屋のカーテンを開けると、外はあいにくの雨。

「やっと梅雨らしくなってきたか」

　梅雨入りしてから、雨らしい雨は降っていなかった。『水不足』なんて言葉もニュースの中でちらほら耳にしていたから恵みの雨なんだろうけれど、神社まで歩いていこうと思っていたから、今日はご遠慮願いたかった。

「お腹空いた」

　昨晩、志貴に奢ってもらってお腹いっぱい食べたというのに、朝になればやっぱりお腹は空くわけで……。キッチン脇の棚に行くと、菓子パンを手に取った。

　今朝は、大好物のメロンパン。そしてメロンパンのときの飲み物は、一番相性がいいと思っている牛乳と決めている。

　コップになみなみと牛乳を注ぐと、椅子に座り、手を合わせた。

「いただきまーす」

　こうして私の一日がスタートする。

　あまり行儀がいいことではないけれど、左手にメロンパン、右手には情報誌。それを読みながらパンを頬ばっていると、隣の部屋からメール着信を知らせる音が聞こえた。

「こんな朝早く、誰からだろ」

　雑誌をダイニングテーブルに置くと、メロンパンを手にしたまま隣の部屋に移動する。

　テレビボードに置いてあったスマートフォンを手に取ると、メールを確認した。

「志貴だ」

　午後には神社に行くというのに、なんでこんな時間にメールしてきたんだろう。

　なにか緊急に知らせることがあるのかも、と内容を確認すると、そこには……。

【小町、午前中予定ある？　なかったら、予定より早めにこっちに来てほしいんだけど】

　そう書かれていた。

　ついこの前みたいになにか手伝わされるんじゃないかと、勘ぐってしまう。

　でもまあ来週から奉ほう職しょくも決まっていることだし、もし手伝いだとしても断るのは気が引ける。

【予定はないけど。なにかあったの？】

　返信すると、すぐにスマートフォンが鳴り始めた。

「な、なにっ!?」

　ディスプレイを見ると、志貴の名前が出ていて、慌てて電話に出る。

「もしもし？」

《あ、俺、志貴。朝早く悪いな》

「もう、朝からびっくりさせないでよ」

《びっくりってなんだよ？》

「だって、いきなり鳴りだすから驚いたんだもん」

《お前はバカか。電話なんていきなり鳴るに決まってんだろ、ったく。そんなことより、和歌ちゃんが風邪ひいて休むことになってさ。悪いけど、今日から仕事でもいいか？》

「え？　い、いいけど、すぐには出れないかも」

《なんで？》

「昨日の夜、帰ってすぐ寝ちゃって……」

《分かった。じゃあ二時間後、九時に迎えに行く。それまでに用意できるか？》

「用意はできるけど、いいよ。自分で行くから」

《雨降ってるし、今日は迎えに行く。家で待ってろ》

　そう言うと、志貴は私の返事も聞かず電話を切ってしまった。

「相変わらず勝手なんだから」

　スマートフォンを見つめて呟くと、洗面所に向かう。

「うわぁ……」

　鏡で自分の顔を見て、げっそり。お風呂に入らなかったのはもちろん、顔さえも洗ってなかったから肌はボロボロで、髪はボサボサ。

「やっちゃった。これは急いで支度しなくっちゃ」

　鏡の中の自分にハッパをかけると、バスルームに急ぐ。

　熱いシャワーを頭から浴び、ささっと顔と身体を洗う。本当ならばもう少し丁寧に洗いたいところだけど、今はその余裕がない。

　まだ二時間あるとはいえ、女の支度には時間がかかる。シャワーだけに時間をかけていては、後が詰まってしまう。

　それでもシャンプーだけはお気に入りの香りのものを使って念入りに髪を洗うと、焦っていた気持ちが少しだけ緩和した。

　バスタオルを身体に巻いて、ドライヤーで髪を乾かす。ある程度乾いたらそのままの格好で部屋に戻り、ドレッサーの前に座った。

　巫女といえば、薄化粧？　バッチリメイクの巫女さんなんて見たことないもんね。

　普段より控えめな化粧をし、髪を整えようとして手を止めた。

「今日から仕事って、巫女の格好するのかな？」

　巫女といえば、長い黒髪を後ろでひとつに束ねるイメージがあるけれど……。

「アハハ。黒髪には程遠いよね」

　頬にかかる髪をひと束掴むと、目の前に透かす。髪の色は少し明るめのブラウン系だし、長さはセミロング。誰にもなにも言われてないけれど、こんなんで巫女やって大丈夫？

　そういえば五鈴さん、すごくキレイな髪だったなぁ。巫女が着る白の小袖と緋袴に、サラサラの黒髪はきっとよく映える。それに比べて私ときたら……。

「って、また弱気になってどうするのよ。がんばるって決めたじゃない。さっさと用意しよ」

　鏡に映る自分に言い聞かせると、髪を後ろでひとつにまとめた。




　支度が整ったのは、志貴が迎えに来る三十分前の八時半。まだ時間があるというのに、そわそわして落ち着かない。

　外で待っていようかとも思ったけれど、起きたときよりも雨の勢いは増している。玄関で靴を履くとその場にしゃがみ、ドアの向こう側から聞える雨音を聞いていた。

　雨音に混じって、車がアパートの前を走り過ぎていく音がときどき聞こえてくる。タイヤが道路に溜まった雨水を巻き上げて、ジャージャーとけたたましい音を立てていた。

「収まる気配ないよね」

　ポツリと呟いて時計を見れば、まだ十分しか経っていない。

　時間って早く経ってほしいときに限って全然進んでくれなくて、気ばかりが焦ってしまう。

　早く志貴に会いたいのに……。

　志貴は『家で待ってろ』と言ってたけど、こんな気持ちのままここで座ってるくらいなら外で志貴を待つ？　自転車置き場なら雨もしのげるだろうし、志貴が迎えに来てくれたら、すぐ車に乗り込める。

　立ち上がると、棚の上に置いていたカバンを手にし、外へ出た。

　早朝から降り続いている雨は、共同廊下の軒下も濡らしている。なるべく内側の壁近くに立ち、鍵を閉めた。

　自転車置場までは、階段を降りればすぐ。

「傘は差さなくてもいいか」

　カバンと傘を抱え、階段を駆け下りたけれど……途中で足を止めた。

「え？　なんで……」

　アパートの前に、見覚えのある白いライトバンがハザードランプを点滅させて停まっていた。志貴、なんで？

　びっくりしすぎた私は息をするのも忘れて、立ち尽くしてしまう。

「小町、なに突っ立ってんだよ！」

　私に気づいた志貴は、車から慌てて出てきて傘を差すと、私に近づいてきた。

「なんで傘持ってんのに差さないんだよ！」

　傘を私の頭の上に差し出し、雨から守るように身体を抱き寄せた。

「い、いつからいたの？」

「は？　俺？」

「ここには志貴しかいないでしょ」

「だな、って話は後だ。車に乗れ」

　志貴はそう言って私を助手席に乗せると、リアシートでなにかを探しだした。

「お、あったあった。ほら、これで拭け」

　ポイと手渡されたのは、『粗品』と印刷された熨の斗しが巻かれているタオル。それをじっと見ていると、志貴が私の頭を小突いた。

「なに見てんだよ。さっさと拭け、風邪ひくぞ」

「う、うん」

「新品だから安心して使え」

　志貴は私からタオルを取り上げると、熨斗を破りビニール袋からタオルを取り出す。そしてタオルを私の頭に乗せると、ワシャワシャと拭き始めた。

　志貴、まるでお父さんみたい。

　忙せわしなく世話をする姿がおかしくて、クスリと笑うと、志貴の手が止まる。

「なに笑ってんだよ？」

「なんでもない」

「……ったく、こっちの気も知らずにいい気なもんだ。自分で拭け」

　ブツブツ文句を言いながら、志貴はタオルを私の顔にバサッとかぶせた。

「も、もうっ。化粧が落ちるじゃない」

「化粧してもしてなくても、大して変わんないだろ」

「それは……」

　そうかもしれないけど、女にとって化粧は一種の武器みたいなもの。特に好きな人の前では、キレイでいたいと思うのが女心だ。

　まあ今日は薄化粧しかしてないから、武器にもならないけれど。

　車はいつの間にか走りだしていて、途中にあるコンビニの駐車場に入った。

　志貴、なにかいるのかな？

　黙って車から下りた志貴を目で追っていると、コンビニに入った志貴が入口付近でなにかをしてすぐに出てきた。その手にはカップらしきものが握られている。

　小降りになった雨の中、小走りに車に戻ってくると、そのカップのひとつを無造作に私の前へと差し出した。

「身体あっためろ」

　カップを受け取ると、コーヒーのいい香りが漂ってくる。

　最近どこのコンビニでも見かける、その場で一杯ずつ豆を挽ひいてドリップして出てくるコーヒーマシン。淹いれたての香りが楽しめると評判で、実は私もよくお世話になっていた。

『身体あっためろ』なんて、わざわざ私のために買ってきてくれたの？

　志貴を見れば、何食わぬ顔でコーヒーを飲んでいる。身体が温まる前に心がほっこり温まってしまい、嬉しさから顔が勝手にほころぶのを抑えられない。

　志貴にそれがバレないように目線を外に向けると、しばらく閉じていた口を開く。

「ねえ、いつから待っててくれたの？」

「あ？　あぁ……。八時半ちょい前くらいからかな」

「そんなに!?　だったら連絡くれればよかったのに」

「そんなことしたらお前、急ぐだろ。早く行ったのは俺の勝手。お前が気にすることじゃない」

　そう言われたら、なにも言い返せない。でももうひとつ、気になっていることがあり、顔を志貴に戻すと、彼を見つめる。

「なんでそんなに早くから待っててくれたの？」

「そ、それはだな……」

　志貴は言葉を詰まらせると、一度だけ咳せき払ばらいをしてから言葉を続けた。

「お前を待たせたくなくて。つーかほら、雨降ってるだろ。濡れたら風邪ひいたりして、仕事に支障が出るかと……」

「結局、濡れたけどね」

「それはだなっ……」

「はいはい。私がわるーございました。志貴、ありがとうね」

「あ、あぁ」

　仕事に支障が出る、かぁ。でも最後、言葉を濁していたような……。本当は心配で、早く迎えに来てくれたとか？

　志貴の照れたような顔が、それが真実だと語っているようにも見える。

　勝手にそう思っちゃうからね。

　冷えていた身体はいっそう熱を帯び、コーヒーをひと口飲むとその熱は全身へと広がっていった。




「小町ちゃん、待ってたよ～」

　社務所に入ると、待ち構えていた千里さんにいきなり抱きつかれ、熱烈な歓迎を受ける。

　ともすればキスされてしまいそうな顔の近さに驚いていると、志貴に腕を引かれ千里さんから離された。

「兄貴、いい加減にしろよ。これから毎日、こんなことするわけ？」

　私を背中の後ろに隠すと、志貴は千里さんの前に立ちはだかる。

「えぇ～、いいじゃないか。小町ちゃんは、みんなのモノだろ？」

「みんなのモノじゃないから」

「へぇ～。じゃあ誰のモノなの？」

　千里さんのいつもの挑発に志貴は眉をピクッと動かすと、ニヤリと笑ってみせる。

「兄貴のモノじゃないってことだけは確かだな」

「今のところはね」

　ふたりの間に、バチバチと火花が散っているように見えるのは私だけ？　ホント、相変わらずこのふたりは……。私は誰のモノでもない。でもまあ欲を言えば、志貴のモノになりたいけれど……って、本音が出ちゃった！

「小町。顔が気持ち悪い。またひとり妄想中か？」

　いつの間にこっちを向いたのか、志貴は私の顔を見ると呆れたように肩を落とした。

　ヤバッ。考えていることが顔に出ると言われてから、気をつけているつもりだったのに。

　志貴のことを考えると、いいことも悪いことも頭の中が妄想でいっぱいになってしまい、止まらなくなってしまう。

「まあまあ、志貴。妄想は個人の自由だ。その楽しみを奪うのはどうかと思うよ。でもその妄想、僕とのことだと嬉しいんだけどなぁ」

　そう言いながら私に近寄ろうとした千里さんを、志貴がまた制止した。

「兄貴のその楽天的な考え方、うらやましいよ。でも残念ながら、小町の妄想相手は兄貴じゃない」

　志貴は千里さんに向かって自信ありげに言うと、私を振り返る。

「な？」

『な？』って満面の笑みで言われても困る。例えそうでも、この場で正直に『うん』だなんて頷けるわけないでしょ。

「まあ小町ちゃんの気持ちはおいおい変えていくことにして。さて、これからは仕事の話」

　千里さんが真面目な顔を見せると、その場の空気ががらっと変わる。

「あ、はい」

　そうだった。いきなり千里さんに抱きつかれたから忘れかけていたけれど、今日は仕事に来たんだった。

「志貴はこれからご祈祷だろ？　早く行かないと」

「分かってるって。小町、昼から巫女舞だかんな」

「はい」

　祈祷の時間が差し迫っていたのか、志貴はそう言うとすぐに部屋を出ていってしまった。

「小町ちゃん、ごめんね。ホント志貴は慌ただしくって」

　千里さんは志貴が開けっぱなしにしていったドアを閉めると、クルリと私に向き直る。

「はぁ……」

　志貴に負けず劣らず、千里さんも慌ただしいですよ……なんてことは、口に出して言えない。

　どうやら午前中は、千里さんにいろいろと教えてもらうらしい。

　千里さんに続いて社務所内の部屋を移動すると、六畳ほどの和室に到着する。

「はい、ここが女子の更衣室兼休憩室。といっても、常勤の巫女は和歌ちゃんと小町ちゃんだけだから、けっこう広いでしょ。あ、ときどきもうひとり使うけどね」

「五鈴さん、ですか？」

「あれ、五鈴のこと知ってるの？」

　不思議そうな顔をする千里さんに、視線を逸らしてから頷いた。

「ふ～ん、そっか。知ってるなら話が早い。五鈴は近所に住んでて、俺たちとは幼なじみでね。家族ぐるみの付き合いなんだ」

　やっぱり幼なじみだったんだ。しかも家族ぐるみの付き合いなら、あの仲のよさも頷ける。

　だけどあのふたり、それだけじゃないような……。

　初めて五鈴さんに会ったとき、志貴は私と一緒にいるところを見られたくなかったみたいだし。ふたりが仲よく話す空間には、私の入る隙が少しもなかった。

　勘ぐりすぎかもしれないけれど、どうにも気になって仕方がない。

「小町ちゃん？　どうしたの？」

「え？」

　突然グイッと顔を覗かれて、自分がまたひとりで考え事をしていたのに気づく。

「すみません、ボーッとしてしまって」

「まだ仕事中じゃないし大丈夫。でも仕事中は集中してね。じゃあ説明を続けるよ」

　千里さんはそう言うと私の頭をポンポンと撫でて、部屋の奥にあるロッカーを指差した。

「一番右が小町ちゃんのロッカーね。あそこにかけてある巫女の装束が小町ちゃんのだから」

「私のですか？」

「そうだよ。緋袴の内側に、ちゃんと刺し繍しゅうで『小町』って名前が入ってるから」

　千里さんに促されて装束があるところまで行き、手に取る。帯の内側を見ると、千里さんの言うとおり白い糸で名前が刺繍されていた。

「普通の会社で言う制服になるわけだけど、慣れるまでは動きにくいかな」

「がんばります」

「まあそんなに気負わなくても、気軽にね」

　そう言われても……。

　華咲神社に面接に来たのが三日前。そこであっという間に奉職が決まり、今日から仕事になったのは今朝決まったばかりなのに、もう装束が用意されていて丁寧に刺繍で名前まで施してある。

　この部屋に連れてこられるまではあまり緊張もなかったけれど、こんな対応をしてもらったら、皆さんの期待に応えなきゃという思いが沸々と湧き上がってくる。

「着付けは分かる？」

「はい！　……といっても、この前お婆様に着付けてもらった、見よう見まねですけど」

　結局のところまだいまいち分かっていないのに、元気よく『はい』と言ってしまった自分が恥ずかしくて俯くと、千里さんは笑いながら私に近づいて、巫女の装束を取り上げた。

「しょうがない。じゃあ僕が着付けてあげる」

「えぇ～!?　そ、それはちょっと困ります。そ、その、下着姿は見せられないというか……」

　どうやって断ったらいいのか分からず、しどろもどろになっていると、私の肩に手を乗せた千里さんが声高らかに笑い始めた。

「はははっ!!　冗談だよ、冗談。そんなことして志貴にバレたりでもしたら、命がいくつあっても足りないからね」

　言い終わってもヒィヒィと笑っている千里さんを見て、またからかわれたんだと頭を抱える。

「もう。千里さん、装束返してください」

「はいはい、どうぞ。でもそうだなぁ、全部着終わったら呼んでくれる？　廊下で待ってるから」

「わ、分かりました」

　しぶしぶ答えると、千里さんはもう一度私の頭を撫でて部屋から出ていった。

「はぁ～、疲れた……」

　千里さんって掴みどころがないっていうか、なにを考えて行動しているのかよく分からない。悪い人ではないんだろうけど……。それに、『命がいくつあっても足りない』って、志貴にバレても、そんな大げさなことにならないでしょ。

「だって付き合ってないし」

　廊下にいるであろう千里さんに聞こえないように、ボソボソと独り言を呟きながらカバンをロッカーにしまうと服を脱ぎ始める。

　下着姿になると、お婆ちゃんに『足袋から履くんだよ』と言われたことを思い出した。

「これ、なかなか難しいんだよね」

　慣れない足袋に四苦八苦しながらも履き終えると、腰巻きを巻き襦袢に袖を通す。その上に白衣をまとうと、部屋の入口近くにある姿鏡の前に立った。

「いいんじゃない？」

　衣紋を広く抜かないように整えると、緋袴を足に通した。腰の高い位置にくるように前の部分を合わせ、前側の帯を腰に回して結ぶ。後ろ部分に付いているヘラを結んだ帯に引っかけると、今度は後側の帯を前へ回し、帯に縫いこまれた飾りの上うわ指ざし糸いとが見えるようにチョウチョ結びにしたら完成。

　姿鏡で後ろ姿も確認すると、「ふぅ～」と大きく息を吐いた。

「千里さん、いますか？」

　襖ふすまを開けてそろりと顔を出すと、廊下の壁にもたれて腕組みをしていた千里さんが顔を上げた。

「思ったより早かったね」

「ずっとここにいたんですか？」

「そうだけど、どうして？」

「千里さんもお忙しいのに、申し訳ないなって……」

「小町ちゃんが気にすることないよ。ホントは志貴が教育係なんだけど、アイツも忙しいからね」

　ご祈祷があるって言ってたっけ。慌てて出ていったくらいだし、本当に忙しいみたい。

　神職として仕事をしているときの志貴は、普段私に接する態度とはまるで違う。真剣に取り組んでいる姿を初めて見たときは、その凛々しさに胸の高鳴りを抑えることができなかったのを今でも覚えている。

「小町ちゃん、ちょっとここに立ってみて」

「あ、はい」

　いつの間にか和室の姿鏡の前にいる千里さんに近づくと、背筋を伸ばして立つ。

　千里さんは私の周りを一周歩いて回ると、「うん」と声を上げた。

「上出来。小町ちゃん、覚えがいいね」

「そんなことないです。でも巫女の装束を身にまとうと気持ちが引き締まるというか、ちょっとだけ違う自分になれるような気がします」

「巫女といえば〝神に仕えし者〟だからね。その気持ちは大切だと思うよ」

「はい」

「じゃあ、まずは授与所に行こうか。午前中は、この前手伝ってもらったときと同じ仕事をしてもらいたいんだ。和歌ちゃんはいないけど、できそう？」

　授与所に向かって歩きながら、千里さんが聞いてくる。

「はい、なんとか」

「ひとり神職が入ってるし、祈祷が終われば志貴が来ると思うから。それまでがんばって」

　昼からは志貴と一緒。分かっていることなのに、志貴が来ると思うだけで嬉しくなってしまい、思わず安堵の笑みを漏らしてしまう。すると千里さんが頭にポンと手を乗せた。

「分かりやすいね」

「はい？」

「なんでもない。じゃあよろしくね、小町ちゃん」

　千里さんは先に授与所にいた神職の相あい川かわさんに私を紹介すると、急いで自分の仕事に戻っていった。

　やっぱり忙しかったんだ。

　これ以上迷惑をかけるわけにはいかない。所定の場所に腰を下ろすと小さく息を吐き、心を落ち着かせる。

　神社の境内を見渡せば、若い女性の参拝者がちらほら来ているのが見えた。

「これから参拝者が増えますからね。分からないことがあったら、なんでも聞いてください」

　歳は四十代くらいだろうか。相川さんは子煩悩パパを想像させるような優しい顔立ちをしていて、話し方も温和でいい人そう。

「はい、ありがとうございます。よろしくお願いします」

　来るときに降っていた雨はもう上がっていて、雲の切れ間からは青空も顔を覗かせている。仕事始めには絶好の天気になってきた。

　まったく初めての分野の仕事を始めるワクワクした気持ちと、ほんの少しの不安。それらが重なり合って、徐々に喜びに近い不思議な気持ちがしてきた。

　私って巫女になるために生まれてきたとか？　もしかして、天職？

　なにもかもこれからだというのに、そんな気にさえなってしまう自分がいた。

「すみません。このお守りとこっちのお守りをいただきたいんですけど」

　女性の参拝者がやってきて、恥ずかしそうに『寄り添い守り』を指差した。

　きっと好きな人がいて、お互いにこのお守りを持つのだろう。

　そう思うと自然に笑みがこぼれる。

　ふたつのお守りを袋に入れて「お納めください」と渡し、「ご苦労様でした」と頭を下げた。

　これは先日ここで手伝いをしたときに教えてもらった、巫女ならではの言葉遣い。まだまだ慣れないけれど、早く自分のモノにして一人前になりたい。

　そんなことを思いながら女性の背中を見送ると、もう一度気を引き締め、座り直す。

　こうして私の巫女としての一日目がスタートした。




　一時間半ほど経ったころ、授与所の裏口の扉が開く。

「相さん、ここ代わります。お昼入ってください」

「ああ志貴くん、ご苦労様。じゃあ、ここよろしくね」

　待ちに待った志貴がやってきて、その普段とは違う改まった口調にドキリとし、緊張が身体に走る。

　志貴の方を振り返らないまま相川さんに「お疲れ様です」と言葉をかけると、入れ替わりで入ってきた志貴が相川さんのいた場所に腰を下ろした。

「俺には？」

「え？」

「いたわりの言葉」

　拗ねたような口調が子供みたいで、笑える。

　でもこんな場所で笑うわけにはいかないので、大きく深呼吸して笑いを押し込めると、志貴に向き直った。

「志貴さん、ご祈祷お疲れ様でした」

「おう。小町もお疲れ。相さんを困らせるようなことしなかったか？」

「全然してません。志貴じゃあるまいし……」

「はあ？　最後なんだって？」

「なにも言ってないですけど？」

　ここが授与所ではなく、仕事中でもなかったら、またいつもの調子で『あぁ!?　お前、誰に向かってモノ言ってんだ？』なんて悪態つかれるんだろうけれど、今日はここまで。

　志貴は外に目を向けると、サッと姿勢を正した。

「ご苦労様でございます」

　授与所の前に一組の男女が姿を現すと、志貴は丁寧に挨拶をし頭を下げた。それは意識してしている姿勢ではなく、きっと身体に染みついているものなんだろうけれど、キリッと背筋の伸びている姿は、相手が男の人なのに『キレイ』と思わずにはいられない。

　授与所に訪れた男女は夫婦で、夫の厄やく除よけの祈祷に来たらしい。志貴は後ろの棚から一枚の紙切れを取り出すと、それを夫婦の前に差し出した。

「こちらに必要事項の記入をお願いいたします。初はつ穂ほ料りょうは……」

　志貴はひととおりの説明をすると、もう一度頭を下げてから私の方に振り向いた。

「小町さん。待合室までの案内、お願いできる？」

　こ、小町さん!?　志貴は知り合ってすぐから『小町』と呼び捨てで、さん付けなんて一回もされたことなかったのに。しかもその魅力的な笑顔をこんなときに向けないでよ！　顔がニヤけてしまいそうになるじゃない……。

　志貴はそんな私の心の中を知ってか知らずか、笑顔を浮かべたまま私を見つめている。

「はい。分かりました」

　志貴の視線に耐えられなくなって目を逸らすと、小さくククッと笑い声が聞こえた。

　もしやこの笑い声は……。

　即座に志貴へと視線を戻せば、目の前にいる夫婦がこちらを見ていないのをいいことに肩を揺らして笑っている。

　また遊ばれたと気づいたときには、志貴はもう夫婦となにかを話していた。そしてクルリと顔をこちらに向けると、「小町さん、ご案内お願いします」なんて、平然と仕事を振る。しかも今度は口元に、ニヤニヤとした笑みまで浮かべている。

　し、志貴のヤツ……。

　夫婦が私を見ていなかったら、あっかんべーをお見舞いしたいところだけど、あいにく今はそんな状態にはない。

　ムズムズする気持ちを抑えながら、授与所を出て夫婦の元に向かった。

　夫婦を案内する前に一度だけ志貴を見ると、もう既に他の参拝者の応対をしている。

　ここはあくまでも職場であって、遊びに来ているわけじゃないのに、少しだけ寂しいと思ってしまった。

　こんなんじゃダメだよね。千里さんにも言われたじゃない、『仕事中は集中してね』って。

　胸に右手を当てて、気持ちを仕事に集中させる。

「ご案内いたします。どうぞ、こちらへ」

　志貴にがんばっている姿を見てもらい、私というひとりの人間を認めてもらいたい。それによって、志貴の私に対する気持ちが少しずつでも変わってくれればいいのだけれど……。

　夫婦を待合室まで案内すると、授与所へ戻るため、すぐに社務所内にある待合室を後にする。

　外に出ると、志貴がひとりで手際よく仕事をこなしている姿が見えた。思わず立ち止まり、その姿を眺めてしまう。

　参拝者ひとりひとりに笑顔を向けて丁寧に接する姿は、普段見ることのできない志貴の一面だ。仕事に自信と誇りを持っているからこそ、あんな表情ができるんだと思わずにはいられない。

　志貴って、ホントに素敵。これは彼に惚れているとか関係なく、素直にそう感じたこと。志貴の下で巫女修行ができることを、初めて心から嬉しいと思った。

「な～に？　志貴の仕事姿ってカッコいい～とか思ってた？」

「わあっ!?」

「ごめんごめん。驚かせちゃったかな？」

「千里さん。急に声をかけないでください」

　千里さんの登場は、ホントにいつも突然。しかも志貴のことを考えてるときにばかり現れるから、そのタイミングのよさにどこかで見張ってるんじゃないかと疑ってしまう。

「志貴、がんばってるでしょ。最近、神職としての実力もかなりついてきててね。神職の階位は権ごん正せい階かいで、神職身分としてはまだ僕のひとつ下の三級だけど、研修会にもよく参加してるし、専門書も読んで勉強は欠かさずしてるよ」

「そうなんですか」

　そんなこと、全然知らなかった。

　もちろんまだ知り合って間もないし、そんな話をしたことがない。でも、そんな素振りさえ見たことがなかったから、意外と言えば意外だ。

「特にここ最近は寝る間も惜しんでがんばってるんだよなぁ～。なにか心境の変化でもあったのかなぁ。ねえ、小町ちゃん？」

　千里さんがニヤニヤとした顔で私を見る。

「は、はい？　なんでそんなこと私に聞くんですか？」

「あれ？　なんだ、小町ちゃん気づいてないの？」

　気づいてない？　なにに？

　言われている意味が理解できなくて首を傾げると、千里さんは驚いたような顔を見せた。

「そっか。これは志貴、なかなか苦労しそうだね。でも気持ちは通じ合ってるか……。うんうん、いい感じいい感じ」

　千里さんはひとり納得したように何度か頷くと、手をひらひらと振って社務所に戻っていってしまった。

　今のはいったいなに？　志貴ががんばっていることは分かったけれど、それ以外は謎のまま。志貴の心境の変化に、なにか関係があるんだろうけど。

　なにげなく授与所にいる志貴に視線を移動すると……。

「ヤバッ」

　怒った顔をしてこっちを見ている志貴の視線とぶつかる。すぐに目を逸らすと、一目散に授与所へと向かった。










複雑な気持ち




　相川さんがお昼から戻ってくると、また志貴と入れ替わる。

　志貴の後に私がお昼かな、と思いつつ、お守りや御札の整理をしながら「お疲れ様です」と声をかけた。

「なに言ってんの？　小町もだよ」

　通りすがりに小さく声をかけられ、志貴を振り返る。

「え、でも。ここ相川さんだけになっちゃうけど……」

「ああ、ここは私ひとりで大丈夫ですよ。今日は一日、志貴くんと行動すると聞いていますから」

　相川さんは優しい笑顔でそう言うと、ピースサインをしてみせる。

　私は立ち上がると、そんなお茶目な相川さんにペコリと頭を下げた。

「はい、では失礼します」

「ご苦労様です」

　相川さんに頭を下げると、先に授与所を出た志貴の後を追いかける。

　しかし志貴の後ろ姿になんとか追いつこうとするのに、慣れない足袋と草ぞう履りではうまく歩くことができない。

　それでもなんとか社務所の入口に到着すると、入ってすぐの壁にもたれて志貴が待っていた。

「遅い」

「だって草履だと、まだうまく歩けなくて」

「だってじゃない。早く慣れろよ。今から四十分休憩な。今日は弁当を用意してあるから。来週からは自分で弁当を持ってくるか、ここで朝、弁当を注文するかどっちかにしろ。いいな？」

「あ、はい。分かりました」

　そうか。前の会社では社員食堂で食べていたから、お昼のことをすっかり忘れていた。

　社務所の時計を見ると、もう十二時をとうに過ぎている。普段ならとっくにお腹の空いている時間帯なのに、今日は授与所での仕事で頭がいっぱいで、そんなことを感じる余裕もなかった。

　でも時間が分かってしまうと、都合のいいお腹は「ぐうぅ～」と音を鳴らし始める。呆れ顔の志貴に「食いしん坊だな」と笑われる始末だ。

「一緒に食うか？」

「なにを？」

「弁当に決まってんだろ」

「あ。う、うん」

　まさか志貴と一緒に食べられると思ってなかったから、ふたりの時間が持てることに嬉しさが込み上げる。一方で、職場で志貴とご飯を食べるのは初めてで、ちょっと緊張もしてしまう。

　志貴に連れられてきた部屋は、社務所内の休憩室。八畳ほどの畳の部屋の真ん中にテーブルが置いてあり、その上に弁当が三つ用意してある。

　あれ？　もしかして千里さんも一緒とか？

　ちょっと残念だけど、勝手にふたりっきりで食べられると思った私が悪い。

　志貴はさっさと三人がけのソファにどっしりと腰かけていて、私を見ると顎で前の席を差す。

　ソファに向かおうとしたところで、応接室のドアからコンコンと音が聞こえた。

「開いてるぞ」

　志貴の声と同時にドアが開き、姿を表したのは……。

「五鈴、やっぱ時間ピッタリだな」

「『森もり田た屋や』さんの仕出し弁当があるって聞けば、来るに決まってるでしょ」

「だな」

　相変わらず息の合ったところを見せられて、チクリと胸が痛む。

　五鈴さんは当たり前のように志貴の隣に座ると、穏やかな笑顔で私を見た。

「小町さん、こんにちは。今日はよろしくね」

「あ、はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　当たり障りのない返事を返すと、視線を目の前にある弁当に落とした。

　そっか、ひとつは五鈴さんのだったんだ。

　もともと今日は午後から巫女舞を見せてもらう予定だったから、五鈴さんが来ることは分かっていた。でもまさかこのタイミングで現れるとは思っていなくて、心の準備ができていなかった。

　仲のよさそうなふたりを目の当たりにすると、さっきまでの嬉しさが影を潜め、途端に元気がなくなってしまう。

「志貴は午後、なにかあるの？」

　五鈴さんが志貴に問いかける。

「夕方から氏子総代との打ち合わせが入ってるけど、それまではそっちに付き合うよ」

「そっか。じゃあ今日は、久しぶりに志貴の舞が見たいなぁ」

　志貴の舞？　志貴も巫女舞を舞うってこと？　男性なのに？

　思わず顔を上げる。分からないことだらけで首を傾げると、それに気づいた志貴が怪訝な表情を浮かべた。

「小町、また変なこと考えてんだろ」

「変なことなんて考えて……ないよ」

「その間はなんだよ。どうせ『男なのに志貴、巫女舞舞うの？』とか思ったんだろ？」

「そ、それは……」

　そのとおりで、返す言葉がない。

　すると、弁当の蓋を開けていた五鈴さんが顔を上げた。

「志貴。もっと他に言い方があるでしょ、まったく。小町さん、ごめんね。志貴は日本舞踊を習っててね、巫女舞も上手に舞うことができるのよ。でもそれは巫女として舞うわけじゃなくてね。姿勢とか起居動作を学ぶために日々精進してるってわけ」

「そうだったんですか」

「それも四年前から急に習い始めてね。『なにかあったの？』って聞いても、全然答えてくれないのよ」

　四年前……。

　事あるごとに聞くその言葉に、一瞬なにかが頭をよぎる。でもそれがなんなのかは分からなくて、志貴の顔を見ると、バツが悪そうに頭を掻きながら目を逸らした。

「五鈴、しゃべりすぎ。小町、お前も余計なこと考えてないで、さっさと弁当食え」

　なにが余計なことよ。好きな人のことは、どんな細かいことだって知りたいって思うのが女心なの。でもそれが五鈴さんの口からっていうのは、正直おもしろくないけれど……。

　五鈴さんと私とでは、志貴と関わってきた時間が違う。それは仕方のないこと。幼なじみとして培ってきた歴史は、一週間前に知り合った私には到底張り合えるものじゃない。

　分かってはいるけれど、それを素直に受け入れられないのは、私の心のキャパシティが狭いから？

　五鈴さんに目線を動かせば、長くてキレイな黒髪を右肩のほうでひとつに束ねている。少しだけ見えた白いうなじが色っぽくて、これは一生かかっても私に勝ち目はないとガックリ肩を落とした。

「あれ？　ねえ志貴、今日のお弁当って特製弁当？」

　弁当の蓋を開けた五鈴さんが、不思議そうに言った。

「そうだけど。それがどうかしたのかよ？」

「え？　いや、別に。へえ～、そういうこと。志貴って分かりやすいのね」

「放っとけ」

　え？　なになに？　志貴が分かりやすい？

　その意味を確かめたくて、慌てて弁当の蓋を開けてみたけれど……。

　これで志貴のなにが分かるの？

　箱の中には、唐揚げをメインに所狭しと豪華なおかずがぎっしり詰まっている。確かに特製弁当って感じだけれど、私にはそこからなにも感じ取れず、ひとり小首を傾げた。

「小町、どうかしたのかよ」

「ううん、どうもしてない。いただきます」

　慌てて手を合わせると、唐揚げをパクッとひと口かじる。

「この唐揚げ、おいしい」

「だろ。森田屋はこの唐揚げが大人気なんだ。今日は特別に用意してやったから、心して食えよ」

「はいはい」

　なによ、その偉そうな態度。五鈴さんの前だからって、いつもよりも二倍増しじゃない？　なんかおもしろくない。

　でも特製弁当は、どれもこれもおいしくて、すぐに私を笑顔に戻してしまった。

「小町さんって、おいしそうに食べるのね」

　お茶を飲むために箸を置いた五鈴さんが、感心したように話しかけてきた。

「小町は食いっぷりがいいからな」

「食い意地が張ってるって言いたいんでしょ？」

「よく食べることのどこが悪いっていうんだ？　俺はお前と飯食うの、好きだぞ」

「す、好き……」

　別に私自身を好きだと言ったわけでもないのに、顔が真っ赤になる。ふたりにバレないようにとっさに顔を下げた。

「この後は巫女舞の練習で体を動かすからな。いっぱい食っとけ」

　志貴は私の変化に気づかないのか、そう言うと自分の唐揚げをひとつ、私の弁当に乗せた。

「はい……」

　いつもなら『うん』と答えるところだけど、今は五鈴さんがいる手前、あえてちゃんと返事を返す。キレイで上品で大人っぽい彼女には敵わないけれど、少しでも志貴の隣が似合う女性になれるように……。




　弁当を食べ終えて少し休憩を取ると、舞の稽古のために社務所奥の和室に移動した。その部屋の壁には大きな鏡が張られていて、さながらダンス教室のよう。

　緊張した面持ちで足を踏み入れると、畳のいい匂いが鼻を掠めた。

「小町さん、こっち」

　五鈴さんに呼ばれて鏡が張ってある方と反対の方へ行けば、キレイな装束がかけてあった。

「これは？」

「巫女舞を舞うときに着る本装束。あこめ装束とも言うかな。これは例れい大たい祭さいや大きな行事で舞うときに着用するものね。普段の神事ではこっちの千ち早はやを上から羽織るだけの略装で行われることが多いかな」

　本装束とは、単ひとえ・衵あこめ・小お忌み衣ごろも・裳も・緋袴で構成されたもの。また千早は、鶴・亀・松・菊などが緑色で描かれている青あお摺ずりと呼ばれる模様が多いと、五鈴さんはひとつずつ丁寧に説明をしてくれる。でも巫女舞のことをなにひとつ知らない私は、ただただ頷くばかり。

　そして二着の装束を見ながら、その素敵さにうっとりため息を漏らす。

「そこからは俺が教える。五鈴は舞の準備してこいよ」

　社務所内の事務室に寄ってから来ると言っていた志貴は、いつからそこにいたのか、入口の壁にもたれかかっていた。

「もう志貴。急に現れて驚かさないでよ。分かったわ。じゃあ小町さん、また後でね」

「はい。ありがとうございました」

　志貴は、五鈴さんと入れ替わると畳の上に正座をした。

「装束のことは分かったか？」

「大体……かな」

「こっちは額につける前まえ天てん冠かん。髪は後ろでひとつに束ねて絵え元もと結ゆいで結ぶ」

　志貴はそう言うと、私の髪を少しだけすくい取る。

「小町、キレイな髪してるよな。ちょっと茶色い気もするけど、これ染めてるのか？」

「う、うん」

　男性に髪を触られるなんて美容院でくらい。今まで付き合ってきた彼氏には、こんなふうに触られてマジマジと見られたことがないから、緊張からか鼓動が速くなるのを抑えられない。

「元は黒髪？」

　今度はコクリと頷くと、顔を上げて志貴を見た。

「黒髪にしたほうがいい？」

　ゆっくり目線を動かすと、志貴の驚いたような目とぶつかる。なにを驚いているのか分からず、そのまま志貴を見つめ続けていると……。

　目を丸くした志貴は少しずつ顔を赤くしていき、最終的には耳たぶまで赤く染めて俯いてしまった。

「志貴？」

　声をかけてみるけれど、返事がない。もう一度「志貴？」と呼べば、かすかな声が耳に届いた。

「バカか、お前は」

「え？」

「お前はバカかって言ったんだよ。そんな顔してっと押し……」

「押し？」

「あああぁー、もう！　俺が紳士的な男だったのを感謝すんだな。この無自覚女が」

「無自覚女？」

　志貴が紳士で、私が無自覚女ってどういうこと？　これって私、バカにされてる？　いつもバカバカと言いたい放題の上、無自覚女だなんて、言っていいことと悪いことがあるって分からないの？

　腹ただしくて志貴の顔を睨みつけても、逆に睨み返されてしまった。

「舞の稽古で地獄を見せてやるから、覚悟しとけよ」

「地獄って……もっと他の言い方できないの？」

「ホントよね。志貴って昔から口は悪くって」

　舞の準備ができたのか、後ろから五鈴さんの声がして振り返る。

　そこには、さっき説明してもらった略装の千早に着替えた美しい五鈴さんが立っていて、思わず「キレイ」とこぼしてしまう。

「小町さん、ありがとう。あ、さっきの続きだけど、志貴の口の悪さは、相手が好きな子になると……」

「五鈴～。もうそれ以上しゃべるなよ。それ以上しゃべったら……」

「はいはい、分かったわよ。とにかく悪気はないから、そんなに怒らないであげてね」

「はあ……」

　志貴の口の悪さは今に始まったことじゃないから、五鈴さんが言うほど怒っていたわけじゃない。でも五鈴さんにそう言われると、仲がいいところを見せつけられているようでなにも言えなくなってしまう。そのせいで、自分でもよく分からないまま「ごめん」と志貴に謝る自分がいた。

「別に小町が謝ることないけど。とにかく五鈴は少ししゃべりすぎだ」

「は～い。怒られちゃった」

　五鈴さんは私の顔を見ると、ペロッと小さく舌を出して、おどけてみせる。そんなお茶目な顔もかわいくて、ズンと気持ちが沈んでしまう。

　そしてその気持ちは浮上してこないまま、舞の稽古が始まってしまった。

「舞にもいろいろあって今の時代よく行われるのが、『浦うら安やすの舞まい』と『豊とよ栄さかの舞まい』だな。五鈴には今から『浦安の舞』の扇せん舞ぶをやってもらう。ちゃんと見とけよ」

「はい」

　五鈴さんが部屋の中央に座ると、部屋の空気が一変する。それに合わせて志貴の表情も真剣なものに変わり、私もピンと背筋を伸ばした。

　音楽が鳴り始めると、五鈴さんがゆっくりと腕を動かし舞が始まる。

　テレビでは見たことのある巫女舞も、目の前で見るのは初めて。しかも五鈴さんの舞は、素人の私が見ても惚れ惚れするほど見事で、そのすべてに心を奪われる。

「小町？」

　息をするのも忘れて舞を見ていた私に、志貴が声をかけた。

「お前、なんで泣いてんの？」

「え？」

　志貴に言われて目元に指を当てると、確かに涙が薄っすらにじんでいた。

「言葉ではうまく表現できないけど、感動したっていうか、胸がじんと熱くなったというか……。志貴、私も五鈴さんみたいに舞えるようになる？」

　志貴は私の言葉に一瞬目を見開くと、すぐにその表情を和らげて私を見た。

「お前次第じゃないの？　それに稽古をつけるのは俺だからな」

　サラッと言いのける志貴の顔はどこか自信に満ちていて、もしかしたら私でもすぐに舞えるかも、なんて勘違いしてしまいそうになる。

「志貴、なに小町さん泣かせてるの？　またキツイこと言ったんでしょ」

　舞を終えた五鈴さんが慌てたように近づくと、志貴から守るように私の肩を抱いた。

「いえ、違います。私、五鈴さんの舞を見て感動してしまって」

「えぇ、本当に!?　なんか恥ずかしいなぁ」

　そう言って照れる顔もやっぱり素敵。性格も申し分ないし、その上美人ときたら、男の人なら誰だって五鈴さんに恋してしまうだろう。

　志貴も五鈴さんに恋してる？　そして五鈴さんも。

　そんなことあってほしくはないけれど、ふたりを見ているとどうしてもそう思わずにはいられなくなる。

「おい五鈴、誰が泣かしたって？」

「ここに志貴以外、誰がいるっていうの？」

　傍から見たらケンカしているように見えても、私にはじゃれ合っているようにしか見えない。ふたりが並ぶと〝美男美女〟という言葉がぴったりで、誰が見てもお似合いのカップル。それに比べると私なんて……と、つい弱気な心が出てきてしまう。

「小町。お前が泣くから、五鈴と言い合いになるんだろうが」

「ごめん」

「はぁ!?　別にお前が謝んなくても……」

「でも、ごめん。ちょっとトイレ行ってくる」

　舞の練習と言っても今は仕事中。なのにそれに集中できないなんて、巫女失格だよね？

　しかも、またトイレに逃げ込むなんて……。でもあの場にいたら、もっとひどい泣き顔を見られていた。

　こんな弱い自分を見せたくないのに、このところの私は、志貴のこととなると涙腺が緩んで仕方がない。自分がこんなにも涙もろいなんて、初めて知った。

　トイレの鏡の前に立つと、大きく息を吐く。気持ちは晴れないままだけど、涙は止まったみたい。目は少し赤いけれど、大泣きしたわけじゃないから、まぶたが腫れてなくてよかった。

「小町、あなたの持ち味は笑顔でしょ。それで志貴を落とすって決めたんだから、泣いてちゃダメじゃない」

　鏡の中にいる自分にそう呟いてみても、すぐにはうまく笑えない。でもその顔があまりにもブサイクすぎて、逆に笑えてきてしまった。

「まあ、これでも泣き顔よりはマシかな」

　両手を頬に当てると、しっかりと自分の顔を見つめる。

　落ち込んだりはしゃいだり、志貴の行動や言葉に翻弄されっぱなし。こんな気持ちになったのは初めてで、それをうまくコントロールできない自分に手を焼いている。

　でもどれもこれも全部、志貴のことが好きだからだよね。

「だからがんばるって決めたんでしょ？」

　うんと大きく頷くと、パンッと頬を叩く。

　いつまでもここにいるわけにはいかないと身だしなみを整えると、トイレを出た。

「お前って、トイレに駆け込むの好きだよな？」

「うぉ!?　し、志貴？」

　まさかトイレの前に志貴がいるなんてこれっぽっちも思っていなかったから、変な声が出てしまった。

「で、気持ちは落ち着いたわけ？」

「な、なに言ってるのか、さっぱり分からないんだけど。私はただトイレに行きたかっただけでっ……!?」

「嘘つけ」

　そう耳元で囁かれたときには、もう視界は真っ暗。頬に志貴のぬくもりを感じて、自分が志貴に抱きしめられていることに気づく。

「志貴、やめて。こんなところで、誰かに見られたらどうするの？」

「どうもしねーし。つーか、なんでトイレに行ったわけ？」

「そ、それは……」

「赤い目をして、また目にゴミが入ったとか言うつもりじゃねーよな？」

「これは、さっき五鈴さんの舞を見て泣いたときに……」

「どうだか。五鈴は授与所の手伝いに行った。今から、俺とマンツーマンで稽古するぞ」

　志貴は私の身体に巻きつけていた腕を離すと、サッと向きを変えた。

　今日は五鈴さんも一緒に稽古のはずだったのに、急に授与所で手伝いだなんて……。もしかして、私がトイレに駆け込んだのが原因？　あのタイミングで席を外すなんて、変に思われたのかもしれない。

　私がまだまだ子供で、五鈴さんに嫉妬のような感情を持ってしまっただけ。五鈴さんはなにも気にしなくていいのに……。

「五鈴さん、気を悪くしちゃったかな？」

「なんで？　お前が感動したなんて言うから、喜んでたぞ」

「じゃあ、どうして五鈴さんは授与所に？」

「それはだな……五鈴がいると、いろいろ面倒だからだ」

　志貴は一瞬言いよどむと、小さな声で呟いた。

「そうなの？」

「なんだよ。俺とふたりで稽古するのは不満か？」

「そんなことはないけど……」

「だったらいつまでもこんなとこにいないで、さっさと稽古を始めるぞ」

　そう言うと、志貴は部屋に向かってズンズンと歩きだす。

　結局のところ、なんで志貴に抱きしめられたのか、どうして五鈴さんは授与所の手伝いに行ったのか分からないまま。

「志貴に聞いても、教えてくれないよね？」

　モヤモヤするけど、今はそれよりも巫女舞の稽古をすることが先決。深呼吸をして気持ちを切り替えると、志貴の背中を追った。




　その日家に帰ったのは、午後七時過ぎ。

　午後二時から始めた巫女舞の稽古は、五時までみっちり三時間。

　最初は『浦安の舞』についての話から始まり、それが終わると実際に動いてみることになった。志貴に倣ならってひとつずつ細かい動きを身体に覚えさせていくのだが、これが思っていたよりもゆっくり丁寧に舞うものだから、初めての私にはけっこうキツイものがあった。

　もちろん最初から五鈴さんみたいに舞えるとは思ってはいなかったけれど、しょせん踊り、とたかをくくっていた私は痛い目にあってしまった。

　志貴の稽古も『地獄を見せてやるから、覚悟しとけよ』と言っただけあって、それはまるで鬼コーチのように厳しくて……。一日目からどうなの？なんて、志貴の人間性までも疑ってしまうほど。

　でも五鈴さんも言っていたように、口は悪いけれど態度にはちゃんと優しさが含まれていて、しっかり私が覚えるまで、ひとつひとつ丁寧に稽古をつけてくれた。

　ときどき身体を寄せては『ここの手はこう動かす』なんて手取り足取り指導されるたびに胸が早鐘を打ったりもしたけれど、これも仕事の一環と自分に言い聞かせて、なんとか舞の初稽古を終えることができた。

『まだまだ動きは硬いけど、初めてにしてはなかなか筋がいい』と志貴にも褒められたし、次回の稽古も楽しみだ。

　稽古の後は、社殿の閉門に合わせて社殿や境内の清掃、授与所の片付けをして一日の務めは終了した。

　家に帰ってすぐに入れ始めた風呂が、ピピピッと音を鳴らして湯が張られたことを知らせる。

　巫女舞で普段は使わないような筋肉を使ったのか、身体のあちこちがズンと重い。それをほぐすために、少しぬるめのお湯にミルクの香りがするお気に入りの入浴剤を入れて、ゆっくりと浸かる。

　明日は日曜日。本来、巫女は土・日・祭日が休みになることはほとんどないらしいけれど、『もともとの仕事始めは来週の月曜日からだから』と、千里さんが休みにしてくれた。

　志貴も『俺もそうしてやろうと思ってたよ』なんてむくれていたけれど、どうやらそのあたりの決定権はまだ志貴にはないらしい。

「でも、その気持ちが嬉しいよね」

　千里さん相手だとすぐに張り合おうとして、ムキになるところがちょっとかわいかったりする。普段よく見せる、俺様で意地悪な態度とのギャップが、女心をくすぐるというか、キュンときてしまう。

　入浴剤で白くなったお湯を両手ですくい、首筋にかける。さっと流れ落ちる湯は、疲れも一緒に落としてくれるようだ。

　仕事始めといっても、今日は手伝いをしたにすぎない。本当の勝負は来週から。

　勢いよくバスタブの中に立ち上がると、人差し指を立てて右手を突き上げた。

「巫女としての実力も志貴も、両方手に入れるぞ！」

　なんて、大層なことを言ってみたけれど……。

「神様。どうかどうか願いを叶えてください！」

　やっぱりここは神頼み。

　明後日、神社に行ったら、一番に社殿の前でお参りをしよう。

　そう心に決めると、もう一度深くお湯に浸かった。










傷ついた心と冷たい唇




　神社の朝は早い。

　志貴たち神職は午前六時を過ぎたころから朝ちょう拝はい（神様の周りをキレイにしてお供えをしてから、拝み幸せを祈ること）が始まり、神社の一日がスタートする。その後は参拝の人たちが気持ちよく参拝できるよう清掃したり、祈祷の準備をしたり。地鎮祭やお祓はらいなど外出する日は、その準備も行わなければいけない。

　一方、巫女の出勤時間はというと、神社によって違うようだけれど、華咲神社の場合は午前八時に神社に入り、巫女の装束に着替えると掃除を始める。

　神社は〝清掃に始まり、清掃で終わる〟と言っても過言ではないほど、掃除は毎日行われる大切な仕事。特に落葉の季節は大変で、神職と一緒に何時間もかけて掃除をするなんてこともしばしばだとか。

　それが終わると授与所の窓口を開けて、お守りやおみくじを配置し、参拝者の応対をする。

　基本、巫女は授与所での仕事が多く、参拝者の応対の合間に祈祷用の御札を作ったり神職の手伝いをしたり。でも大きな祭礼・神事の前は、その準備も進めておかなければいけないから、千里さんが言っていたとおり、なかなかハードな仕事だ。

　本格的な仕事始めの今日。私は時間どおり午前八時に社務所に到着すると、神職や巫女が事務仕事をする部屋に顔を出す。そこには千里さんを始め、志貴や相川さんたちもいて、ドアが開いた音に全員が一斉にこちらへと振り返った。

「おはようございます。今日から、よろしくお願いします」

　うぅ、緊張する……。

　土曜日も仕事を手伝ったし少しは慣れたつもりでいたけれど、やっぱり会社とは違って雰囲気が厳かというか空気が凛りんとしていて、気持ちが引き締まる。

「おはよう、小町ちゃん。こちらこそ、今日からよろしくお願いします。なにか分からないことがあったら、いつでも僕に……」

　千里さんは立ち上がると、私に向かって歩きだす。しかし、それを志貴に阻止された。

「小町の面倒は俺が見るって言ってんだろ。兄貴は自分の仕事に専念しろよ」

　志貴は千里さんの腕を掴み、元の場所に戻す。

「はいはい。でもね、いつも志貴がそばにいるってわけにはいかないでしょ。困ったらどの神職でもいいから、ちゃんと聞いて行動してね」

「はい。ありがとうございます」

　相川さんや他の神職の皆さんが千里さんの言葉に頷くのを見て、緊張して硬くなっていた身体が少しほぐれる。

「小町、さっさと着替えてこい。すぐに掃除を始めるぞ」

「はい。じゃあ失礼します」

　志貴に声をかけられて、一気にテンションが上がる。更衣室に向かい急いで服を着替えると、すぐに志貴の元へ向かった。

　といっても、巫女の作法として走るのはご法はっ度となので、あくまでも静かに穏やかに、ゆっくり身体を進めていかなければいけない。大声を出したり、大笑いしたりするのもダメ。志貴や千里さん相手だと、実はこれが一番難しかったりするから大変だ。

　境内へ行くと、竹ぼうきで掃除を始めている志貴が目に入る。志貴の近くにはひとりのおじいさんがいて、よく来る参拝者だろうか、親しそうに会話をしていた。

　その顔はとても穏やかで、志貴でもこんな顔するんだと見入ってしまう。

　会話をしながらも掃除の手を休めることはなくて、志貴の意外と真面目なところに感心していると、私に気づいた志貴が手招きをした。

「絃げんさん、紹介するよ。今日から巫女として奉職した真野小町さん。こちらは近所に住む氏子の千せん田だ絃げん二じ郎ろうさん」

「初めまして、新人巫女の真野小町です。今後ともご指導のほど、よろしくお願いいたします」

「はいはい。こちらこそよろしくね。志貴くん、なかなかのかわいい子ちゃんじゃないか。私がもう少し若ければ、彼氏に立候補したいくらいだよ」

　白髪頭の優しくて真面目そうなおじいさんなのに、絃さんはそう言うと私にピタリとくっついた。

「なに言ってるんですか。絃さんには、素敵な奥さんがいるでしょ！」

「ははは。志貴くんがムキになるところを見ると、この子は志貴くんのコレかね？」

　絃さんはそう言って小指をピンと立てると、志貴の前に差し出した。

　今どきのお年寄りは侮れない……。でも私が志貴の彼女に見えるのは、ちょっと嬉しい。

「げ、絃さん、勘弁してよ。なんでコイツが彼女になるわけ？　ないない、絶対ない」

　これでもかって言うほど手を顔の前で振ると、志貴はクルッと後ろを向いてしまう。

　嘘。まさか、そんなに必死に否定するなんて……。

　嬉しかった気持ちが、一気に萎える。

　確かに彼女じゃない。でも、だったら抱きしめたりキスしたり、あの行動はなんだったわけ？　やっぱりあれは、ただの挨拶にすぎなかったの？

　ガックリと肩を落とす私をよそに、志貴とおじいさんの会話は続く。

「志貴くん。言葉遣いが普段に戻っているね。ということは……」

「絃さん！　ストップ。分かったから。今度、『扇せん寿じゅ堂どう』の大福をごちそうしますから、その辺で勘弁してください」

　志貴は慌てて言うと、頭をポリポリ掻きながらうなだれた。

　確かに扇寿堂の大福はおいしいけれど、それと志貴の言葉遣いになんの関係があるっていうの？

　でも今はそんなことより、志貴が私のことを必死に否定したことのほうがよっぽどショックだ。

　志貴の足元にある竹ぼうきを手に取ると、黙って掃除を始めた。

「おぉ、そうだった。掃除の最中に邪魔をして悪かったね。小町さん、また」

「あ、はい。ご苦労さまです」

　手を振る絃さんに頭を下げると、また掃除を始めた。

「おい」

「はい、なんでしょうか？」

　志貴に背を向けたまま、返事を返す。

「なんか怒ってんの？」

「志貴くん。言葉遣いが普段に戻ってますね」

　気持ちがむしゃくしゃして、わざと絃さんの口調を真似してみる。

「お、お前なぁ。どういうつもりだよ」

「どうもこうもございません。そのセリフ、そっくりそのままお返しします」

　ふんっ、どうだ。別にキスされたり抱きしめられたりしても、なにかが減ってしまうわけじゃない。だけど相手が志貴だと、そうも言ってられない。志貴が好きだから、やっぱりそこには甘い期待をしてしまう。なのに志貴ったら、そんな私の乙女心を踏みにじって！

「さっき絃さんに言ったこと、怒ってるんだろ？」

「さあ、言ってる意味がよく分かりません。掃除に集中したいんで、黙っててもらえないでしょうか」

「ああでも言っとかなきゃ、絃さんになに言われることか。それにだ、実際まだ彼女じゃないだろ……」

　志貴の語尾の声が小さくなっていくのが気になって、竹ぼうきを掃く手を止める。

「なあ小町。あの言葉で怒るってことは、そんなに俺の彼女になりたいわけ？」

「はあ!?」

　ガバッと振り向くと、反省顔でもしてると思いきや、ニヤリと笑うしたり顔。ここが境内だということも忘れて、大声を出してしまった。

「ちょ、ちょっと。バカも休み休み言いなさいよ。誰が志貴の彼女になんか……。ただ、一カ月で志貴を落とすって思って巫女修行もがんばってるのに、なんの効果もないのかなって」

「なりたくないのかよ？」

「え？」

「俺の彼女に、なりたくないのか？って聞いてんの」

　そんなの、なりたいに決まってる。今ここで『なりたい』と言えば、すぐに彼女にしてくれる？

　でもどうしても、頭の片隅に五鈴さんが見え隠れして、躊躇してしまう。

　それに今は志貴の気持ちも分からないし、まだ約束の一カ月は経っていない。心の中に潜むもうひとりの私が、もう少しがんばれって言っているような気がした。

「まあ、まだ一カ月経ってねーしな。俺がお前に落ちたら付き合ってやるよ」

　な、なによ、その上から目線は。偉そうなのは分かっているけど、私の気持ちをもてあそんでおいて、よくそんな態度がとれるよね。

「勝手に言ってれば。とにかく私はこれからも、志貴を落とすためにがんばるんだから！」

　あぁ～、私ってかわいくない。どうしてもっと素直になれないのかと、自分でも情けなくなってくる。

「ホント、かわいくね～ヤツ」

　ほら。志貴だって呆れ顔……じゃない？

　呆れてため息でもついているのかと思ったのに、その顔は愛おしいものでも見るかのように優しく微笑んでいた。

　自分でも、ちょっとおかしいんじゃないの？ってくらい鼓動が速くなっていくのを感じる。

　そんな笑顔を見せるなんて、志貴はやっぱりズルい。私の気持ちばかり翻弄して、自分は偉そうに上から目線だなんて。

「どうせかわいくないですから」

「ま、お前みたいに素直じゃなくてかわいくないヤツにでも、お前じゃないとダメだって男がそのうち現れんじゃないの？」

　私の頭に手を乗せてポンポンと叩きながら笑う志貴はとても嬉しそうで、なんだかひとりで怒っているのがバカバカしくなってきた。

「ひと言多いよ。もう志貴が余計なことばかり言ってるから、掃除が全然進まないでしょ。早く済ませて、次の仕事に取りかからなくっちゃ」

「おぉ、ヤル気になってるな。よし、今日もバシバシしごいてやる」

　今日もまたこき使われるのか……と思いながらも、志貴の言葉から威圧的なものは感じなくて、むしろ優しさが伝わってくる。クルッと志貴に背中を向けると、クスッと笑みをこぼした。

　境内の清掃の後は、元気になった和歌さんに授与所を任せ、神職の手伝いをしつつ祈祷用の御札作りを教わる。板に紙を巻いていく単純作業だけど、かなりの数を作るから、これがけっこう忙しい。

　午後からは祭典に伴う氏子代表らとの会議のための資料や、社報の作成を手伝った。

　合間にあちこちに目を向けると、神職や巫女がいろんな仕事をしていて、表から見ていると分からない仕事が多いことに驚く。

　私のそばに付いていてくれることが多い志貴も、私に仕事を教えながら、自分のやらなければいけない仕事を粛々とこなしている。

　そんな普段とは違う真面目な一面に、今まで以上に心を奪われた。




　巫女になって二週間が経った。

　まだまだ仕事では分からないことも多いけれど、志貴がいなくてもなんとかひとりで動けるまでにはなってきている。

　初めて体験する仕事ばかりだし、休みの日もまちまちで大変には変わりないけれど、よく参拝にみえる方に声をかけられて嬉しくなったり、お宮みや参まいりで初うぶ着ぎに身を包んだ赤ちゃんにほっこり癒やされたり。喜びも多いことを、日々身体で実感している。

　仕事以外でも、いろいろとがんばっている。ほとんどしていなかった料理を始めて、手作り弁当を見た志貴に褒められた。髪の色も黒に戻したし、メイクも面倒くさがらずに丁寧に施している。

　志貴との約束の一カ月まで、あと一週間。持ち前の笑顔で、志貴を落とすことができるだろうか。

「小町さん、今週の土曜日は仕事入ってる？」

「はい、たぶん。なにかあるんですか？」

　和歌ちゃんに聞かれて問い返せば、クスクスと笑って私に身体を寄せた。

「神前挙式があるの。小町さん、まだ見たことないでしょ？」

「はい。テレビとかでは見たことあるけど、実際にはまだ」

「巫女はいろいろ仕事があって舞も奉ほう奏そうするんだけど、たぶん私と小町さんの二人ふたり舞まいになるんじゃないかな」

「えぇ!!」

　そんな話、全然聞いてないし。それに二人舞を奉奏するなら、五鈴さんと和歌ちゃんじゃないの？

「なにをそんなに驚いてるの。だって小町さんももう立派な巫女でしょ？　それに今回は……」

「和歌ちゃん、ちょっと社務所までいいかな？　小町ちゃん、和歌ちゃん借りるけど、ひとりで大丈夫だよね？」

　千里さんが慌てた様子でやってきて、和歌ちゃんとの話が中断する。

「あ、はい。大丈夫です」

　ふたりが社務所に消えると、さっきの和歌ちゃんの話を思い出す。

　神前挙式といえば、私のイメージでは、綿わた帽ぼう子し。綿帽子には『挙式が済むまで新郎以外の男性に顔を見られないように』という意味が込められていて、文ぶん金きん高たか島しま田だの上に深くかぶり、白しろ無む垢くと合わせるのが習わしだとか。

　お神み酒きをひとつの器で共飲することにより、『一生苦労を共にする』という誓いを意味する〝三さん三さん九く度ど〟や、『夫婦として助け合って生きていく』という誓いが込められた〝誓せい詞し奏そう上じょう〟など、厳かな雰囲気の中で執り行われる式に、女性なら誰もが一度は憧れたことがあるだろう。

　その手伝いをできることは、この上ない喜びだけど……。まだ巫女を初めて二週間の私には荷が重いというか、どうして？と首をひねってしまう。

　立派な巫女にはまだ程遠いけれど、仕事が終わった後は毎日、巫女舞の練習はしていて、少しは様になってきていると思う。だけど五鈴さんを差し置いて、私が人前で舞うのは……。

　でも和歌ちゃん、『それに今回は』となにか言いかけていたような……。今回はなにがあるって言いたかったんだろう。よし、戻ってきたら聞いてみよう。

　そう思って仕事を再開したはいいものの、すぐにそのことを忘れてしまい、結局、和歌ちゃんが戻ってきた後も聞くことなく、夕拝の時間を迎えてしまった。




　今日は朝から雨が降っていて、帰るころにはその激しさを増していた。

「和歌ちゃんに小町ちゃん。志貴がもうすぐ帰るから、ふたりを家まで送るって連絡あったけど、どうする？」

　衣装を着替えて事務所に寄ると、近寄ってきた千里さんにそう聞かれる。

「あぁ、私はいいです。彼が迎えに来てくれるって言ってるので」

　和歌ちゃんは顔を赤くして言うと、私を振り返り、近づいた。

「小町さんは、お願いしたらどうですか？」

　左腕を肘でクイクイ押し、和歌ちゃんはなにか言いたげな顔をした。

　もしかして和歌ちゃん、私の志貴に対する気持ちに気づいてるとか？　だとしたら、恥ずかしすぎる。

「わ、和歌ちゃん、あのね。私は別に……」

「大丈夫ですよ。私、誰にも言いませんから」

　和歌ちゃんは耳元に顔を寄せると、小声で呟く。

　やっぱりバレてる……。

　私の考えていることの分かりやすさは、天下一品かもしれない。和歌ちゃんでも分かるってことは、もしかして志貴や千里さんにもバレてたりして。

「なんてこと、ないよね？」

「ん？　小町ちゃん、今なにか言った？」

　独り言を呟くと、千里さんにツッコまれる。

「いえ、なにも」

「じゃあ志貴が送るのは、小町ちゃんだけってことで」

「すみません。お願いします」

　ペコリと頭を下げ、「じゃあ、着替えてきます」と部屋を後にした。

「危ない危ない」

　心の声を表に出してしまう癖、どうにかしないと。

　雨音を聞きながら着替えを済ませると、志貴がいるであろう詰め所に足を運ぶ。途中で、応接室から聞こえる声に足を止めた。

「あれ？　千里さんと五鈴さん？」

　こんな時間に五鈴さんがいるなんて、どうしたのかな？

　人の話を盗み聞くのはいけないことと分かってはいても、湧き上がる好奇心を抑えることができず、「ちょっとだけ」なんて勝手なことを思いながら側耳を立てた。

「それにしても、五鈴が本当の妹になるとは、世の中なにが起こるか分からないよなぁ」

「ホントにね。急なお願いをしちゃって、ごめんね。土曜日の挙式に向けて、志貴もがんばってくれてるし」

　え？　なに？　どういうこと？

　ふたりが話していることが、すぐに理解できない。

　五鈴さんが千里さんの妹になるということは、野々宮家の息子の誰かと結婚するということ。千里さんの妹になるのならば、その相手はひとりしかいない。それは……。

「し……き？」

　ふたりは幼なじみだから仲がいいけれど、それだけでしょ？　志貴、今は恋人もいないって言ってたよね？　『俺を一カ月で落としてみろ』って、そしたら『付き合ってやる』って……。

　あれは全部嘘だったの？　エッチができないからって彼氏に振られてばかりの私を、かわいそうに思って合わせてただけなの？　優しく抱きしめたり、こっちの気も知らないでキスしたり。その気にさせて楽しんでただけなの？

　次から次へと出てくる疑問に、心が押しつぶされそうになってしまう。

　全身の力が抜けると、手に持っていたバッグがスルリと床に落ちて音を立てた。

「誰かいるの？」

　千里さんの問いかけに、身体がビクリと震える。ここから逃げなくちゃと思うのに、足が素直に動いてくれない。

　そうこうしている間に、目の前の扉がガチャリと開いた。

「あれ、小町ちゃん。こんなところでなにしてるの？　志貴なら詰め所に……」

「あ。す、すみません。そういえば、友達と約束してるの忘れてて。志貴……に、送ってくれなくていいって伝えておいてください。さようなら」

　千里さんにそう告げると、部屋の中にいた五鈴さんと目が合ってしまう。五鈴さんは私に気づくと、ふわっと微笑んで手を振った。

　あんな素敵な笑顔を見せる人に敵うはずがない。キレイで優しくて、なんでもこなせてしまう五鈴さんに勝とうなんて、最初から無理な話だったんだ。

　志貴だって子供みたいな私より、大人で落ち着いている五鈴さんのほうがいいに決まってる。なのに私ったら……。

　ギュッと目を瞑ると、床に落ちたカバンを取り上げた。

「小町ちゃん？　なにかあった？」

　千里さんの心配そうな声に、身体が震え始める。

「ごめんなさい。失礼します」

　ダメだ。このままここにいたら、絶対に泣いてしまう。そうしたら千里さんも五鈴さんも、おかしいと思うはず。

　小さく頭を下げると、クルッと踵きびすを返して走りだした。

「ちょ、ちょっと待って。小町ちゃん！」

　私を呼び止める声にも振り返らず、そのまま走り続ける。

　外は相変わらずの雨。でも今はそんなこと、構ってられない。傘も差さずに外へ飛び出すと、びしょ濡れになりながら走り続けた。

　千里さんのことだ、きっと私の異変に気づいたはず。だとしたら、もう志貴になんらかの連絡は入ったかもしれない。

　志貴は私のこと、追ってきてくれる？　……なんて、結婚相手の五鈴さんが来ているのに、そんなことするはずないじゃない。

　ゆっくり足を止めると、その場にしゃがみ込んだ。

　梅雨入りしてから一番の大雨のせいで、既に下着まで濡れてしまっている。今さらしゃがみ込んだって、どうってことはない。

「私ひとりでバカみたいじゃない」

　五鈴さんという存在を知ってから、それなりの不安はあったけれど、でも志貴がときどき見せてくれる優しい表情や仕草、なにかを期待させるような言動に、もしかしたら志貴も私のことを好きになりつつある？なんて思ったこともあったのに……。

　私のひとりよがりだったみたい。

　ダラリと下げていた右腕をゆっくり上げ、人差し指でそっと唇に触れる。雨で濡れた唇が冷たい。

「キス……したくせに」

　〝罰〟と言って与えられたキスは、しょせん〝罰〟だったんだろう。

　都合がいいことに、どれだけ涙を流しても雨がすばやくその痕跡を消し、大声で泣き崩れても雨音がすぐに掻き消してくれる。

　今だけ。泣けるだけ泣いて涙が全部枯れたら、またいつもの元気な私に戻るから。

　神様が与えてくれた次の恋の相手が、志貴じゃなかっただけ。だったら、また新しい恋に出会えるように、一から始めればいい。

　だから今だけ、泣かせて……。




　翌日の朝、まぶしい日差しで目が覚める。

　ずぶ濡れのまま玄関を上がったところで、力尽きて眠ってしまったみたい。

「寒っ……」

　全身濡れたまま寝ていたんだから、身体が冷えて当然だ。あまりの寒さにシャワーを浴びようと起き上がれば、身体のダルさと節々の痛みに襲われた。

　風邪、ひいたかも。

　神社を出たところから自分がどのくらいの時間泣いていたのか、どうやってここまで帰ってきたのか、まったく覚えていない。その上こんなところで寝ていれば、風邪をひいてもおかしくない。

　自業自得とはいえ、自分のしていることに笑ってしまう。

　二十四にもなった大人が、カッコ悪い……。

　時計を見れば、午前六時半を回ったところ。

「とにかく、早くシャワー浴びよ」

　雨で濡れた服を着ているからか、風邪をひいているからか、重くなった身体を引きずるようにバスルームへ向かった。




「ヘックション!!　……やっぱり風邪ひいたかも」

　シャワーを浴びてルームウェアに着替えると、布団の中に潜り込む。

　今日が休みでよかった。久しぶりの休みが風邪をひいて布団の中とは、なんとも情けない話だけど。

　自嘲気味に笑うと、バッグに手を伸ばす。

「後でこれも乾かさなきゃね」

　濡れたバッグを引き寄せると、中からスマートフォンを取り出した。

　真っ黒の画面の右上に、着信があったことを知らせる赤いランプと、メールが来ていることを知らせる緑色のランプが順番に点滅している。

　ディスプレイを確認すると、今一番見たくない名前が出ていて、とっさにスマートフォンを手から離してしまう。

　ボスッと布団の上に落ちたスマートフォンをしばらく眺めていると、突然それがメールを知らせる音を鳴らした。

「うわっ!!」

　まさか今、このタイミングで着信音が鳴ると思っておらず、驚きのあまり布団から飛び起きた。

「誰？」

　恐る恐るスマートフォンを手に取ると、画面に表示されていたのは……。

「志貴……」

　着信履歴やメールの受信履歴を改めて確認してみれば、昨晩からのものはすべて志貴からだった。

　内容を見れば、【どうして勝手に帰ったんだ】とか【どうして俺に直接言いに来ないんだとか、偉そうな文面ばかり。挙句の果てには【本当に友達と帰ったのか？　それ、男じゃないだろうな】と意味不明なことが書いてあって、だんだん腹が立ってきてしまった。

　この期に及んで『男じゃないだろうな』なんて、志貴って本当に最低。

　自分は五鈴さんと結婚するくせに、なに言ってるの？　私が誰と帰ろうと、志貴には一切関係ないじゃない！

　腹立たしさを抑えつつ他のメールの内容も確認すると、最初こそ強気な俺様文面ばかりだったメールが【なあ、返事しないつもり？】【お前から返事が来るまで、寝ないで待ってるから】など、少しずつ変化を見せ始めた。

「嘘でしょ？」

　本当に寝ないで待っていたとか？

　まさかそんなはずはない、と今来たばかりのメールを開いてみると……。

【俺、今日から研修なんだけど。お前のせいで一睡もできなかった。どうしてくれるんだよ。研修の後、知り合いの神社にも寄ってくるから帰りは金曜日。戻ったら罰だかんな。覚えとけよ。それから明日、兄貴から話があると思うけど、今週の土曜日は大事な挙式がある。当日お前にも浦安の舞を奉奏してもらうから、ちゃんと練習しておけよ】

　本当に寝なかったんだ……って、なんで私が罰を受けなくちゃいけないのよ。一睡もできなかったのは、志貴の勝手でしょ？　それに『大事な挙式』なんて、自分のことなのにまるで他人事のような言い方して。でも、大事な挙式、かぁ……。志貴はそれだけ五鈴さんのことを愛してるんだね。

　これは完敗だ。どう転がっても、志貴が私に振り向くことはないだろう。

　スマートフォンをテーブルの上にそっと置くと、布団に寝転んだ。

　志貴と出会ってまだ三週間。失恋したとはいえ、きっと傷は浅いよね……。

　腕で目を隠すと、自然と涙が込み上げてくる。

「これが最後にするから……」

　そう呟くと、堪えることなく涙を流した。




「ふ～ん、結婚ねぇ。それ、ホントの話？」

　香澄は片肘をつくと、疑いの目を向ける。

「たぶん。ううん、この耳でちゃんと聞いたんだから、絶対に間違いない。できれば間違いであってほしかったけど……」

「まだ好きってわけね」

「当たり前でしょ。本気だったんだもん、すぐに気持ちは変わらないよ」

　ガックリ肩を落とすと、香澄が買ってきてくれたパンをひと口かじる。

　志貴から来たメールを読んで泣いた私はそのまま眠ってしまい、起きたら昼過ぎだった。

　少し体調がよくなっていたので、なにか食べようとして冷蔵庫を開けたら、見事にからっぽ。志貴のことも話したかったし、なにも考えず香澄に電話をかけてしまった。

《食べ物がないからって、仕事中に電話しないでくれる？》

　電話口で、そう文句を言っていた香澄だったが、仕事を早退してまで、食べ物をいっぱい買い込んで駆けつけてくれた。

　香澄は、私の変化をいち早く察知する。ちょっと口は悪いけれど、私のことを一番に考えてくれる大切な親友だ。

　あれ？　なんか香澄って、志貴に似てるかも。

　思わず笑みを漏らすと、香澄にキッと睨まれてしまった。

「なに、笑う元気はあるんだ？」

「そういうわけじゃないけど。香澄がいてくれてよかったと思って」

「今日は小町の様子が変だったから早退してまで来たけど、こんなこと二度とゴメンだから」

「はいはい」

　こんな憎まれ口を叩いても、また同じことがあったら香澄は必ず駆けつけてくれることを私は知っている。

　牛乳を飲んでパンを喉に流し込むと、フッと息を吐いた。

「お腹が膨れたら、ちょっと落ち着いた」

「そう、それはよかった。ところで小町、どうするのよ？」

「どうするって？」

「志貴さんのこと。このままでいいの？」

「いいもなにも、土曜日には結婚しちゃうんだよ？　私にどうしろっていうの？」

　五日後には結婚してしまう人になにをしたところで、状況が変わるわけでもない。というか、そんなことで気持ちが変わってしまうような人ならば、こっちから願い下げだ。

「小町は新しい恋をしたいわけでしょ。でも今のままだったら、先に進めないんじゃない？」

「それは……」

「自分の気持ち、彼にちゃんと伝えてないんでしょ？」

「今さら伝えたって迷惑なだけ。ふたりの幸せに水を差すみたいで気が引けるよ」

「いいんじゃない？　そんなことでダメになるふたりなら、それまでの関係だよ」

　こんなときはいつも、香澄のクールな考え方が私を少しだけ強くする。

　確かに私が告白したくらいでふたりの関係がおかしくなるのなら、その繋がりは弱いのかもしれない。だけど今の私は、ふたりを祝福するつもりでいる。

「でも……今さら気持ちを伝えるなんて、やっぱり勝手だよね」

「人を好きになる気持ちは誰にも止められないよ。例えそれが結婚している人や彼女がいる人だとしてもね」

　香澄はそう言うと、私の手をギュッと握りしめた。




　午後六時を過ぎると、香澄は彼氏とデートがあるからと言って、さっさと帰っていった。

　ひとり残された部屋はしんと静まり返っていて、また寂しさが襲ってくる。

「彼女がいる人だとしても、かぁ……」

　床に座りベッドにもたれかかると、香澄に言われた言葉を復唱する。

　最初から彼女がいる人を好きになるのはきっと苦しいし、それなりの覚悟がいる。私には『彼女がいてもいい』なんて割り切れない。もし逆の立場だったら？と考えてしまう。

　でも今回は、事実が発覚したのは好きになってしまった後。もう気持ちがどうにもならないところまできていたから、どうしたらいいのか分からなくなってしまった。

「気持ちを伝えるくらいなら、いいのかな……」

　そうしたら志貴のことはスッキリと諦められて、新しい恋を探すことができる？　……ああ、考えれば考えるほど、分からなくなっちゃう！

　志貴が帰ってくるのは金曜日。まずはその日まで、志貴に教えられた巫女の仕事をしっかりこなすこと。仕事に没頭していれば、他事を考えずに済む。

「そういえば、浦安の舞を奉奏するって言ってたよね？」

　志貴に初めて教わった舞。丁寧に一から教えてくれたことは、今でもしっかり覚えている。最初は苦労したけれど、思っていたよりも早く覚えることができて、志貴に褒められたっけ。だから浦安の舞が、一番好きなんだけど……。

「まさか志貴と五鈴さんの挙式で舞うことになるなんて」

　天井を見上げると、悔しさを堪えるように唇を噛む。

　おめでたい日なのに、私は当日、ふたりを祝福するように舞えるんだろうか……なんて、こんなこと思ってちゃダメだよね。

　新人と言っても、私は華咲神社の巫女。神事において、神かぐ楽らや舞を奉仕するのが仕事。ちゃんとまっとうしなきゃ。それに、今私にできる最高の舞を披露することが、志貴への最初で最後のプレゼント。

　志貴に教えてもらった舞を、志貴のために舞う。大好きな志貴の最高の笑顔を見るために、そしてその笑顔を胸に刻んでおくために……。

　志貴の笑顔を思い出しながらゆっくり目を瞑ると、そのまま深い眠りについた。










勘違いの告白




　次の日から四日間。いつも以上に仕事に集中し、舞の稽古もがんばってきた。

　志貴に自分の気持ちを伝えるかは、まだ決めかねているけれど、とにかく今は志貴に会いたくて仕方がない。思いは届かなくても、やっぱり志貴にはがんばっている姿を見てほしいから。

　金曜日には戻ってくると言っていたから今日は会えると思っていたけれど、『志貴から連絡があって、今日は戻るの遅くなるって』と千里さんが話しているのを聞いて、寂しさを隠しきれない。

　これで会えるのは、明日の挙式当日となってしまう。

　一日前の今日だったら、いつもの私で、笑顔で志貴に会えたかもしれないのに。当日だと、笑顔でいられる自信がなくなってしまう。

「小町ちゃん、このごろちょっとおかしくない？」

　今日の仕事も終わり、社務所前でボーッと突っ立っている私を覗き込むようにして、千里さんが言葉をかけてきた。

　顔の近さに驚き、一歩下がる。

「千里さん、近いですよ」

「だって小町ちゃん、心ここにあらずって感じだし。心配になっちゃって」

　その割に顔がニヤニヤしているのが気になるところだけど、普段と変わらない千里さんに心がほっこり温かくなる。

「明日、初舞かと思うと、ちょっと緊張しちゃって」

「昨日僕も見たけど、小町ちゃんなら大丈夫。小町ちゃんらしい舞を見せてね」

　私の頭をポンポンと撫でると、いつもの笑顔を見せてくれる。

「はい。がんばります。でも明日は、忙しい一日になりそうですね」

「まあね。身内の式だし、それはそれで楽しみなんだけど」

「志貴も緊張ですね」

「え？　志貴？　あぁ、確かに緊張するかな。でも仕事だしね」

　うん？　仕事？　自分が働く神社での結婚式だからって、当日もなにか仕事をするんだろうか。それとも結婚式には神職として何度も出てるし、仕事みたいなもんだってこと？

　いまいち理解できなかったけれど、それ以上は深く考えることはしないで、もう一度、千里さんの顔を見上げる。

　成るように成る。あれこれ心配していても、明日は必ずやってくる。だったら志貴と顔を合わせるそのときに、いつもの自分でいられるよう、気持ちを整えておこう。

　服に着替えて外に出ると、キレイな星空が広がっていた。

　天気予報では、明日も晴れ。

「成るように成る」

　もう一度、今度は声に出して言うと、星がキラキラ瞬く空を見上げた。




　いつもより早く目が覚めると、朝食を食べるのもそこそこに家を出る。自転車にまたがると、まだ静かな街の中へ走り出した。

　志貴の結婚式の日がとうとう来てしまった。

　でも昨日の夜、前向きな気持ちになれたからか、自転車を漕ぐ脚は軽やかで、いつもより短時間で神社に着いてしまう。

　志貴が乗っているライトバンの隣に自転車を停めると、大きく深呼吸をした。

「なんでここに来て、緊張するのよ」

　昨日、千里さんと話をして落ち着いていた気持ちが、またざわつき始め、手のひらまで汗ばんでくる。

　実は、届かない想いを告白しようか、当日になってもまだ迷っていた。

　好きな人が結婚する日に告白するなんて、ドラマや映画の中でならともかく、リアルでする人なんているんだろうか。

「やっぱり非常識だよね……」

「なにが？」

　私のことを待っていたのか、千里さんがライトバンの前から姿を現す。

「うおぉっ」

「相変わらず、いいリアクションするね。小町ちゃん」

「千里さん！　もう、『いいリアクションするね』じゃないですよ。突然顔を出すの、そろそろやめません？」

「どうしようかなぁ～」

　いつものようにとぼける千里さんに、プッと吹き出してしまう。

　ざわついていた気持ちがまた少しだけ落ち着きを取り戻し、まだ迷いは残っているけれど、『志貴に気持ち伝えちゃう？』なんて思ってしまう。

「小町ちゃん、今日は早いね。気合いが入っちゃってるの？」

「えっと。志貴にちょっと話したいことがあって。式の前ですけど、いいでしょうか？」

「志貴に？　別にいいんじゃないかな。今ならたぶん新郎控室にいるはずだよ」

「ありがとうございます」

　新郎控室。その言葉が、ズシンと心に重くのしかかる。

　現実を突きつけられて今すぐ逃げ出したい気持ちをグッと堪え、社務所内にある新郎控室へと向かった。

　控室に近づくと、途端に足取りが重くなる。それでも力を振り絞って辿り着くと、ふぅと息を吐いた。

　いくら早く来たとはいえ、今日は巫女としての仕事も多い。いつまでもここで立っているわけにはいかない。意を決めるとひとつ頷き、コンコンと扉を叩いた。

「はい。開いてるよ、どうぞ」

　あれ？

　中から聞こえてきた、志貴らしくない声と口調に違和感をおぼえながらも、ドアノブに手をかける。

　今日は結婚式当日。いくら俺様の志貴でも、今日くらいは控えめになっているのかな。

　ゆっくりと扉を開くと目の前には衝つい立たてがあり、すぐに中の様子を見ることはできなかった。

　でも、ちょうどよかったかもしれない。だって志貴の顔を見てしまったら、自分がどうなってしまうのか予測がつかない。衝立がいい目隠しになって、お互いの顔が見えないのは好都合だ。

　拳を握って目をギュッと瞑ると、勇気を出して言葉を放つ。

「志貴、結婚おめでとう。本当なら心から祝福しなきゃいけないんだろうけど、私にはそれがちょっと難しいの。私、いつの間にか志貴を……好きになってた……」

　言ってしまった。とうとう自分の気持ちを志貴に伝えてしまった。

　途端に、目に涙が浮かんできてしまう。

　ダメだよ、小町。泣くのは昨日で終わりって決めたんだから。

　涙を堪えて握っている手にさらに力を入れると、衝立の向こうから大きなため息が聞こえた。

　そうだよね。今から結婚式を挙げようとしている人に『好き』と告白するなんて、呆れて物が言えないよね。

「志貴には迷惑な話だって分かってる。でも、どうしてもそれだけは伝えておきたくて。ごめん」

　思わず頭を下げると、衝立の向こうから咳払いが聞こえてきた。

「ゴホンゴホン。えぇ～とこれは、愛の告白……だよね？　志貴、彼女なにか勘違いしてるみたいだから、ちゃんと返事してあげたら？」

「え？」

　今の声は誰？　志貴に似てるような気もするけど、やっぱり口調が志貴らしくない。

　私は、恐る恐る衝立から顔を出した。

「え？　えぇ!?」

　部屋の中央には、紋もん付つき袴を着た見知らぬ男性がひとりで座っていた。彼は私にニッコリ微笑むと、目線を部屋の奥の方に移した。

　その視線を追うように私も視線を動かすと、そこにいたのは……。

「志貴！」

　神職姿の志貴が怒ったような顔をして立っている。

　いったいこれはどういうこと？　志貴は今日、結婚するはずで……。なのに紋付袴を着ているのは、志貴じゃない。……あれ？　でもこの人、よく見ると、志貴にどことなく雰囲気が似ている。いやむしろ、千里さんにそっくりじゃない？

　ふたりを見比べて目をキョロキョロ動かしていると、ドカドカと近づいてきた志貴に頭を小突かれた。

「お前は本当のバカだな。誰が結婚するって？」

「志貴……じゃないの？　だって『五鈴が妹になる』とか『志貴もがんばってくれてる』とか、千里さんと五鈴さんが話してたの聞いて……」

　だから私は、志貴のことを諦める決心をしたというのに。

　今日結婚するのは志貴じゃなくて、志貴と千里さんに似たこの人？

　紋付袴を着た人に視線を向けると、目がバッチリ合ってしまう。

「す、すみません」

　驚き俯くと、ププッと笑われてしまった。

「なにも謝らなくてもいいのに。初めまして。僕は志貴の兄で、千里の弟。野々宮家の次男の出いず雲もです。今までは人手が足りない知り合いの神社で働いてたんだけど、結婚を機にこっちに戻ることになったからよろしくね」

　そう言って握手を求められ、少し戸惑いながらもその手を握る。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

「あ、それと。いつも志貴がお世話になってます」

　出雲さんは志貴の肩をバシバシ叩き、なんだか楽しそうだ。

「おい、いず兄。世話してんのは俺のほうだっつーの。そこんとこ、間違えるなよ」

「はいはい。志貴は変わらないね。好きな子の前だと、強気な発言するの。小町ちゃん、だっけ？」

「はい」

「コイツ、態度はふてぶてしいけど、根は優しくていいヤツだから。末永くよろしくね」

　出雲さんはそう言うと、私にウインクをする。

「いず兄！　余計なこと言うなよ。俺がいつ、コイツのことを好きだって言った？」

「好きじゃないの？　そんなこと言ってると、千里兄さんに小町ちゃん取られちゃうよ。いいの？」

「ああぁぁぁ！　どいつもこいつも勝手なことばっか言いやがって。おい小町。とにかく今日結婚するのは出雲と五鈴。だから千里の妹になるってわけ。俺は忙しい出雲の代わりに、結婚式の準備を手伝ってただけ。分かったか？」

　志貴は怒ったように言うと、私に詰め寄る。

「う、うん」

「じゃあ行くぞ」

　私の腕を掴むと、志貴は黙ったまま歩きだした。

「え？　ど、どこに？」

「おふたりさん、お幸せに～」

　出雲さんは楽しそうに言うと、私に手を振った。

　今から幸せになるのは、出雲さん、あなたのほうでしょ。

　そう言いたいのに、志貴に無理やり腕を引かれている私はどんどん出雲さんから離れてしまい、新郎控室から出ると社務所の裏口から外に連れ出された。

「ねえ志貴、腕が痛いんだけど」

　なにかに怒っているのか、私の右腕を掴む志貴の手の力は強くて、腕がジンジンと痺れ始める。

　でも私の問いになにも答えてくれない志貴は、ただ黙々と歩き続け、母屋を通り過ぎると志貴がひとりで暮らしている離れへと到着した。

　中に押し込まれ、壁際に追い詰められる。壁に背中がぶつかると同時に、志貴の右手が顔すれすれにドンと置かれた。

「な、なに？」

　驚いて肩をすぼめると、志貴の顔の近さに視線を逸らす。

「なあ、ちゃんと俺の目を見ろよ」

「いやいやいや。顔近いし、怒ってるし……」

「冗談じゃないんだけど」

　志貴は私の顎を掴みクイッと正面を向かせると、意地の悪い目を光らせた。

「な、なにが……？」

「俺のことが好きだって言ったよな？」

「言った……かな？」

「真面目に答えろよ。じゃないと……」

　志貴の柔らかい唇が、私の唇に触れた。今までの志貴からは考えられないほど優しく穏やかなキスが私の心と身体を麻痺させる。

　ときどき漏れ出る甘い吐息が自分のものだと気づくと、恥かしさも相まって、より身体が熱くなっていく。自分の変わりゆくさまに、どう反応すればいいのか分からない。

　激しさはないのに息つく暇も与えてくれないキスに息苦しさを感じ始めて、志貴の身体を小さく揺らした。

「ん、なに？」

　志貴は唇を少しだけ離すと、艶っぽい目を私に向ける。その瞳に私の心は一瞬で捕らえられ、素直な気持ちが自然と口をついて出てくる。

「志貴が、好き……。大好き。だから五鈴さんと結婚するって知ったときはツラくて、苦しくて……」

　ずっと胸の内に溜めていたことを、全部吐き出す。

「志貴と五鈴さん、すっごくお似合いだし。それに比べたら私なんて、ちんちくりん体型で子供っぽいし。志貴と五鈴さんが結婚するって勘違いした日は、雨の中びしょ濡れになりながら歩いて帰って、そのまま寝ちゃって風邪ひいちゃうし。志貴のことはもちろん大好きだけど五鈴さんのことも好きで、やっぱり祝福しなきゃ、志貴のことは諦めなくちゃって……」

　もう言っていることが、こんがらがってきた。自分でも収拾がつかなくて志貴の顔から目を逸らすと、身体をグッと引き寄せられた。

「もういい。分かったから黙れ」

　志貴のこんな優しい声、久しぶりに聞いたかも。

　その声に安心して志貴の腕の中に身を預けると、胸に頬を寄せた。

　心臓からは、志貴の力強い鼓動が聞こえてくる。それが余計に、志貴に抱かれていることを実感させる。

「小町、俺のこと好きすぎだろ」

「ダメ……かなぁ」

「ダメじゃない。俺も小町のこと、好きすぎだからな。お前もそうじゃないと困る」

　嘘。今、志貴、私のことを好きすぎるって言った？　言ったよね？　ということは……私と志貴は、両想い？　志貴を落とすのに大成功したということ？

　志貴の気持ちが分かったのと同時に急に嬉しさが込み上げてきて、志貴の背中に腕を回すと志貴と同じだけギュッと抱きしめ返した。

「私、志貴のこと諦めなくてもいいんだよね？　これからずっと、志貴のそばにいてもいいんだよね？」

「当たり前だ。四年もお前のこと想ってたんだからな。俺がお前のことを、絶対に離さねーよ」

「うん」

　そっかぁ。志貴ったら私のこと、四年も前から想っててくれた……うん？　四年前？　それってなにかの間違いじゃない？

　だって私が志貴と出会ったのは、まだ一カ月前のこと。そのときは意地悪なことばかり言って、私のことバカ呼ばわりしてたじゃない。好きなんて素振りもまったく見せないで、罰だとかなんとか言って何回もキスしたりして……。

「ちょっ、ちょっと。話が全然見えてこないんだけど。ちゃんと全部話してよ。聞きたいことがいろいろあるし」

　志貴の腕の中でジタバタ暴れると、今度は両腕を頭の上に取られ、壁に背中を押しつけられた。

「お前、誰に向かって『バカ』って言ってんだ？　あん？」

　出た、ヤンキー志貴。志貴って学生のころ、絶対グレてたでしょ。今度千里さんに聞いてやるんだから。

　これが一カ月前なら、怖くて怯んでいるところだけど、志貴の気持ちを知ってしまった今は、さほど怖さを感じない。むしろ、これも一種の照れ隠し？なんて思ってしまう。

「だって、バカはバカでしょ」

「バカにバカって言われたら、俺もおしまいだな。俺にそんなこと言うの、小町くらいだよ。バーカ」

　そう言われた途端、また唇が温かい感触に包まれる。今度は、志貴からの愛情がたっぷり詰まった濃厚なキス。それに応えるように志貴の首に腕を回すと、強く唇を押し当てた。

　時折、志貴から漏れる吐息が顔にかかり、それが私をますます夢中にさせる。

　志貴がチュッと音を立てて唇を離したときには、立っているのがやっとの状態。志貴に抱きかかえられると、フッと身体の力を抜いた。

「俺が欲しくなった？」

　艶気を含んだ低い声で、耳元に囁かれる。

　キスで熱くなった身体はよりいっそう熱さを増し、私の中心を刺激した。それはきっと、私が志貴を求めている証拠。

　志貴が欲しくてたまらない……。

　でもそんなこと、恥ずかしくて自分の口から言えるはずもない。

「分かん……ない」

　そう言うと、ギュッと志貴にしがみついた。

「分かんない、か。まあ、欲しくないって言われなかっただけマシだよな。ホントはもうちょっと先に進みたいところだけど」

　志貴は私の身体の線を撫でるように手を動かすと、腰のあたりで止めた。

「やめられなくなりそうだから、やめとく。今晩、続きをしてやるから泊まってけ」

「つ、続き……!?」

　志貴は私の反応を見て笑うと、ゆっくり身体を離した。

　今日の〝泊まる〟は、酔っぱらって泊まったときとは意味合いが違う。恋人になって初めてのお泊まり。しかも続きって……。

　志貴の言葉がなにを意味しているのか分からないほど、私は子供じゃない。でも私の場合、心と身体がちぐはぐなのだ。

　志貴に身体を許すことができるのかな……。

　志貴のことは大好きだけど、ただその想いだけで身体を重ねることができるのか、正直なところ不安のほうが大きい。

「またエロいこと考えてんな。続きって言うのは、話の続き。いろいろ話したいこともあるし、お前も俺に聞きたいことあんだろ？」

　私の身体を優しく抱きしめると、志貴は耳元に顔を寄せて甘く囁く。

「あ、あぁ、話の続き、ね。うん、私もそう思ってたよ。志貴ったら、なに言ってるの」

　ホッとしたような、残念なような、複雑な気持ちが入り混じり、「アハハ」と決まり悪げに苦笑する。

「今は余計なこと考えんなよ。まずは、いず兄と五鈴の式を無事に終えること。小町は浦安の舞を奉奏すんだろ？　俺がいない間もちゃんと稽古してたか？」

「うん、もちろん」

　そうだよね。今は他のどんなことより、今日の結婚式のことを一番に考えなくちゃ。

　志貴とのことは、すべてが終わってからゆっくり考えよう。そのときは、心のままに素直になろう。

「よし、いい顔になったな。ちゃんと見守っててやるから、安心して舞ってこい」

　志貴の優しい言葉に大きく頷くと、支度をするために離れを後にした。




　今日の私の衣装は、青摺模様の松鶴をあしらった本装束。初めて舞を習うとき見せてもらった、あの素敵な衣装だ。

　志貴のお母さんに着付けてもらうと、ポンと背中を叩かれた。

「小町ちゃん、今から緊張してるの？　いつもどおりでいいのよ。それに、今日は志貴が儀式を執り行うからね。ドンと大船に乗ったつもりでいなさい」

「え？　そうなんですか？」

「あら。志貴、なにも言ってなかった？」

　そんなこと、ひとことも言ってくれなかった。それならそうと、教えてくれればよかったのに。

　今日は出雲さんの結婚式だから、志貴や千里さんは参列者として参加するとばかり思っていた。だから少し心細くて緊張もしていたけれど、急に自信が湧いてきた。

　志貴が一緒だと思うだけで、こんなにも気の持ちようが違うなんて。

「そんなことより、志貴と小町ちゃんの結婚式はいつごろになるのかしら？」

　お母さんは衣装の着付けを直しながら、びっくりすることをサラリと言い放つ。

「はい!?　いやいや、まだ全然。そんな話は……というか、付き合い始めたのもついさきほどで……」

「動揺しちゃって、ホントかわいいんだから。ねぇ、小町ちゃん？」

「はい」

「志貴はなかなか大変な子だけど、必ずあなたを幸せにしてくれるはず。だから志貴のことよろしくね」

　まさかお母さんから、そんな言葉がもらえるとは思っていなかった。

　お母さんの言葉に胸が熱くなり、感情が高ぶってしまう。それは涙という形で現れてしまった。

「まあまあ、どうしましょう。せっかくキレイにお化粧したのに、泣いたらダメじゃないの」

「すみません。でも、お母さんの気持ちが嬉しくて……」

　小さなお母さんの身体に抱きつくと、しばらくそこで泣かせてもらった。

「おい小町、準備できたか？」

　扉の向こうから私を呼ぶ志貴の声が聞こえると、パッとお母さんから離れて顔を見られないように身体を反転させる。

「準備できてるわよ」

　お母さんの声に、志貴が部屋へと入ってくる。

　志貴、タイミング悪すぎ。なにも泣いてるところに来なくてもいいじゃない。

　鼻をグズグズさせていると、私に向かって近づいてくる足音に身体を縮こませる。

「なあ、なに泣いてんの？　小町を泣かせたの、母さん？」

「私はただ、志貴をよろしくねって言っただけよぉ」

「はぁ？　なんだよそれ。そんなこと五鈴に言ってやれよ」

「あ、そうね。五鈴ちゃんにも言わなきゃ。じゃあ志貴、後はよろしく」

　お母さんが部屋から慌ただしく出ていく。

「ったく、母さんには参るよな。おい、いつまでそっち向いてるつもりだよ」

　志貴の口調は、こんなときもいつもと変わらず俺様だ。

　彼女が泣いてるんだから、ちょっとは優しくしたらどうなのよ。

「もう泣いてない。ちょっと、あっち行っててよ」

「俺がどこにいようと、彼の勝手だろ。早くこっち向け」

　嫌だと首を振ってみせても、志貴の力でクルッと元の向きに戻され、ピタリと目が合う。

「うさぎみたいな目しやがって。早いとこ、その目とメイクをどうにかしろよ」

「うん」

「で、母さんだけど、よろしくの他になんて言ってた？」

　志貴は少ししゃがんで私の目線と合わせると、興味津々の顔をして私の顔を見つめる。

　これは絶対に話さなきゃいけない状況？

　志貴の眼力に負けた私は、おずおずと話しだした。

「『志貴はなかなか大変な子だけど、必ずあなたを幸せにしてくれるはず』って……」

　お母さんの言葉を伝えただけなのに、顔がボッと熱を帯びる。それは志貴にも移ってしまい、照れ隠しなのか頭をガシガシ掻くと、腕を伸ばして私を引き寄せた。

　ポフッと志貴の胸にぶつかる。志貴は、巫女の衣装をつけているからか私の身体を優しく抱いた。

「『はず』じゃねぇっつーの。小町を幸せにできるのは俺しかいないだろ」

「うん」

「あぁ～、早く夜になんねーかな」

「うん」

　私も今、志貴と同じ気持ち。出雲さんと五鈴さんには申し訳ないけれど、志貴とふたりで過ごせる夜が待ち遠しくてたまらない。

　志貴の顔を見上げると、コツンとおでこがぶつかる。

「まずは、いず兄と五鈴の挙式を終わらせるか？」

「うん」

　志貴に手を取られると、その手をギュッと握り返した。




　式はまず巫女の先導で、新郎新婦と参列者が神の御前、本殿へとゆっくり進み、神職の志貴が入場して始まる。次は、罪つみ穢けがれを祓い心身を清める『修しゅ祓ばつ』。神職が祓はらえ詞ことばを奉上し、新郎新婦と参列の方々の穢れを払う。

　神様にお供えをする『献けん饌せん』、神職が神様に、ふたりの結婚を報告し加か護ごを祈る祝のり詞とを奉上する『祝詞奏上』が終わると、次はいよいよ巫女による神前神楽『浦安の舞』の奉奏だ。

　志貴や千里さんの前で舞うことはあっても、一般の人に舞を見せるのは初めて。緊張もピークに達すると、身体が小刻みに震えだす。

「小町さん、志貴さんがこっち見てますよ」

「え？」

　和歌ちゃんに言われて目線を上げると、すぐに志貴の視線と絡まる。志貴の口が動いているのに気がつくと、ひとつずつ読み取っていく。

　が・ん・ば・れ。

　それは、特になんの変哲もない応援の言葉。なのにたったそれだけの言葉で身体の震えが止まり、ヤル気がみなぎってくるから不思議だ。

　雅が楽がくを演奏する人・伶れい人じんが演奏を始めると、深呼吸をひとつ。精神を統一させると、和歌ちゃんに続いて舞台の中央に立った。

　ひとつひとつの動きを丁寧に。神楽鈴を打ち鳴らすときはしっかりと。志貴に教えてもらったことを思い出しながら、ゆっくりと艶やかに舞う。

　気づけば『浦安の舞』の奉納は終わっていた。

　スッと立ち上がると、その場を後にする。

　その後は『誓せい盃はいの儀』――いわゆる三三九度で夫婦の契りを結び、『指輪交換の儀』、新郎新婦による誓いの言葉『誓詞奏上』、神前に玉串をお供えする『玉串奉ほう奠てん』と続き、最後に神職に合わせて参列者全員で神前に一礼して式は終了した。




「小町ちゃん、お疲れ様。いい舞だったよ」

　巫女の控室に千里さんがやってきて、私の頭をポンポンと撫でる。

「千里さん。そのポンポン、やめないですか？　子供じゃないんですし……」

　そう言って口を尖らすと、またポンポンと撫でられてしまうから、もうお手上げ。

「兄貴、また小町にちょっかい出してんのか？　前から何度も言ってるように、小町は俺の……」

「彼女になったんでしょ？　はいはい、お兄ちゃんはおとなしく身を引くことにするよ。ああ、この後の披露宴だけど、小町ちゃんも出席するよね？」

「はい、お言葉に甘えて」

「そっか。じゃあ後でね」

　千里さんが部屋を出ていき、志貴とふたりっきりになる。途端に朝のことを思い出してしまい、なんとなく気恥ずかしい。

「この後だけど」

「う、うん」

「お前、一度家に帰るんだよな？」

「うん。ちゃんとした格好に着替えたいし」

「じゃあ、後で迎えに行く。支度できたら電話しろ。それと……」

　志貴はそこで言葉を止めると、意味深にニヤリと微笑んだ。

　なんだか嫌な予感……。

　この顔をするときの志貴は、ろくなことを言わない。

　今回もそうであろうと身構えると案の定、志貴は身体を近づけた。

「泊まる準備もしてこいよ。いいとこ連れてってやる」

　耳元で熱っぽく囁く声は、それだけで私の身体を刺激する。

『いいとこ』がどこなのか気になるけれど、それより今は泊まることで頭がいっぱい。

　志貴、『続きをしてやる』って言ってたけど、本当に話の続きだけをするつもりなのかな？　いい歳した男と女がふたりっきりなんだよ。気持ちが通じ合ったのに、志貴はそれだけで我慢できるのかな。

　志貴の気持ちが知りたくて、目の奥を覗くように見つめてみても、なかなか真意は見えてこない。

「なに、そんなに見つめてんの？」

　おでこをピンッと弾かれて、軽くかわされてしまう。

　もしかして志貴、エッチができない私に気を遣ってくれてる？

　正直なところ、そのときが訪れたときに自分がどんな反応をしてしまうのか想像もつかない。

　もし今回も拒絶反応が出てしまったら、志貴も私から離れていっちゃうのかな……。

　それが怖くてたまらない。

「泣きそうな顔してどうした？」

「ううん、なんでもない」

　でもそれを悟られたくなくて強がってみせると、胸の奥が少しだけ切なくなった。










愛される身体




　近所のイタリアンレストランで行われた披露宴は和気あいあいとした雰囲気で、楽しい時間が過ぎていく。

　私は志貴と一緒に家族席に座らせてもらい、幸せな時間とおいしい料理を堪能していた。

　それにしても五鈴さん、幸せそうだなぁ。

　ブルーのカクテルドレスに身を包んだ五鈴さんは、招待客にくったくのない笑顔を見せている。

　いつの日か私も志貴と……なんてひとり妄想を膨らませていると、志貴が指でテーブルをトントンと叩くのに気づいた。

「もうすぐ披露宴が終わるな。終わったらさっさとここ出るぞ」

　志貴にそう耳打ちされると、うんと頷く。

　とうとう、このときが来た……。

　披露宴が終わり出雲さんと五鈴さんに挨拶を済ますと、先に会場を出た志貴の元に向かう。駐車場に停めてある車の中には志貴がいて、私が来たことに気づくと車から出てきた。

「遅かったな」

「ごめん。出雲さんたちに挨拶するのに手間取っちゃって」

「そっか。じゃあ、行くか」

　志貴は私を助手席に乗せると、自分も運転席に乗り込んだ。

　今日の車は、いつもの白いライトバンではない。シルバーに輝くその車は、エンブレムを見れば誰もが分かるくらい有名な外車だった。

「さすがにライトバンじゃマズイだろ。ツレに借りたんだよ」

「そんなの、気にしなくてよかったのに」

「俺が気にするっつーの。今日は俺とお前にとって、記念日になるからな」

　な、なんの記念日？　付き合い始めた記念日？　それとも……。

　またひとりで妄想を繰り広げて、ひとりで恥ずかしくなる。

　それに志貴の口から『記念日』なんて柄にもない言葉が出てくるから驚くじゃない。でも……いろんな意味で、志貴と私の大切な記念日になるといいな。

　肘かけにある志貴の腕に緊張しながら触れると、フッと笑みを漏らした志貴が私の手を捕らえた。

「なに甘えてんの？　もうすぐ着くから待ってろ」

　赤信号で車が停まると、志貴は私の手の甲を優しく撫でた。相変わらず口はぶっきらぼうだけど、それだけで志貴の愛情を感じて身体が熱くなってきてしまうんだから困ってしまう。

　しばらくすると志貴は、この街では珍しい背の高いマンションの前に車を停めた。

「どうしたの？　このマンションに用事？」

「ここ、俺の新居」

「新居？」

　新居ってことは、志貴はこれからここに住むっていうこと？

　私が住んでいるアパートとは比べ物にならないくらい豪華なマンションにびっくりして、私は思わず「分譲？　それとも賃貸？」と聞いてしまった。

「分譲なんて買えるかよ。賃貸。まあ最上階ってわけにはいかなかったけど、けっこういい景色が見られるぞ」

「ホントに？」

　自然も多く残っているこの街を、高いところから眺めたことがなかったから、楽しみだ。

　駐車場に車を停めると、手を繋いでエレベーターに乗り込む。志貴がボタンを押したのは十二階。どんな景色が見られるのか、胸踊らせながら着いた部屋は……。

「すごい夜景だね」

「だろ。昼間なら、あっちの方角に華咲神社が見えるんだぜ」

　そう言いながら、志貴は私の身体を後ろから抱きしめた。

「志貴……」

「ずっとこうしたかった」

「うん」

　志貴は甘えるように、顔を私の首元に埋める。その仕草がかわいくて、でも少しだけくすぐったい。

「ここなら誰にも邪魔されないからな」

『待ちきれない』と言わんばかりに、首筋に唇を這はわせる。

「ちょ、ちょっと志貴、待って。まだ心の準備が……」

　できてない？

　自分で自分に問いかけてみても、やっぱりまだ答えは出ていない。

　志貴が離れるのを感じると、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「志貴、ごめん」

「いいさ。こっちこそ悪い。ちょっと焦りすぎた。まずはいろいろ話をしないとな」

　志貴は私の頭に手を乗せると、ポンポンと優しく撫でる。その顔が切なそうで、胸がギュッと痛くなった。




　披露宴の前にシャワーが浴びられなかったからと、志貴は「ちょっとだけ待ってろ」とひと言残しバスルームへと消えていく。

　リビングにひとり残された私は、志貴を待つ間、部屋をくるりと見渡した。

「まだ家具が少ないよね」

　リビングには新しいソファとローテーブルがあるだけ。キッチンを覗いても、冷蔵庫はあるものの料理をした形跡は見当たらない。

　まだ借りたばかりなんだよね？　じゃあ、今使っている離れはどうなるんだろう。この部屋から見える景色もいいけれど、離れの昭和チックな感じも味があってよかったのにな。

　そんなことを考えながらソファに座ると、コロンと身体を横に倒した。

　今日はいろんなことがあって、肉体的にも精神的にも、いつもより疲れた。それに、志貴と両想いであることが分かって嬉しいけれど……私には、乗り越えなければいけない大きな障害がある。

「志貴に愛されたいのになぁ……」

「俺がどうしたって？」

「きゃっ!?」

　いきなりソファの後ろ側から、志貴が覗き込むように顔を出した。

　ちょ、ちょっと、早すぎやしませんか？

　慌てて飛び起きると、ソファの上に正座する。

　それにしても、志貴にしろ千里さんにしろ、どうしてこう突然現れるのかなぁ。こんなんじゃ、心臓がもたないよ。

　その場で固まっていると、顔に冷たいものが押しつけられた。

「小町も飲むか？　ほら」

　志貴に手渡されたのは、よく冷えたチューハイ。

　志貴を見れば手にはビールが握られていて、プルタブをプシュッと開けると勢いよく喉に流し込んだ。

　ゴクゴクと飲むたびに動く喉仏に、男らしさを感じて目が離せない。

　……って私、なに見てるんだろ。志貴を意識しすぎて、頭がおかしくなりそうだ。

「ホント、お前っておもしろいよな」

　志貴は隣に座ると、私の顔をマジマジと見つめる。

「なによ、いきなり」

「今も俺を意識しすぎて、挙動不審だし」

「な、なんでそれを……」

　知ってるの？　バレバレってヤツですか？

「はぁ」とため息をつくと、気を落ち着かせるためにチューハイをひと口飲む。

「四年前も、かなり挙動不審だったよな」

「その四年前の話だけど、それって、四年前に私たちが出会ってるってこと？」

「ホントに覚えてないのかよ？」

「うん、全然」

　志貴は呆れたように大きくため息をつくと、身体を投げ出すようにソファにもたれた。

「あのときの俺、けっこうダメなヤツでさ。神職の仕事も無理やりやらされてるって感じで、なにもかもがどうでもよくって毎日遊びほうけてた。そんなとき、オールで遊んで朝早く帰ってきたら、女の子がひとり神殿の前でお参りしてたんだよ」

「へぇ～」

「『へぇ～』って、お前なぁ」

　そう言って志貴は手を伸ばすと、私の身体を抱き寄せる。

　志貴から漂ってくるのは、シャンプーの香り。その匂いに誘われるように、志貴の肩に頭を乗せた。

「四年前に華咲神社にいた、金髪のチャラそうな男。本当に覚えてないか？」

　金髪？　チャラそう？　四年前……。

「ああっ！」

　思い出した！　確かあの日は、『お前の身体って、つまんねーな』と言われた、悪夢のような日から一カ月くらい経ったとき。朝早く目が覚めて、華咲神社に向かったんだった。

　大好きだった人からヒドいことを言われて身も心もボロボロだった私は、藁わらをも掴む思いで神社に行き、『心の傷を癒してくれる、素敵な人が現れますように』とお願いをした。

　そのとき、後ろに人の気配を感じて振り向くと……。

「いきなり私を抱きしめたの、志貴だったの？」

「やっと思い出したか。俺はすぐにあのときのお前だって気づいたのによ」

「だって、今の志貴と別人だよ？　分かるはずないじゃん」

　私の記憶が正しければ、あのときの志貴はネックレスやブレスレットをじゃらじゃらと付けていて、ピアスも片方の耳に何個付いてるの？ってくらい、ぶら下げていて……。

　でも金髪の長い前髪から覗く目は、どことなく寂しげだったのもぼんやりと思い出す。

「ちょっとからかってやろうと思って近づいたのに、お前、いきなりなんて言ったか覚えてるか？」

　思い出しそうで思い出せない言葉に、小さく首を振る。

「お前『なにかに怯えてるの？』って言ったんだよ。あれには参った。そのとおりだったからな」

「そんなこと言ったんだ。ごめん」

「なんで謝るんだよ。『そのとおりだった』って言ってるだろ。兄貴ふたりの出来がよくて、俺だけ落ちこぼれ。女とバカやっては、親父に説教されて。家族に見放されてるって思ってたんだよ」

　志貴はそこまで言うと、天井を仰いだ。

　そのときのことを思い出しているのかな……。

　顔だけ私の方に動かすと、力なく笑う。その顔に胸がギュッと切なくなり、そっと手を伸ばして志貴の頬に触れた。

　志貴の身体がビクッと震える。でもその後、目を細めて柔らかい笑みを私に見せた。

「あのときと同じ顔、するんだな。俺は四年間、その泣きそうな笑顔が頭から離れなかった。見知らぬ男のためにこんな顔する女、普通いないだろ？」

　触れている頬をキュッと摘むと、少し引っぱってから指を離した。

「悪かったわね、こんな顔をする女で」

「ホントだよ。だから忘れられなくて……。ときどき神社に来てはなにかを祈ってるお前が、いつも気になってしょうがなかった。ていうか、もう四年前からお前に落ちてた」

「それって、四年前から私のことが好きだったってこと？　じゃあなんで、もっと早く声かけてくれなかったの？」

「それはだなぁ……」

　私の質問に、志貴は言いにくそうに頭を掻く。

「小町と一緒。お前に偉そうなこと言ってたけど、俺も自信がなかったんだ。だから神職って仕事にもっと真剣に向き合って、お前にふさわしい男になってから姿を現そうと思ってた」

　志貴はそう言いながら私の身体を一度引き寄せると、ストンとソファに横たえる。そして私の身体の上にまたがると、ゆっくりと顔を近づけた。

「小町、お前は四年前、こうも言ったんだよ。『自分を変えるって怖いですよね。でもそこを乗り越えないと、人って変わらないと思うんです』ってな。その言葉、そっくりお前に返してやる。俺はお前の言葉で変わることができた。次はお前が変わる番だ」

「私……が？」

　志貴はニッコリ笑うと立ち上がり、私を軽々と抱き上げる。それは世間で言う〝お姫様抱っこ〟で……。

「重いから下ろして！」

「嫌だ」

「恥ずかしいから」

「俺は恥ずかしくない」

　相変わらず、なにを言っても堂々巡り。諦めておとなしく抱きかかえられていると、志貴は隣の部屋へと移動した。

　部屋の中には、真新しい真っ白なシーツがかけられたベッド。そこに下ろされると、ゆっくり身体が沈み込んでいく。

　ふわふわの布団は、このまま眠るだけなら心地いいのだろうけど、これから起こるであろうことを考えてしまうと怖くなって、目を瞑る。そして布団をギュッと握りしめた。

「そんなに怖がるな。なにも無理やりやろうと思ってるわけじゃない。俺はお前の元カレたちとは違って、セックスできないからって別れたりしないからな。四年も待ったんだ。お前がその気になるまで待ってやるよ」

　志貴はベッドに上がると、私の横に寝転んだ。

　首だけ動かして志貴の方を見れば、志貴も同じように私のことを見ていた。その目の優しさに、胸がキュンと高鳴る。

　志貴は私を自分の胸へと引き寄せると、身体全部を包み込んだ。

「今はこうしてるだけで充分だ」

　志貴に触れているところから伝わってくる熱や、心臓の鼓動、息遣い。どれもが私の心を安らかな気分へ導いていく。

　私の髪を撫でては、ひと束すくって弄ぶ指。柔らかく微笑みながら私を見つめる、アーモンド形の瞳。少し伸びて無造作に揺れる髪。志貴のなにもかもが愛おしい。

　志貴に向かって手を伸ばすと、その手は呆気なく志貴に捕らわれてしまう。恋人繋ぎになった手は、お互いの気持ちを感じ取るかのように固く結ばれた。

「お前とは表面的な浅いところじゃなく、もっと奥の深いとこ、ここで繋がりたいと思ってる」

　志貴はそう言うと、空いているほうの手で自分の心臓のあたりをトントンと叩いた。

　それって心？　そうだね。私も志貴と、もっと奥の深いとこ……心で繋がりたい。

　その言葉はまるで魔法でもかけたように、私の心にかかっていた鍵をいとも簡単に開けてしまう。

　自分を変えるためには、なにかを乗り越えなければいけないときがある。『今がそのときだよ』と、神様が教えてくれているのかもしれない。

「私も、ここで繋がりたい」

　志貴の真似をしてトントンと胸を叩くと、志貴が目を見開いた。

　でもそれも一瞬のこと。すぐに元の優しい笑顔に戻すと、私を見つめたままゆっくり起き上がり、もう一度身体の上にまたがった。

　志貴の目と身体が、熱を帯び始めたのが分かる。

　不安がなくなったわけじゃない。でもそれ以上に、志貴と愛し合いたい、心も身体もひとつになりたいと思う気持ちのほうが強くなる。

　志貴となら大丈夫。

　その思いが、私を突き動かす。

「いっぱい愛して……」

　その言葉が合図になって、志貴がキスの雨を降らす。いつしか唇だけでは収まりきらなくなり、耳に、首筋に、鎖骨へと舌を這わせながら移動する。そして私の着ているブラウスのボタンに志貴の手がかかった。

　その瞬間、身体がビクッと震える。

「やめるなら今のうちだぞ。今なら俺も止められる。けど、ここを越えたら……」

「やめなくていいよ。志貴に私の全部を知ってほしい」

「いいんだな？　分かった」

　私の意志を確認すると、ゆっくりとひとつずつボタンが外されていく。

　ドキドキしながらそのときを待つと、志貴はブラウスを左右に開いた。すぐにスカートとランジェリーも脱がされてしまい、生まれたままの姿が露わになる。

　私の身体を見た志貴が、今なにを思っているのかが気になって固く目を瞑る。

「小町、目、開けろ。お前はまだ、俺のこと信用してないみたいだな」

「そんなことっ……」

「思ってないなら怖がるな。安心して俺に任せとけ。な？」

　甘く囁かれ耳たぶを甘噛みされると、身体の緊張がゆるりと解けていった。

　志貴の言葉どおり、手や指の動きは丁寧で、身体中をゆっくりなぞりながら隅々まで愛あい撫ぶしていく。

「ん、あ……っ」

　志貴の指と舌の動きに快感が全身を駆け巡り、我慢しきれなかった声が漏れてしまう。途端に隠れていた羞恥心が顔を出し、手で口を押さえた。けれどそれは、志貴にすぐ剥ぎ取られてしまう。

「声、聞かせろ。じゃないと、小町が気持ちいいのか分かんないだろ」

　そんなことをサラリと言ってしまう志貴は、絶対にサドだ。

　でも志貴の言葉ひとつで感じるままに嬌きょう声せいを上げてしまう私は、マゾかもしれない。

　今までどうしてエッチができなかったのか分からないくらい、今の私は貪欲に志貴を求めている。志貴に感じる場所を探られると、『もっと』と言わんばかりに志貴の首にしがみつき、甘い吐息を漏らし続けた。

　志貴が身体中に残していくキスの痕は、その数の分だけ私の身体をどんどん敏感にしていき、志貴とひとつに繋がるとすぐにピークを迎えてしまった。




「ごめんなさい」

　志貴に背中を向けて、ポツリと呟く。

　いくら久しぶりだからといって、これでは志貴に申し訳ない。恥ずかしさから、布団を頭からスッポリと被った。

　でもそれは志貴によって、呆気なく剥がされてしまう。

「顔を隠すな。俺も悪かった。小町の反応がかわいすぎて、執しつ拗ように攻めすぎた。でも心配するな、夜はまだ長い」

　志貴はそう言って私の身体をギュッと抱きしめると、子供をあやすように背中をポンポンと優しく撫でた。

　夜はまだ長い？　それって、もしかして……。

　志貴の顔を見上げれば微笑が口角に浮かんでいて、志貴の言葉どおり、長い夜が始まった。










恋の神様はどこにいる？




　夜が明けるのが、こんなにも早いと思ったことはない。

　それもそのはず、時計を見ればまだ朝の七時。でも寝たのは三時間前の四時で……。

　どうしてそんな時間まで起きていたのか。そんな野暮なことは聞かないでほしい。

　今日は日曜日。本来なら休みになることは少ないんだけれど、どうしてか千里さんが『特別に休みをあげる』と言い出し、志貴も私も今日は休みになってしまった。だからそんなに早く起きなくてもよかったけれど、いつもの癖でこの時間に起きてしまった。

　隣を見れば、志貴が気持ちよさそうに寝ている。

「人の気も知らないで」

　身体中のあちこちに、昨晩愛された鈍い痛みがまだ残っている。そこが疼うずくと志貴にされたことを思い出してしまい、朝っぱらから赤面してしまう。

　元カレたちにはあれだけ頑かたくなに拒んできたエッチを、どうしてすることができたんだろう。

　きっとそれは、志貴が私の身体だけじゃなく心までも溶かしてくれたから。

　ほとんど処女と言っても過言じゃない私の身体は、志貴色に染め上げられて、まだその熱は身体に残ったままだ。

　かけ布団をめくり、まだなにも身につけていない自分の身体を見れば、小さな赤い薔ば薇らの花が全身に咲き誇っている。それは私が志貴のモノになった証。ずっと残るものではないけれど、消えたらまたすぐに志貴が新しい華を咲かせてくれるだろう。

　そう思うと嬉しくて、自然と笑みが漏れてしまう。

「なに自分の裸、見てんの？」

「わぁっ！　し、志貴!?　寝てたんじゃないの？」

　今の今まで寝息を立てていた志貴が、私を見てニヤニヤ笑っている。

　ま、まさか!!

「嘘寝してたんじゃないでしょうね？」

「嘘寝って、人聞きの悪いこと言うなよ。小町が勝手に、寝てると勘違いしてただけだろ」

　ああ言えばこう言う志貴のこと。この後なにを言っても無駄だと学習してきた私は、黙って唇を尖らせた。

「かわいい顔して怒んなよ。で、自分の裸見て、なに考えてたわけ？」

「な、なにって……」

「ちゃんと言えたら、ご褒美をやろう」

　なにがご褒美よ。相変わらず偉そうなんだから。

　だけど頭では腹が立っているのに、どうやら身体は違うみたい。そのご褒美とやらが気になるのか、全身を熱くさせて『早く言っちゃえ』と急き立てた。

「志貴と……」

「俺と？」

「愛し合えて、幸せだなぁと思ってた」

「当たり前だ。俺を誰だと思ってる。なんてな。俺もお前を愛すことができて幸せだ。小町、愛してる」

　志貴が腕を伸ばして私の肩を抱き、身体を引き寄せる。

「私も」

　お互い見つめ合うと、どちらからともなく唇を重ねた。

　それは甘くて濃厚な、チョコレートのようなキス。一度味わったらやみつきになって、止まらなくなってしまう。

　しばらくして名残惜しそうに離れた唇は、しっとり濡れていた。

「そんな寂しそうな顔すんな。今日はずっと離してやらないからな。またすぐ愛してやる」

「さ、寂しそうな顔なんてしてないし。そんないっぱい愛されても……」

「困るのか？　だったらやめとくか？」

「それも困る！　じゃなくて……もう、そんな意地悪なこと言わないでよ」

「それは無理だな。好きなヤツのことは、いじめたくなるんだよ」

　なによ、その子供じみた理由は。あなたは小学生か！

　もちろん口に出して言えるわけもなく、ゴクンとそれを呑み込むと、志貴に寄り添った。

　志貴は当たり前のことのように、私の身体を抱きしめてくれる。

「ねえ志貴？　ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「ああ、なに？」

　ふぅと息を吐くと、ゆっくりと志貴を見上げた。

「初めて五鈴さんに会ったときのこと覚えてる？」

「鳥居のところで会ったときのことか？」

「そう。あのときの志貴、五鈴さんが来た途端、握ってた手を離して私から距離を取ったよね。どうしてあんなことしたの？」

　ずっと心の奥に引っかかっていたこと。今となってはどうでもいいことなのかもしれないけれど、どうしてもスッキリさせたかった。

　志貴の返事をじっと待っていると、志貴は照れくさそうに頭を掻く。

「それ、言わないといけないか？」

「ずっと気になってたんだもん。できれば聞きたい」

　すると志貴は『仕方ない』と言うようにため息をつくと、ボソッと呟いた。

「単純なことだ。照れくさかった……」

「え？」

「五鈴とは生まれたときからの幼なじみなんだぞ？　俺の性格や好み、アイツはなんでも知ってんだよ。それにアイツは勘がいいからな。いろいろと厄介なんだ」

「だからあんなこと……」

　照れくさかっただなんて、私が思っていたこととまるで正反対のことで、拍子抜けしてしまう。

「だったら……」

　この際、気になってることは全部聞いてしまおうと、私は質問を続けた。

「まだあるのかよ」

「うん。ラーメン屋さんに行ったときのことは？　食べ終わって表に出たら電話かかってきて、一瞬私のことを見てから背中を向けたでしょ。あれはなんで？」

「お前、余計なことばっか覚えてんな。あれは兄貴から仕事のことでかかってきたんだよ」

「千里さん？」

「そう。それで最後、兄貴にからかわれたんだよ。『小町ちゃんと一緒で楽しいだろ？』ってな。図星だったから恥ずかしくて。そんな顔、お前に見せられるはずないだろ」

　そのときのことを思い出したのか、志貴は顔を少しだけ赤くする。

　そうだったんだ。

　私はもうそのときには志貴のことが好きで、全部五鈴さん絡みだと思ってしまい、ひとりで勝手に落ち込んでいた。

　恋って、本当に難しい。すぐに聞けば分かることも、相手の気持ちが分からないと一歩踏み出す勇気が出ない。頭の中で悪いほうへ悪いほうへ考えて、ドツボにはまってしまう。私の悪い癖だ。

　これからはもう少し、素直に生きてみよう。

　でも、志貴がそんなにテレ屋さんだったとは、実に意外だ。

「そっかぁ、図星だったんだ。志貴、私と一緒で楽しかったんだぁ」と、ちょっとからかいたくなってしまった。

「お、お前なぁ。ったく、調子に乗ってると、後で痛い目見るぞ」

　そんな怖いことを言われても平気なのは、ホントの志貴は優しい人だということを知っているから。

「もう何年も前に私に落ちてたのに、どうして『俺を一カ月で落としてみろ』なんて言ったの？」

「なんだよ、またその質問か？　今日のお前は質問してばっかだな。あれはだな、前にも言ったとおり、お前に自信をつけさせるために……」

　志貴はそう言うと、私を頭からスッポリと抱きかかえた。

　これじゃあ顔が上げられなくて、志貴の顔を見ることができない。志貴の腕の中でもがいてみても、それは緩むことがなかった。

「暴れるな、おとなしくしてろ。俺はお前に、四年近く片思いしてたんだぞ。やっとのことで声をかけてお前に近づけたのに、告白して振られたら立ち直れないだろ。だから一カ月で、お前が俺のことを好きになるようにだな……って、なんで俺がこんなこと話さなきゃいけないんだ。お終いお終い」

　志貴はそこで勝手に話を終えると、私の身体を強く抱きしめる。

「志貴、痛いって」

「話してやったんだ。それくらい我慢しろよ」

「話してやったって、なによ偉そうに。そんなこと言う人には、こうしてやる！」

　志貴の脇腹に手を入れると、こちょこちょとくすぐった。

「おい、やめろ。小町、マジで勘弁してくれ！」

「勘弁してあげないんだから」

　ヒィヒィ言いながら笑っている志貴を見て、私も一緒に笑う。

　朝っぱらからこんなふうに、ふたりでじゃれ合っているなんて……。昨日の朝の私が見たら、さぞかし驚くことだろう。

　志貴と五鈴さんが結婚すると勘違いしたときは、やっぱりこの世に神様なんていないと思ったけれど、華咲神社にはちゃんと恋の神様がいて私の願いを叶えてくれた。

　巫女修行も始まったばかりで、覚えなきゃいけないことはまだまだたくさんある。

　普段の志貴は……まだ子供みたいなところも残っているけれど、神職としての向上心は見習うべきところが多い。

　志貴のそばで巫女としても女としても少しずつ成長していけるように、努力を重ねていこう。この先まだまだいろんなことが起きるかもしれないけれど、志貴と一緒ならきっと大丈夫。

「っとに、なにすんだよ。俺の苦手なことするなんて、小町のくせに生意気だ。永遠に俺の下婢決定だな」

「えぇ!?　彼女になったのに？」

「ただし……」

　そう言うと志貴は耳元に顔を寄せて、甘く囁いた。

「俺もお前だけの下僕になってやる」




　華咲神社は、恋の願いを叶えてくれる縁結びの神様がいる神社。

　恋に悩んでいる人は、一度足を運んでみてはいかがですか？

　きっと、あなたの願いを叶えてくれるはず――。







特別書き下ろし番外編










愛の巣は大騒ぎ!?




　志貴と付き合い始めて、はや四カ月。季節は秋になり、境内の木々は赤や黄色にその色を変えている。

　私の巫女修行も順調に進んでいて、巫女姿も板についてきた……と思う。でもまだまだ覚えることも多くて、相変わらず志貴にしごかれる毎日を送っている。

　一方、私生活のほうはと言えば……。

　志貴に『小町は俺の下婢なんだから、ここで一緒に住め。お前に拒否権はない』と言われ、八月のお盆休みにひとり暮らしをしていたアパートを引き払うと、志貴のマンションで一緒に暮らし始めた。

　ひとり暮らしのときとは勝手が違い、洗濯物を出しっぱなしにはできないし夕飯も作らなきゃいけない。最初こそ戸惑うことも多かったけれど、今ではそれなりに慣れて幸せな日々を過ごしている。

　神社では厳しい志貴も、家に帰れば優しい彼に早変わり。といっても、俺様でＳなところは変わらないから、ふたりっきりなのをいいことにあんなことやそんなことを要求してきて……と、ゴホンゴホン！

　まあとにかく、志貴に主導権を握られながらも同どう棲せい生活を楽しんでいる。

　志貴と暮らすようになって、彼の知らなかった一面もいくつか見つけた。

　口が悪くて一見ガサツそうに見えるけれど、実はキレイ好きで掃除上手。離れでのひとり暮らしが長かったせいか洗濯も手際よくて、たたみ方なんてショップの店員並み。

　料理は初めて私の家に来たときに作ってくれたとおりプロ級だし、出だ汁しなんかは鰹かつお節ぶしや昆布で丁寧にとってしまうから驚きだ。

　そして今晩の夕ご飯は、ストックしてあった志貴手作りの出汁を使った寄せ鍋。材料も切り終えたし、志貴に教えてもらった鶏団子も作り終えた。

　今日は定時で上がることができたから時間もたくさんあって、準備万端。あとは、残業していてまだ帰ってきていない志貴の帰りを待つだけ。

　洗濯物をたたみながら時間を潰つぶしていると、インターホンのチャイムが鳴った。

「志貴だ！」

　インターホンに映るのは、大好きな志貴の顔。「おかえり」の言葉と同時にオートロックの鍵を開けると、玄関に向かう。

　志貴の帰りを待つなんて一緒に住んでいれば当たり前のことなのに、毎日胸の高鳴りが抑えられない私は相当、志貴に惚れているみたい。

　そわそわしながら玄関に立っていると、家のチャイムが鳴り響く。待ってました！　とばかりにドアを開ければ、愛しい志貴の顔が覗く。

「お帰りなさい」

「おう、ただいま」

　お決まりの挨拶の後は、お決まりのキス。お帰りなさいのキスだからチュッと重ねるだけのつもりが、好きの気持ちが抑えきれなくて思わず深く重ねてしまった。

「なに？　おねだりしてるの？」

「ご、ごめん……」

「小町が積極的なのは、嬉しいからいいけど。そういえば今日は神社にいるときから、物欲しげに俺を見つめてたよな？」

　少し屈んで私と目線を合わせ、魅惑的な瞳を向ける。

「み、見つめてないし」

　ふんっと背を向けた私の身体を志貴は後ろから抱きしめると、耳元に顔を埋めた。

「今晩、うんとかわいがってやるから、楽しみにしとけ」

　吐息混じりに甘い言葉を囁かれると、それだけで身体の中心が疼いてしまう。

「バカ……」

　それがバレないように慌てて身体を離すと、クルッと志貴に向き直った。

「今晩は寄せ鍋だよ。すぐに支度するね」

「お、いいな。朝晩は冷えるようになったし、鍋がうまい季節になったよな」

　志貴はそう言ってポンッと私の頭を撫でると、リビングに向かう。

　志貴、嬉しそうな顔しちゃって。そんな志貴を見るだけで、舞い上がるほど嬉しくなっちゃう私も私だけど……。

　志貴を追って私もリビングに向かおうとすると、なにか思い出したのか、足を止めた志貴が振り返った。

「風呂」

「お風呂？」

「飯食った後、一緒に入るからな」

「……うん」

　そんなこと、いちいち確認しなくてもいいのに……。

　志貴はここで一緒に暮らし始めるとき、いくつかのルールを決めた。

　おはよう、おやすみ、行ってきます、ただいまのキスをすること。食事は一緒に食べること。お風呂は一緒に入ること。同じベッドで一緒に寝ること。

　付き合い始めたばかりだから、新婚さんみたいで『かわいいルール』なんて思ったけれど、未だに解せないものがひとつだけある。

　それは、お風呂に一緒に入ること。

　一日の疲れを取るために入るお風呂を、どうして志貴と入らなくちゃいけないの？　そりゃね、たまにはいいよ。休みの日にふたりでゆっくりまったりと……。でも普段まで一緒に入ったら、疲れが取れるどころか志貴にいろいろされちゃって、余計に疲れちゃうじゃない！

　これには私も『異議あり』と、最後の最後まで抵抗したんだけど……。『恋人同士なのに、入らないほうがおかしくねー？』と意味不明なことを言われて、呆気なく却下された。

　世界中の恋人同士がみんな一緒にお風呂に入ってるわけないじゃない。証拠でもあるの？　あるならさっさと出してみなさいよ！

　心の中では強気なことも言えるのに、口に出せないからもどかしい。なにを言ったところで、どうせうまく丸め込まれるに決まってる。だって、俺様な志貴様なのだから。

　結局、毎日のお風呂では志貴の熱い指先に弄ばれて、のぼせ上がってしまう私……です。

「志貴が大好きな鶏団子、いっぱい作ったからね」

「小町、俺が教えた鶏団子だけはうまいもんな」

「『だけ』って、そんなこと言うと食べさせてあげないんだから！」

「そう怒るな。それにしても、これは量が多くないか？」

　鶏団子が並んだトレイを持ち上げると、志貴は私の目の前に差し出す。

「うぅ……」

　だって、志貴の大好物だと思うとついつい力が入って、多いと分かっているのに材料を全部使ってしまった。確かにどう見てもふたり分の量じゃない。

「でもせっかく小町が俺のために作ってくれたんだからな。土鍋の中で茹ゆでてから冷凍しとくか」

　そう言いながら私の肩を抱き、顔を覗き込む。

　意地悪を言ったかと思えば、柔らかい笑顔を私に向ける。まさにアメとムチだ。だから私は、志貴のそばから離れられなくなってしまう。

「志貴のバカ……」

「ん？　なんか言ったか？」

「べ、別になにも言ってない」

　危ない危ない。『バカ』なんて言ったのがバレたら、また『今晩、罰だな』とか言うに決まってる。

　志貴の腕からするりと抜け出しダイニングテーブルの向かいに移動すると、赤くなっているであろう顔を見られないように俯きながら、カセットコンロに火をつけた。

「志貴、ビール飲む？」

「ああ。明日運転するし、缶ビール一本だけにしとくわ」

「分かった。じゃあ私も一本だけ」

　せっかくの鍋だもんね、やっぱりお酒が欲しくなる。

　そそくさと席を立ちキッチンに行くと、冷蔵庫から缶ビールを二本取り出した。

　――ピンポーン。

　ダイニングに戻りかけたとき、インターホンのチャイムが鳴った。

　こんな時間に誰だろう？

　ふと時計を見れば、午後八時半を回っている。慌ててインターホンの画面を見ると、そこに映っていたのは……。

「千里さん？」

「はあ!?　なんでこんな時間に、兄貴が来るんだよ」

　志貴は私の隣に来ると、インターホン越しに千里さんと話しだした。

「兄貴、なにか用かよ？」

《おお志貴。さっき研修から帰ってきたんだけど、お土産みやげを渡そうと思って》

　千里さんはそう言ってインターホンのカメラに近づくと、お土産を高々と見せた。

「そんなの明日でいいだろ？」

《い～や、今日渡したいんだ。久しぶりに小町ちゃんの顔も見たいし》

「やっぱ小町が目的かよ。さっさと帰れ！」

　怒ってインターホンを切ろうとする志貴の指を、ボタンを押す寸前で止めた。

「もう志貴ったら。せっかく来てくれたんだし、鍵開けるよ」

　オートロックを解錠する。玄関に向かおうとしたら、腕を取られた。

「土産もらったら、すぐに追い返せよ」

「そんな、追い返せって……」

　千里さんは志貴のお兄さんだよ。私にしてみれば、会社の上司にも当たる人。そんな人を無む下げに追い返すなんて、できるはずないでしょ！

　でも志貴はさっさとリビングに戻ってしまい、私の言うことなんてまったく聞く気はない。

「はあ～」とため息をつき呆れていると、玄関のチャイムが鳴った。

「はーい、今開けますね」

　鍵を開けてドアを開くと、なぜか一瞬で目の前が真っ暗になってしまう。身体に腕の戒めを感じ、顔を上げた。

「やっぱり小町ちゃんの抱き心地は最高だね」

「せ、千里さんっ!?　志貴が見たら激怒ですよ？」

「えぇ～。いつもは志貴が小町ちゃんを独り占めしてるんだから、たまにはいいでしょ？」

　そういう問題じゃないと思うんですけど……。

　相変わらず勝手な持論を言う千里さんに困っていると、リビングのドアが大きな音を立てて開き、びっくりして身体がビクッと跳ねる。

　ヤバい！　志貴に見られた。絶対に怒ってるよね？

　千里さんに抱かれている場合じゃないと身体を離そうとしても、「ダーメ」と腕の力を強めてしまう。

「兄貴、なにしてるんだよ。いい加減に離さないと、俺も黙ってないからな」

　抱きしめられていて志貴の姿は見えないけれど、こっちに向かってくる足音がいつもより大きくて、怒っていることが容易に分かる。

「そんなに怒ることないだろ。これは兄妹のスキンシップ」

　でも千里さんは志貴の言うことなんてお構いなしに、私を抱きしめたまま。

「兄妹って……。私はまだ志貴と結婚してないし……」

「でもそのつもりがあるから、一緒に暮らしてるんでしょ？」

「そ、それはそのぉ……」

　そうなればいいなぁ～とは思ってるけど、まだプロポーズされたわけじゃないし、志貴がどう考えてるのかも分からない。でも結婚するなら志貴以外は考えられないというか、志貴じゃなきゃ嫌だし……。

「おい小町。身体モゾモゾ動かして、またひとりで変なコト考えてんだろ？」

　志貴は怒り口調で言うと、大きくため息をつく。

「ホント小町ちゃんって、考えてることがだだ漏れ」

「兄貴は黙れ。とにかく小町を離せ！」

　志貴は私の腕を掴むと、力任せに引っぱる。それを見た千里さんは、抱きしめる腕をスルリと離し、私の身体は志貴の腕に収まった。

「ざーんねん。もう少し抱きしめていたかったけど、また後でのお楽しみにとっておくよ」

「はあ!?　『後で』ってなんだよ。土産置いたら、さっさと帰ってくれ」

「それはできないなぁ～」

　そう言って千里さんはニコッと笑うと、自分の荷物を指差す。

「今晩、ここに泊めてもらおうと思って」

「はあ～!?」

「えぇ～!?」

　私と志貴が声を合わせて叫ぶと、千里さんは満足そうに頷いた。

「母屋に母さんの友達が遊びに来てて、うるさいったらありゃしない」

　いつもは何事にも寛大で温和な千里さんが、珍しく顔をしかめた。

「だったら、出雲のところに泊めてもらえばいいだろ？」

「出雲と五鈴は新婚だよ？　そんなところに、お邪魔するわけにはいかないでしょ」

『私たちだって同じようなものです！』と言いかけて口をつぐむ。

　そりゃね、私たちはまだ結婚してない。でも気持ちとしてはもう志貴の妻、なわけで……って私ったら、なに恥ずかしいこと考えちゃってるのよ。

　でも一度そんなことを考え始めてしまうと、私のひとり妄想は膨らむばかり。

　〝妻〟って、なんていい響きなんだろう。大好きな旦那様のためだけに尽くす、かわいい奥さん。お気に入りのエプロンをつけてキッチンに立っていると……。

『なんだよ小町。エプロンっつーのは裸の上につけるもんだろ？　さっさと脱げよ』

『えーでも、小町恥ずかしい……』

『今さら、なに恥ずかしがってんだ。恥ずかしいことなんて、いつもしてんだろ』

『もう、志貴のエッチ……』

　いや～ん、裸にエプロンなんてつけられませ～ん。

　なんて、妄想の世界にひとりで入り込み、手で顔を隠して照れていると、志貴に頭を叩かれた。

「バカ小町。なに顔真っ赤にしてんだよ。そういう顔は、俺とふたりのときにしろ」

「そ、そういう顔って……」

　さっき注意されたばかりなのに、またやってしまった。

「志貴、いいじゃないか。小町ちゃんらしくて、実にかわいい。ところでこの匂い、今晩は鍋かな？」

「すごいですね、当たりです！」

　千里さんは、勘だけでなく鼻まで利くみたい。千里さんと顔を見合わせて「すごいすごい」と喜んでいると、おもしろくなさそうな顔をした志貴が私の手を乱暴に取る。

「兄貴、俺たちもふたりで暮らし始めたばかりなの。邪魔だから帰ってくれ」

「そんな冷たいこと言うなよ。明日も早いし、ホテルはちょっと遠い。ねえ小町ちゃん、なんでも手伝いするから今晩だけ泊めてくれない？」

　志貴とふたりで過ごす時間が減っちゃうのは寂しいけれど、それもたった一日のこと。志貴は嫌そうだけど、やっぱりここは泊めてあげるべきだよね？

　ちろっと志貴を見れば、『余計なこと言うなよ！』って目で私を睨んでいて、ちょっと怖い。でも、せっかく私たちを頼ってきてくれたんだから、追い返すなんてできない。

「千里さん、どうぞ。大したお構いもできませんけど、ゆっくりしてくださいね」

「ああ助かった。やっぱり小町ちゃんは優しいなぁ」

「お、おい、なに勝手なこと言ってんだよ。ここは俺んちだぞ！」

　そう息巻く志貴をなんとか抑え、千里さんを部屋に迎え入れると、すぐに寄せ鍋を作り始めた。志貴が作ってくれた出汁が、なんともいい匂いを放っている。

「これ、小町ちゃんが準備したの？」

「はい。といっても出汁は志貴が作っておいてくれたものだし、私は材料を切っただけですけどね」

「いやいや、それだって立派な料理でしょ？　小町ちゃん、ちゃんと彼女してるんだね」

　千里さんが言った『彼女』の言葉が、なんとなく照れくさい。千里さんに小さく頭を下げてキッチンに逃げ込もうとしたら、廊下側にいた志貴に手を引かれ、そのまま寝室に連れていかれた。

「千里となに楽しそうに話してんだよ」

「楽しそうって……。千里さんは志貴のお兄さんだよ。話くらい普通にするでしょ？」

「気に食わない。この代償は、小町の身体できっちり払ってもらうからな」

「身体って……んっ」

　突然奪われた唇に、甘い声が漏れてしまう。

　隣の部屋に千里さんがいるのに……。

　頭では分かっていても、いつの間にか入り込んでいた志貴の舌が口内を動き回るたび、痺れるような甘い疼きが身体に走る。

「夜は、こんなんじゃ済ませないからな」

　耳たぶを食みながら囁かれた意地悪な言葉に、このまま先に進みたくなる衝動をぐっと抑える。

「小町ちゃーん、志貴ー」

　私たちを呼ぶ千里さんの声に慌てて身体を離すと、志貴を軽く睨みつけた。

「千里さんの前では、こんなことしないでね」

「はいはい」

　軽い返事で私をあしらうと、ポンッと頭を撫でる。

　ホントに分かってるんだか……。

　ため息をつくと、寝室に志貴を残したままリビングに向かった。




「ああ～おいしかった。ごちそうさま」

　箸を置いた千里さんが、満足そうに微笑む。

「鶏団子作りすぎちゃったから、千里さんが来てくれてよかったです」

「この鶏団子、生しょう姜がが効いてて最高だったよ。でも母さんが作る鶏団子に似てたんだよね」

「それ、志貴に教えてもらったんですよ」

「そうだったんだ。志貴は離れでのひとり暮らしが長いから、料理が上手でしょ？」

「はい。私なんて、まだまだで」

　ひとり暮らしを始めたころは料理をしたこともあったけれど、長続きはしなかった。自分のためだけに作るのと好きな人と一緒に食べるために作るのとでは、モチベーションが違う。

　今はまだお世辞にも上手とはいえないけれど、志貴のためと、花嫁修業？のつもりでがんばっている。

「毎日小町ちゃんの手料理が食べられるなんて、志貴がうらやましいなぁ」

「なに言ってんだよ。兄貴も早く彼女作ればいいだろ」

「いやいや、この子いいなぁ～って思う子は、みんな誰かに持ってかれちゃうんだよね」

　千里さんはそう言うと、私の方をチラッと見てニヤリと魅惑の笑みを見せた。

　今のはなに？　やっぱり千里さんって、私のことを……。

　薄々感じていたことが確信めいてしまい、顔を背けると「お風呂の準備してくるね」とリビングを飛び出した。

「びっくりした……」

　ドレッサーの縁に手をついて鏡に自分を映すと、ホッと息をつく。

　志貴と付き合う前から、ときどき『千里さんは私のことを好きかも……』なんて思っていたけれど、あんな顔されちゃうと、どう反応していいのか困ってしまう。

「じょ、冗談だよね？」

　きっとからかわれてるだけ。だって私には志貴がいるんだから。

　給湯器のスイッチを入れて千里さんのバスタオルを用意すると、リビングへと戻った。




「小町、なにしてるんだ？　ちょっとこっち来いよ」

　ソファでくつろいでいる志貴に手招きされてそばに行くと、ローテーブルの上には所狭しとお菓子が並んでいた。

「どうしたの、これ？」

「兄貴からの土産。癪しゃくに障るけど、もらうことにした」

「そうなんだ」

　実は志貴、甘いものに目がないんだよね。特に和菓子が大好きで、おまんじゅうは毎日食べると言っても過言じゃない。『癪に障る』なんて言ってるけど、ただ自分が食べたいだけ。

　そんな志貴がかわいくて、つい笑みがこぼれてしまう。

「千里さん、ありがとうございます」

「今回の研修は、温泉旅館でだったから。あれもこれもなんて見てるうちに、こんな量になっちゃったよ」

　千里さんは「アハハ」と照れくさそうに笑うと、おまんじゅうをひとつパクリと食べた。

「お茶淹れますね。それとお風呂、千里さんからどうぞ」

「小町ちゃん、一緒に入る？」

「えぇ!?」

「バカ兄貴！　冗談も大概にしとけよ！」

　さっき千里さんが見せた魅惑の笑みを思い出し、顔が熱くなってしまう。

「小町もなに顔を赤くしてんだ！　お前と風呂に入っていいのは俺だけなんだよ。分かったか？」

　志貴は勢いよく立ち上がると、ぐいっと私に詰め寄る。

　そんなこと分かっているけど、千里さんの前で断言されるとかなり恥ずかしい。

「はははっ！　小町ちゃん、さらに顔真っ赤。さ～てと、風呂入ってこよ～」

　千里さんがリビングを出ていくと、姿が見えなくなったドアを見つめた。

　本気なのか冗談なのか、千里さんの心の中は読めないけれど、きっと私と千里さんの関係はずっと変わらない。私の大好きな志貴のお兄さん。今までもこれからも……。

「なに考えてんだよ？」

　志貴は後ろから私をギュッと抱きしめると、首筋に顔をうずめておもしろくなさそうな声で呟いた。

　もしかして、拗すねてる？

　一緒に暮らしだしてからの志貴は、ときどきこうやって甘えてくるから愛おしさが募る。

「ん？　特になにも？」

「千里のことが気になるのかよ？」

「気になるよ、志貴のお兄さんだからね。でも愛してるのは志貴だけ」

　志貴の腕の中でクルリと回って向き合えば、その首に両腕を回して私からキスをする。

　志貴に愛されていると、こんなこともできるようになってしまう。そんな自分にときどき戸惑うこともあるけれど、志貴が嬉しそうにするから、これはこれでオーケーなのかな。

　ついさっきも寝室でキスしたばかりなのに、欲ばりな身体はまた志貴を求めてしまい、知らず知らずのうちに唇の重なりが深くなる。

「なんだよ。今日の小町は積極的だな。千里がいるから興奮するとか？」

「ん……はぁ……分かんない」

「そんなに俺を煽あおると、ここで押し倒したくなるだろ。いいのか？」

　何度も角度を変えて唇を合わせて舌を絡め合うと、どんどん思考が奪われていき、立っていられなくなる。それに気づいた志貴が私の身体をソファに横たえると、妖艶な笑みを浮かべて顔を寄せた。

「風呂入ったばっかだし、兄貴が出てくるまでの時間楽しむか。声出すなよ」

　もうなにも考えられなくなってしまった私は志貴の言葉にこくんと頷くと、そっと目を閉じた。

「えっと……お取り込み中に申し訳ないんだけど、石せっ鹸けんどこにあるかな？」

「え？」

「あん？」

　ふたりで同時に振り向けば、リビングのドアのところで千里さんがバスタオル姿で立っていた。

「嫌だぁ～！」

　千里さん、いつからそこにいたの？

　まだ服は着ているとはいえ、甘い声を聞かれたかと思うと、恥ずかしさで泣きたくなる。思わず両手で顔を隠した。

　志貴は志貴で何事もなかったかのようにすくっと立ち上がると、スタスタと千里さんの方に歩いていく。

「いいところだったのに、邪魔すんなよ兄貴」

「悪い悪い。まさかそんなところでなんて思ってなかったから」

　いいところって……。そんな言い方したら、『私たちは今、◯◯の最中でした』って、言ってるようなもんじゃない！

　志貴と千里さんがリビングから消えると、「志貴のバカー！」と叫んでクッションに突っ伏した。




「いいお湯だった～。小町ちゃん、先に悪かったね」

　千里さんは何事もなかったかのようにバスルームから出てくると、バスタオルで濡れた髪を乾かしながらスウェット姿で現れた。

「い、いえ。ここにお茶、置いておきますね」

　私はといえば、甘い声を聞かれてしまった恥ずかしさから、千里さんの方を見ないで言葉を返す。そして、さっきもらったお菓子と一緒に、テーブルに湯のみを置くと、志貴に声をかける。

「志貴もお風呂入ってね」

「ああ。じゃあ、小町も用意しろよ」

「え？」

「『え？』じゃないだろ。早く来いよ」

　そう言うと志貴は、ひとりでさっさと脱衣場に行ってしまった。

　いやいや、今日は一緒にお風呂なんて無理でしょ。恥ずかしいところをさっき見られたばかりなのに、その上お風呂まで一緒に入ったら、千里さんになにを言われるか分かったもんじゃない。

　それに今の私は、志貴と一緒にお風呂に入ったら、彼の甘い誘惑に勝てる自信がない。一度火ほ照てり始めてしまった身体は甘く疼くばかりで、その感情を抑えられなくなってしまうに決まっている。

「小町ちゃん、行かなくていいの？」

　心配してるのか楽しんでいるのか、どちらとも取れる千里さんの表情に少し困惑する。

「今日はちょっと、一緒に入れない理由が……」

　あ、そうだ。月のものが来たとでも言って、この場はなんとか乗り切ろう。ちょうど予定日はもうすぐだし。なんてグッドタイミング！

　鼻歌交じりにリビングの扉に向かうと、クルッと踵を返す。

「千里さん。後で和室にお布団用意しますから、それまでリビングでゆっくりしててくださいね」

「ああ、ありがとう。お構いなく」

　そう言って軽く手を上げる千里さんに頭を下げると、リビングを出てバスルームに向かった。

「志貴？」

　ドアからひょっこり顔を出すと、湯船に浸かっていた志貴が私に向かってお湯をかけてきた。

「ちょっと！　服が濡れちゃったじゃない」

「どうせ脱ぐんだからいいだろ」

「そのことなんだけど、女の子の日になっちゃって……」

「ふ～ん、で？」

「でって。だから一緒に入れな……」

「嘘。お前って嘘つくとき、右上を見るよな」

「あ、ホントだ」

　確かに今も右上を見てたわ……って私、なに簡単に認めちゃってるのよ！

　慌てて目線を下ろしても、志貴はククッと笑うばかり。今さらどうしようもないと、ガックリとうなだれた。

「兄貴もいることだし、なにもしないから、さっさと入ってこい」

「うん……」

　結局一緒に入ることになってしまい、いつもどおり湯船に入ると志貴の前に身体を下ろした。志貴は私の身体を後ろから抱きしめると、ふ～と吐息を漏らす。

「やっぱ小町を抱いてると落ち着く」

　志貴のお風呂での口癖。でも実は、私も同じだったりする。

　もちろん今でも一緒にお風呂に入るのは緊張するし、ドキドキもする。でもこうやってお湯に浸かりながら志貴に抱きしめてもらうと、落ち着くというか安心できる自分がいた。一日の疲れがゆっくり取れていくこの時間が、私はたまらなく好きになっている。

　まあほとんどの日が、このまま穏やかに終わるわけじゃないんだけど……。

　現に今だって、なにもしないとか言っておきながら、志貴の指は私の身体をスーッと撫でている。その指をギュッと掴むと、腕を上に持ち上げた。

「志貴だって、嘘つきじゃない。この手はなに？」

「少しぐらいいいだろ。減るもんじゃないし」

　そういう問題じゃないんだけど。

　でも今日はこれ以上触られると、自分がどうにかなってしまいそう。

　だから「ベッドに入ってからなら少しぐらいいいよ」なんて、普段なら絶対に言わないようなことを志貴の耳元で囁くと、先にお風呂から上がった。




「千里さん、遅くなってすみません。今、お布団敷きますね」

　急いでリビングに戻ったけれど、千里さんの姿はどこにもない。どこに行ったんだろうとキョロキョロしていると、和室から気配を感じて、そっと襖を開けてみた。

「やあ小町ちゃん。勝手に布団敷いちゃって、悪かったかなぁ？」

「え？　いや悪くはないですけど……これってどういうことでしょうか？」

　私の目の前には、三組の布団がキレイに敷かれている。

　どうして三組？　まさか千里さんと志貴と私、三人で寝るつもり？　冗談でしょ？

　和室の前でひとり立ち尽くしていると、髪の毛を乾かしながら志貴がやってきた。

「小町、どうした？」

　志貴は私の隣まで来ると、和室の光景に驚きの声を上げた。

「千里！　これはいったい、どういうことだよっ」

「どうもこうも、三人一緒に寝ようと思って。俺たち兄妹でしょ？　なんの問題もないと思うけど」

「なに言ってんだ、問題ありすぎだろ！　兄貴と同じ部屋に小町を寝かせられるか！」

　千里さんに兄妹と言ってもらえるのは、ちょっと嬉しい。でもさすがに、一緒の部屋で寝るのは遠慮したい。

「そう堅いこと、言わない言わない」

　そう言いながら千里さんはリビングに来ると、私の手を引いて和室へと連れていく。

「小町ちゃんはここ。志貴はそこで寝てね」

「えっと、これは……」

　千里さんが決めた寝る位置は、右から志貴・千里さん・私の順。

　三人仲よく川の字で寝るなんて、ありえない。百歩譲って同じ部屋で寝るとしても、私と千里さんの間に志貴がいてくれないと気になりすぎて寝られない。

「兄貴。悪いけど、ここでは寝られない。俺と小町は寝室で寝る」

　志貴は、呆然と立ち尽くす私の腕をガシッと掴むと、そのまま部屋から出ていこうとする。

「そんな寂しいこと言うなよ。それに、お前ばかりが小町ちゃんを独り占めっていうのはよくないな」

「はあ!?　言ってる意味がよく分かんねーんだけど」

「ホントは小町ちゃんとふたりで寝たいんだけど、それは志貴が許してくれないでしょ？」

「当たり前だ！」

「だから三人で寝ようって言ってるの。簡単な話だろ？」

　それって、簡単な話なんだろうか。でも筋は通っているような、いないような……。

　とはいえ、さすがに志貴のお兄さんといえども、ふたりっきりで寝るわけにはいかない。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、千里さんが私の両手をふわっと包み込んだ。

「小町ちゃん、お願い！　一晩だけでいいから、三人で一緒に寝よ？」

　そうお願いする千里さんの無邪気な笑顔にズキュンと胸をぶち抜かれ、思わず頷いてしまう。

「ちょ、ちょっと待てよ小町！　どういうつもりだよ」

　志貴は納得いかないのか、イライラしながら私の肩を揺さぶった。

「千里さん、きっと子供のときみたいに仲よく一緒に寝たいんですよね？」

「さすがは小町ちゃん、話が分かるね」

「マジで言ってんのかよ。勘弁してくれよ」

　志貴はやはり納得してないみたいだけれど、耳元に顔を寄せ「千里さんが寝たら、寝室に行こ？」と囁けば、しぶしぶ了承してくれた。

　千里さんが来てから、私と志貴の愛の巣はてんやわんやの大騒ぎ。

　でも、たまにはこんな日があってもいいのかも。

　だって私と志貴の恋は、まだ始まったばかり。これからは志貴とふたりで、どんな試練も乗り越えて愛を深めていかないと……。

　小さく寝息を立てている千里さんを起こさないように身体を上げれば、愛おしい志貴の顔が目に入る。あんなにここで寝るのを嫌がっていたのに、いつの間にか眠ってしまったみたい。

「志貴ったら……」

　今日はちょっと特別だったけれど、いつまでも穏やかな日々が続きますように……。

　神様にそう願うと、ゆっくりと目を閉じた。





ｅｎｄ












あとがき




　皆様、こんにちは。日ひ向なた野のジュンです。

『恋の神様はどこにいる？』を手にとっていただき、最後までお付き合いくださいまして、ありがとうございます。

　第二回ベリーズ文庫大賞で優秀賞をいただき、スターツ出版様から二冊目を出していただけたこと、とても嬉しく身に余る光栄です。




　この小説の舞台は〝神社〟と、恋愛小説としては一風変わった設定ですが、昔のトラウマでエッチができなくなってしまった小町と俺様で偉そうな志貴の王道なラブストーリー、楽しんでいただけたでしょうか？

『働く男子』がテーマの今大賞。発表されてすぐに〝神主〟が頭の中に浮かびました。なぜなら一年ほど前に小学校時代の同窓会で神主をしている同級生に会い、話を聞いているうちに〝いつか神社を舞台に小説を書いてみたい〟と思っていたからです。

　でもいざ書きだすと、神職のこと巫女のこと、知らないことが多すぎて。同級生に聞いたり調べたりの毎日でした。しかし、もともと神社仏閣巡りが好きな私は、一度も大変とか面倒くさいなどと思うことはなくて、楽しい日々を送っていたのを思い出します。

　思い出深いものになったこの作品が多くの方の目に留まり、恋をする楽しさを感じていただけたら、この上ない幸せです。

　今回の書籍化にあたり、編集を担当してくださった堀口様とヨダ様、アキヤマ様。巫女と神主という難しい設定なのに、動きのある素敵なカバーイラストを描いてくださったｍｏｅｋｏ様。そして、小町と志貴を最後まで見守ってくださり、応援してくださった読者の皆様。この場をお借りして、お礼申し上げます。本当にありがとうございました。心より感謝申し上げます。




　相変わらずのんびりですが、今もベリーズカフェで執筆を続けています。また違う作品にも遊びに来てくださいね。お待ちしています。

　ではまた、皆様にお会いできる日を信じて……。





日向野ジュン









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










恋の神様はどこにいる？





発　行　２０１５年１月10日　初版第１刷発行

著　者　日向野ジュン

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版ｅ文庫




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Jun Hinatano 2015




item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		恋の神様はどこにいる？



		とんでもない神頼み



		見習い巫女誕生!?



		不思議な彼と本気の決意



		想定外のお泊まり



		好きに時間は関係ない



		現在・過去・未来



		溢れる不安



		俺様と王子様



		雨と化粧と黒髪と



		複雑な気持ち



		傷ついた心と冷たい唇



		勘違いの告白



		愛される身体



		恋の神様はどこにいる？



		特別書き下ろし番外編



		愛の巣は大騒ぎ!?



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





